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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
と
都
立
中
央

図
書
館
︵
港
区
南
麻
布
︶
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

日
本
酒
﹁
獺
祭
﹂
の
ブ
ラ
ン

ド
で
人
気
の
山
口
県
岩
国
市
の

旭
酒
造
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ハ

イ
ド
パ
ー
ク
市
に
製
造
蔵
を
開

設
し
た
。
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
が
9
月
23
日

現
地
で
行
わ
れ
、
桜
井
博
志
会

長
、
桜
井
一
宏
社
長
が
挨
拶
を

し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
卸
売

り
業
者
や
酒
米
の
栽
培
農
家
の

方
、
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者
ら
約

４
０
０
人
が
集
ま
り
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森
美
樹
夫
大

使
も
参
加
し
た
。

米

国

の

ブ

ラ

ン

ド

名

﹁D
assai B

lue

﹂
は
、
中
国

の
儒
学
者
﹁
荀
子
﹂
の
言
葉
﹁
青

は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
も
青

し
﹂
に
由
来
、日
本
の
﹁
獺
祭
﹂

を
越
え
る
と
い
う
想
い
か
ら
こ

の
名
が
当
て
ら
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
今
後
は
現
地
に
あ
る

学
位
を
付
与
す
る
料
理
学
校
カ

リ
ナ
リ
ー･

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ

ー
ト
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ(

Ｃ

Ｉ
Ａ
︶
と
も
協
力
し
、
米
国
で

の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
の
教
育
と
認
知
向

上
も
目
指
す
。

﹁D
assai B

lue

﹂
は
９
月

25
日
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
内

の
リ
カ
ー
ス
ト
ア
や
レ
ス
ト
ラ

ン
で
販
売
を
始
め
た
。
７
２
０

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で
精
米
歩
合

50
％
の
﹁D

assai B
lue 50

﹂

の
希
望
小
売
価
格
は
34
ド
ル
99

セ
ン
ト
。
敷
地
内
に
は
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
も
併
設
さ

れ
、
10
月
19
日
以
降
か
ら
は
製

造
蔵
の
見
学
ツ
ア
ー
も
開
始
す

る
。︵
石
黒
か
お
る
、
写
真
も
︶

「獺祭」米に製造蔵
ニューヨーク州ハイドパーク

旭
酒
造
が
現
地
生
産

米
国
で
の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
認
知
向
上
目
指
す

「Dassai Blue」を持つ桜井博志会長（左）と桜井一宏社長（右）

日
本
の
静
か
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

ブルッキングス研究所
東アジア政策研究センター長

ミレヤ・ソリス氏

■スピーカー

■
モ
デ
レ
ー
タ
ー

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
名
誉
教
授

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
カ
ー
テ
ィ
ス
氏

「インド太平洋の地政学上
重要なプレーヤーに変貌」

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
と
国
際
交

流
基
金
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
文

化
セ
ン
タ
ー
、
中
国
世
界
研

究
項
目
は
９
月
27
日
、
ブ
ル

ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
の
ミ
レ

ヤ
・
ソ
リ
ス
博
士
を
講
師
に
招

き
、
新
著
﹃Japan's Q

uiet 
Leadership

﹄︵
ブ
ル
ッ
キ
ン

グ
ス
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
・

プ
レ
ス
刊
︶
に
つ
い
て
の
講
演

と
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
モ
デ

レ
ー
タ
ー
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

の
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
カ
ー
テ
ィ
ス

名
誉
教
授
が
解
説
し
た
。

　

本
書
は
、
日
本
の
経
済
的
・

政
治
的
進
化
の
過
去
30
年
間
を

俯
瞰
し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
経
験
、
経
済
的
国
家
運

営
の
影
響
と
再
調
整
、
そ
し
て

日
本
の
安
全
保
障
の
プ
ロ
フ
ァ

イ
ル
を
徐
々
に
で
は
あ
る
が
大

き
く
変
化
さ
せ
る
引
き
金
と
な

っ
た
地
政
学
的
挑
戦
の
数
々
を

紹
介
す
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
、

変
化
し
、
不
完
全
で
、
よ
り
結

果
的
な
日
本
の
物
語
を
伝
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

カ
ー
テ
ィ
ス
名
誉
教
授
は
、

﹁
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
日

本
が
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
再

構
築
と
自
由
主
義
的
国
際
秩
序

の
擁
護
に
お
い
て
重
要
な
指
導

的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
﹂
と
話
す
。

︵
書
評
10
面
に
︶

出版記念講演会

　
予
約
制
で
10
月
末
か
ら
見
学
ツ

ア
ー
も
開
始
す
る
敷
地
内
の
製
造
蔵

www.saitollp.com
https://www.ultramanconnection.com/pages/contest
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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第
11
回
花
と
芸
術
の
祭
典
、

カ
ジ
キ
ズ
・
シ
ョ
ー
Ｎ
Ｙ
カ
ー

ネ
ギ
ー
公
演
が
２
日
、
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
・
ワ
イ
ル
・
リ
サ

イ
タ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
舞
台
出
演
は
、
ヒ
ー
リ
ン

グ
シ
ン
ガ
ー
こ
こ
り
が
﹁
あ
り

が
と
う
﹂
と
﹁
お
め
で
と
う
﹂

を
し
っ
と
り
聞
か
せ
、
花
魁
ミ

ラ
ー
ジ
ュ
の
齋
藤
祐
佳
理
、
高

野
天
照
、
澤
原
雅
子
、
ヘ
ア
の

渡
邉
恵
が
華
や
か
な
舞
い
を
演

じ
た
＝
写
真
上
＝
。 

崎
山
泰

成
が
﹁
同
じ
空
﹂
を
、
岡
野
啓

子
が
田
中
友
樹
子
伴
奏
で
熱
唱

し
、
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
な
き
ょ
う
だ

い
が
昭
和
メ
ド
レ
ー
と
﹁
ま
る

く
つ
な
が
っ
て
﹂、
コ
ー
ラ
ス

Ｗ
Ａ
ｃ
Ｃ
Ａ
Ｒ
が﹁
花
は
咲
く
﹂

﹁
時
代
﹂﹁
希
望
の
歌
﹂
を
合
唱

し
た
。
劇
団
は
が
く
れ
＝
写
真

下
＝
の
殺
陣
シ
ョ
ー﹁
ザ
ッ
ツ
・

ジ
ャ
パ
ン
﹂
も
舞
台
で
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
妙
技
を
披
露
し
た
。　

　

ス
テ
ー
ジ
の
と
り
は
佐
賀
県

唐
津
市
出
身
の
歌
手
、
岩
田
み

ゆ
き
が
登
場
。﹁
異
邦
人
﹂
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
﹁
エ
ン
ド
レ

ス
・
ブ
ル
ー
﹂
で
見
事
な
歌
声

を
披
露
し
た
。
全
編
を
通
じ
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
演
奏
が
秀
逸
を

極
め
た
。
Ｎ
Ｙ
か
ら
現
地
参
加

で
プ
テ
ィ
・
ア
ロ
ン
ジ
ェ
・
ベ

ラ
Ｎ
Ｙ
バ
レ
エ
教
室
。
総
合
司

会
は
Ｉ
Ｆ
Ａ
花
の
街
振
興
財
団

理
事
長
の
梶
木
敏
巳
さ
ん
が
務

め
た
。　

︵
関
連
記
事 

19
面
に
︶

花
と
芸
術
の
祭
典

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
第 11 回

　

第
15
回
風
の
環
コ
ン
サ
ー

ト
︵
白
田
正
樹
音
楽
監
督
︶
が

11
月
5
日
︵
日
︶
午
後
４
時
30

分
︵
開
場
午
後
４
時
︶
か
ら

M
erkin H

all at K
aufm

an 
M

usic C
enter

︵
西
67
丁
目

１
２
９
番
地
︶で
開
催
さ
れ
る
。

　

第
15
回
目
と
な
る
今
年
の
風

の
環
定
期
コ
ン
サ
ー
ト
は
ト
ル

コ
の
伝
統
音
楽
継
承
を
目
的

に
活
動
し
て
い
るT
urkish 

&
 In

tern
ation

al M
u

sic 
E

nsem
ble

を
迎
え
、
今
年
２

月
に
ト
ル
コ
南
東
部
で
発
生
し

た
巨
大
地
震
の
犠
牲
者
追
悼
と

早
期
復
興
を
支
援
す
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
て

い
る
。
こ
の
地
震
で
は
ト
ル
コ

の
11
都
市
が
壊
滅
し
、
犠
牲
者

5
万
人
を
は
じ
め
2
千
万
人
を

超
え
る
被
災
者
を
出
し
た
。
中

で
も
多
様
な
文
化
遺
産
を
有
す

る
地
方
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

ハ
タ
イ
地
方
は
壊
滅
的
な
打
撃

を
受
け
、
数
千
年
の
歴
史
を
持

つ
多
数
の
文
化
遺
産
を
は
じ
め

音
楽
ホ
ー
ル
な
ど
の
施
設
や
楽

器
も
失
わ
れ
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
風
の
環

少
年
少
女
合
唱
団
、
風
の
環

室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
混
声

合

唱

団

のJapan C
horal 

H
arm

ony“
T

O
M

O
”

が
出

演
す
る
。
風
の
環
室
内
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
に
は
、
福
島
県
い
わ
き

市
出
身
で
札
幌
交
響
楽
団
の
オ

ー
ボ
エ
奏
者
で
あ
る
宮
城
完
爾

が
加
わ
り
、モ
リ
コ
ー
ネ
の﹁
ガ

ブ
リ
エ
ル
の
オ
ー
ボ
エ
﹂
等
を

演
奏
す
る
。

　

な
お
、
毎
年
9
月
に
開
催
し

て
き
た
風
の
環
コ
ン
サ
ー
ト
の

定
期
演
奏
会
は
今
年
の
第
15
回

を
も
っ
て
終
了
予
定
で
あ
る
。

チ
ケ
ッ
ト
20
ド
ル
は w

w
w

.
k

au
fm

an
m

u
siccen

ter.
org 

ま

た

はK
aufm

an 

M
usic C

enter
の
ボ
ッ
ク
ス

オ
フ
ィ
ス (

２
１
２
・
５
０
１
・

３

３

３

０)

に

て

販

売

中
。

詳

細

はw
w

w
.jch-

tom
o.org

ま

た

はhttp://
kazenow

a911.blog6.fc2.
com

　

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

m
ik

e
s

h
ir

o
ta

1
2

5
@

gm
ail.com

ま

た

は

電

話

９
１
７
・
３
７
１
・
８
３
８
６
、

白
田
さ
ん
。

宮城完爾

第15回風の環コンサート

ト
ル
コ
巨
大
地
震
復
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演

Photo: K. Seki

ジャパン・コーラルハーモニー「TOMO」

Turkish & International Music Ensemble

花魁ミラージュの舞い

劇団はがくれ

https://www.ultramanconnection.com/pages/contest
https://www.bozubrooklyn.com/
http://www.kaufmanmusiccenter.org
http://www.jch-tomo.org
http://www.jch-tomo.org
http://www.jch-tomo.org
http://kazenowa911.blog6.fc2
http://kazenowa911.blog6.fc2
http://kazenowa911.blog6.fc2
http://kazenowa911.blog6.fc2
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10 月 NY 日系人会の行事
定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am 太極拳
火曜日 1pm-4pm 書道クラス
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス
金曜日 1:15pm-3pm JAA コーラス
第 17 回秋のヘルスフェア 10/6 まで 

■ 10 月 5 日（木）10:30am-12pm @ JAA Hall アップルキッズ
主催「灘田篤子先生の歌って踊って親子で触れ合おう！」

　JAA にご予約下さい。
■第 17 回秋のヘルスフェア
■ 10 月９日（月）コロンバスデーにて JAA 事務局はお休み
■ 10 月 12 日（木）10am-12pm「笠野玲子弁護士による電話

無料法律相談室 ( 移民法以外 )」。ご予約下さい。各 30 分
■ 10 月 12 日（木）12pm-2pm「10 月の第 1 敬老会」BentOn 

のお弁当です。NY 総領事館桜庭大輔領事のランチタイムピ
アノコンサートをお楽しみ下さい。治安への不安などをご報
告下さい。会費＄５。会場、デリバリー・ピックアップご希
望の方はご予約下さい。

■ 10 月 14 日（土）2pm-3pm online 座談会
　AAF & JAA Hope Against Hate Campain Programa
　「アジアじんとしての生きづらさを感じますか？　一緒に語

り合いましょう！」申し込みは JAA へ、後日 online 情報を
お送りします。

■ 10 月 16 日（月）9:00am「第 29 回 JAA チャリティーゴル
フ大会＠ New York Country Club」 優勝者には ANA ビジネス
クラスの航空券、豪華賞品や参加賞などが用意されます。参
加費 $270（内 $100 税金控除）定員 72 人 申込みは JAA 迄

■ 10 月 19 日（木）10am-12pm「寺井真美弁護士米国移民法
の電話無料相談室」ご相談の方はご予約下さい。各 15 分

■ 10 月 19 日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ
運びたい、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしま
しょう！」どなたでもご参加できます。参加費 $5

■ 10 月 26 日（木）12pm-2pm「10 月の第２敬老会」BentOn 
のお弁当です。Iwaki Band の音楽をお楽しみください。会
場参加、デリバリー＆ピックアップご希望の方はご予約下さ
い。会費 $5。10 月のお誕生会をします。

■ 10 月 28 日（土）10am-12pm 「Online JAA 日本語教育秋の
研修会」講師：福井大学 語学センター桑原陽子先生、テーマ：
生の教材を使った読む教材を作る�初級レベルを中心に！お
申し込みは　https://forms.gle/FzmPaZTu4VeEbkgu5

　https://forms.gle/zwdxDe7BDwvoKdgTA
■ 10 月 30 日（月）10am-12pm 「シニアの無料ヘアカット」　

田原ミチさん、佐々木ノリさん、津田やすこさん、小林はる
かさんがヘアカットを行います。

　お早めにご予約下さい。

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

  

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
２
０
０
６
年
開
店
し
た

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン 

ス
テ
ー
キ
ハ

ウ
ス
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ(
ア
メ
リ

カ
農
務
省)

の
最
上
級
グ
レ
ー

お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ス
テ
ー

キ
・
フ
ォ
ー
・
ト
ゥ
︵
１
３
５

ド
ル
︶
に
ス
ピ
ナ
ッ
チ
や
ポ
テ

ト
の
サ
イ
ド
を
つ
け
れ
ば
、
食

べ
て
も
食
べ
て
も
飽
き
ず
に
美

味
し
く
い
た
だ
け
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
多
く

ド
﹁
プ
ラ
イ
ム
﹂
に
認
定
さ
れ

た
ビ
ー
フ
を
独
自
の
製
法
で
28

日
以
上
長
期
熟
成
し
、
高
温
デ

ッ
キ
ブ
ロ
イ
ラ
ー
で
一
気
に
外

側
を
焼
き
上
げ
て
う
ま
み
を
閉

じ
込
め
、
熱
々
の
陶
器
の
お
皿

に
乗
せ
た
、
絶
妙
な
調
味
と
焼

き
加
減
で
テ
ー
ブ
ル
に
運
ば
れ

て
く
る
。
代
表
的
な
メ
ニ
ュ
ー

で
あ
る
ポ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
は
、

サ
ー
ロ
イ
ン
と
テ
ン
ダ
ー
ロ
イ

ン
︵
フ
ィ
レ
︶
の
ふ
た
つ
の
部

位
が
骨
を
挟
ん
で
並
ん
で
お

り
、
ひ
と
皿
で
２
種
類
の
う
ま

み
を
逃
さ
ず
焼
き
上
げ
た
、
上

質
な
ビ
ー
フ
の
お
い
し
さ
を
堪

能
で
き
る
。 

男
性
２
人
で
も

ほ
ど
の
人
気
店
。
ビ
ジ
ネ
ス
の

パ
ワ
ー
ラ
ン
チ
か
ら
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
イ
ベ
ン
ト
ま
で
、
日
本
か

ら
の
来
客
を
も
て
な
す
店
と
し

て
も
お
そ
ら
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
３
本
の
指
に
入
る
名
店
だ
。

故
安
倍
総
理
も
こ
こ
で
ス
テ
ー

の
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
が
あ
る

が
、
客
の
好
み
ぴ
っ
た
り
の
料

理
に
仕
上
げ
る
こ
と
に
定
評
が

あ
る
同
店
の
ス
テ
ー
キ
。
共
同

オ
ー
ナ
ー
の
ベ
ン
・
シ
ナ
ナ
ー

ジ
さ
ん
は
﹁
同
じ
景
色
を
描
い

て
も
画
家
に
よ
っ
て
タ
ッ
チ
が

違
う
よ
う
に
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

の
こ
の
味
が
大
好
き
な
フ
ァ
ン

に
愛
さ
れ
て
い
る
の
が
人
気
の

理
由
で
す
﹂
と
話
す
。
マ
ジ
ソ

ン
街
と
パ
ー
ク
街
に
挟
ま
れ
た

41
丁
目
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本

店
︵
東
41
丁
目
52
番
地
、
電
話

２
１
２
・
２
９
７
・
９
１
７
７
︶

は
平
均
3
割
、
多
い
時
は
4
割

の
在
米
日
本
人
の
来
店
が
あ
る

キ
を
堪
能
し
た
大
フ
ァ
ン
だ
っ

た
と
い
う
。
共
同
オ
ー
ナ
ー
の

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
プ
ロ
ブ
カ
イ

さ
ん
は
﹁
プ
ラ
イ
ペ
ー
ト
パ
ー

テ
ィ
ー
で
も
会
社
の
お
祝
い
で

も
な
ん
で
も
リ
ク
エ
ス
ト
し
て

く
だ
さ
い
。
特
別
な
時
間
と
忘

れ
ら
れ
な
い
至
福
の
体
験
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
﹂
と
話
す
。

　

ス
テ
ー
キ
は
も
ち
ろ
ん
、
豪

快
な
シ
ー
フ
ー
ド
プ
ラ
ッ
タ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
オ
イ
ス
タ
ー

や
豊
富
な
シ
ー
フ
ー
ド
メ
ニ
ュ

ー
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
を
は
じ

め
世
界
各
国
か
ら
様
々
な
種
類

の
豊
富
な
ワ
イ
ン
を
取
り
揃
え

て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
リ

ピ
ー
タ
ー
を
魅
了
し
続
け
る
同

店
は
本
店
の
ほ
か
に
大
小
個
室

な
ど
も
完
備
し
て
い
る
姉
妹

店
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
プ
ラ
イ

ム
︵
東
40
丁
目
23
番
地
、
電
話

２
１
２
・
３
３
８
・
０
８
１
８
︶、

シ

ー

フ

ー

ド

レ

ス

ト

ラ

ン

の
﹁

ザ
・

シ

ー

フ

ァ

イ

ヤ
・

グ

リ

ル

﹂︵

東

48

丁

目

１

５

８

番

地
、

電

話

２
１
２
・
９
３
５
・
３
７
８
５
︶

が
あ
り
本
店
同
様
の
メ
ニ
ュ

ー
を
楽
し
め
る
。
ま
た
、
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
ホ
ワ

イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
に
は
客
席

数
３
５
０
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
・
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
︵
ハ
ー
ツ
デ

ー
ル
街
６
１
０
番
地
、
電
話

９
１
４
・
４
２
８
・
６
８
６
８
︶

が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
フ
ァ
ミ
リ

ー
イ
ベ
ン
ト
で
も
大
い
に
活
用

で
き
そ
う
だ
。
日
本
で
は
六
本

木
、
紀
尾
井
町
、
京
都
に
３
店

舗
を
持
つ
。　
　
　
　
　

︵
三
︶

Benjamin
 Steakhouse

52 E 41st St, 
New York, NY 10017

Tel: 212-297-9177
月〜金　7:30~22:30

 (Dylan Hotel の横で朝食 )
土曜　16:00~22:30

日曜定休

Benjamin Prime
23 E40th St, 

New York, NY 10016
Tel:212-338-0818

　　月〜金　11:30~23:00
土曜　16:00~23:00
日曜　16:00~22:00

共同オーナーのベンジャミン・プロブカイさん
（左）とベン・シナナージさん（41 丁目本店で）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ス
テ
ー
キ
を
食
べ
る
。

芸
術
的
味
わ
い
の
最
高
傑
作
を
ね
。

https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/vote.html
https://jaanj.org/
https://forms.gle/FzmPaZTu4VeEbkgu5
https://forms.gle/zwdxDe7BDwvoKdgTA
tel:212-840-6942
mailto:info@jaany.org


2023 年（令和 5 年）10 月 7 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(4)

 「週刊NY生活」

No. 931

2023年10月7日発行

 ニューヨーク生活プレス社
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

71 W. 47th St., Suite 1205
New York, N.Y. 10036

Tel: 212-213-6069
www.nyseikatsu.com

◇

Publisher Ryoichi Miura
President Shigeru Hisamatsu
Vice President Jun Nishimura

 ■在NY日本国総領事館＝(212)371-
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■NY日系人会＝(212)840-6942 
■ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155

 ■日米ソーシャル・サービス(JAS
SI)＝(212)442-1541 ■日米カウン
セリングセンター＝(212)720-4560 
■教育文化交流センター教育相談室＝
(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込み
寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人
教育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201)405-0888
■NY補習授業校＝(914)636-3770  
■NJ補習授業校＝(201)585-0555

 公共サービス連絡先

海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （19）

　

最
近
日
本
で
は
衆
議
院
解
散

の
報
道
が
目
立
ち
ま
す
。
上

院
、
下
院
と
も
決
ま
っ
た
時
期

に
行
う
米
国
と
違
い
、
任
期
４

年
の
衆
議
院
の
は
ず
が
約
2
年

半
に
1
回
選
挙
を
行
っ
て
い
ま

す
。
近
年
は
抜
き
打
ち
解
散
が

多
く
、
海
外
日
本
人
に
と
っ
て

は
立
候
補
者
や
政
策
の
事
前
情

報
不
足
で
の
選
挙
突
入
で
す
。

選
挙
公
報
も
選
挙
公
示
後
に
在

外
公
館
に
届
き
ま
す
。

　

﹁
片
道
数
時
間
の
在
外
公
館

や
、
間
に
合
わ
な
い
郵
便
投
票
﹂

な
ど
の
障
害
に
加
え
て
、
突
然

の
総
選
挙
は
在
外
投
票
の
意
欲

を
損
ね
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
私

は
米
国
の
政
党
大
会
に
2
度
出

席
し
ま
し
た
が
、
予
備
選
挙
も

含
め
候
補
者
と
有
権
者
と
が
1

年
近
く
対
話
す
る
民
主
主
義
に

感
動
し
ま
し
た
。
近
年
は
劇
場

型
過
ぎ
ま
す
が
！

84
％
は
首
相
の
裁
量
に
よ
る
解

散
　

大
統
領
を
直
接
選
ぶ
米
国
と

異
な
り
、
日
本
や
英
国
は
国
会

議
員
が
首
相
を
選
ぶ
﹁
間
接
民

主
主
義
﹂
の
国
で
す
。
国
民
と

の
距
離
が
離
れ
た
首
相
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
た
め
に
、
国
王
が
議

会
を
解
散
し
て
民
意
を
問
う
の

が
解
散
の
起
源
で
す
。
ま
た
三

権
分
立
に
あ
る
政
府
と
国
会
と

の
相
互
チ
ェ
ッ
ク
機
能
で
も
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
で
は
政
府
が

圧
倒
的
な
力
を
有
し
、
そ
の
首

相
の
政
治
判
断
で
解
散
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
憲
法
69
条
の
内
閣

た
れ
あ
い
が
政
府
の
国
会
に
対

す
る
優
位
性
の
基
盤
で
す
。

　

法
案
全
て
を
議
会
が
提
出
す

る
米
国
に
対
し
、
日
本
で
は
8

割
を
政
府
が
提
出
し
ま
す
。
政

府
の
過
大
歳
出
を
大
幅
削
減
で

き
る
米
国
の
Ｇ
Ａ
Ｏ
︵
行
政
活

動
監
査
院
︶
な
ど
の
独
立
機
関

を
持
た
な
い
こ
と
も
弱
い
国
会

の
実
像
で
す
。

　

こ
う
し
た
欧
米
諸
国
が
持
つ

民
主
主
義
や
議
会
の
強
さ
を
日

本
も
持
つ
こ
と
が
、
在
外
ネ
ッ

ト
投
票
導
入
や
国
籍
法
改
正
な

ど
に
よ
る
海
外
日
本
人
の
サ
ポ

ー
ト
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
︵
Ｐ
Ｏ
Ｗ
︶
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
︵
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
︶
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

  

在
外
投
票
を
混
乱
さ
せ
る

  

衆
議
院
抜
き
打
ち
解
散

不
信
任
決
議
案
に
よ
る
解
散
は

過
去
４
回
の
み
で
、
21
回
︵
84

％
︶
は
憲
法
7
条
に
よ
る
首
相

の
裁
量
に
よ
る
解
散
で
す
。

　

英
国
で
も
首
相
に
よ
る
解
散

が
多
か
っ
た
た
め
﹁
議
員
任
期

固
定
法
﹂
が
成
立
し
、
下
院
議

員
の
任
期
を
５
年
と
固
定
化

し
、
解
散
を
下
院
の
３
分
の
２

以
上
の
決
議
、
ま
た
は
不
信
任

決
議
可
決
の
二
つ
に
限
定
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
も
﹁
内
閣
不
信
任
決

議
案
に
よ
る
解
散
か
、
衆
議
院

の
３
分
の
２
以
上
の
決
議
を
要

す
る
解
散
案
﹂
や
、﹁
解
散
日

の
事
前
通
知
を
義
務
付
け
、
通

知
し
た
日
以
外
の
解
散
を
禁
じ

る
案
﹂
な
ど
が
出
て
き
て
い
ま

す
。

首
相
の
４
分
の
３
が
世
襲
議

員
、
弱
い
国
会

　

そ
れ
以
上
に
日
本
の
民
主
主

義
を
強
化
す
る
時
で
す
。
歴
代

首
相
の
約
４
分
の
３
、
国
会
議

員
の
30
％
弱
︵
自
民
党
の
約
40

％
︶
が
世
襲
議
員
で
す
。
こ
の

最
大
の
既
得
権
と
官
僚
と
の
も

　

２
０
２
３
年
国
連
平
和
の
鐘

式
典
に
出
席
し
た
国
連
平
和
の

鐘
を
守
る
会
の
代
表
、
高
瀬
聖

子
さ
ん
が
９
月
13
日
、
式
典
の

あ
と
、
石
兼
公
博
国
連
大
使
か

ら
在
外
公
館
長
表
彰
を
受
け

た
。
日
本
と
国
際
連
合
と
の
相

互
理
解
及
び
友
好
親
善
に
寄
与

し
、
そ
の
功
績
に
顕
著
な
も
の

が
あ
る
13
日
は
小
雨
だ
っ
た
た

め
、
式
典
は
平
和
の
鐘
の
見
え

る
建
物
の
中
で
行
わ
れ
た
。
ア

ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
国
連

事
務
総
長
と
デ
ニ
ス
・
フ
ラ
ン

シ
ス
総
会
議
長
が
鐘
を
撞
き
、

石
兼
公
博
特
命
全
権
大
使
、
メ

リ
ッ
サ
・
フ
レ
ミ
ン
グ
国
連
事

務
次
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
日

本
庭
園
を
造
っ
た
阿
部
紳
一
郎

さ
ん
も
参
加
し
、
百
歳
の
千
玄

室
大
宗
匠
さ
ん
の
献
茶
式
が
催

さ
れ
た
。
同
日
午
後
に
国
連
日

国
連
平
和
の
鐘
を
守
る
会

高
瀬
さ
ん
に
表
彰
状

石
兼
大
使
が
国
連
代
表
部
で

　

多
く
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が

﹁
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
を

求
め
る
人
び
と
を
受
け
入
れ
る

べ
き
だ
﹂
と
考
え
る
一
方
、
約

３
分
の
１
は
、
米
国
は
こ
れ
以

上
移
民
を
受
け
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
、
と
思
っ
て
い
る
こ
と

が
、
シ
エ
ナ
大
学
が
９
月
12
日

に
公
表
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
で
分
か
っ
た
。 

　

南
西
部
国
境
か
ら
入
国
し
た

移
民
た
ち
の
対
応
に
追
わ
れ
る

な
か
、
同
大
学
の
調
査
チ
ー
ム

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
者

８
０
０
人
を
対
象
に
、
移
民
に

対
す
る
意
識
調
査
を
行
っ
た
。

自
由
の
女
神
像
の
台
座
に
刻
ま

れ
た
エ
マ
・
ラ
ザ
ラ
ス
の
詩﹁
疲

れ
果
て
、
貧
し
く
、
自
由
の
空

気
を
求
め
る
群
衆
を
こ
ち
ら
に

与
え
よ
︵
意
訳
︶﹂
の
意
味
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
か
、
と
い
う

質
問
に
69
％
は
﹁
支
持
す
る
﹂、

21
％
は
﹁
支
持
し
な
い
﹂
と
返

答
し
た
。
多
く
の
超
党
派
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
﹁
米
国
の
人

種
の
る
つ
ぼ
で
あ
るN

Y

Ｎ

Ｙ
に
移
民
の
受
け
入
れ
る
こ
と

は
、
国
自
体
を
偉
大
に
す
る
﹂

と
思
っ
て
お
り
、
共
和
党
支
持

者
の
77
％
、
民
主
党
支
持
者
の

83
％
が
肯
定
的
に
考
え
て
い

る
。 

　

同
調
査
を
率
い
た
同
大
学
研

究
所
の
ド
ン
・
リ
ー
バ
イ
博
士

は
﹁
ほ
と
ん
ど
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
が
、
米
国
は
世
界
中
か
ら

の
移
民
で
築
か
れ
、
移
民
た
ち

が
米
国
を
偉
大
に
し
た
、
と
思

っ
て
い
る
こ
と
に
疑
い
は
な

い
﹂と
話
し
て
い
る
。
ま
た﹁
米

国
は
新
た
に
移
民
を
受
け
入
れ

る
こ
と
は
必
要
な
い
﹂
と
い
う

回
答
者
の
う
ち
、
共
和
党
支
持

者
は
民
主
党
支
持
者
よ
り
も
や

や
多
い
51
％
を
占
め
て
い
る
。

民
主
党
支
持
者
の
回
答
者
の
う

ち
、
移
民
受
け
入
れ
の
反
対
派

は
22
％
だ
っ
た
。 

　

都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

９
月
24
日
、
Ｎ
Ｙ
市
内
の
バ
ス

５
路
線
の
運
賃
を
最
低
６
か
月

間
、
最
長
で
１
年
間
無
料
に
す

る
試
験
的
な
計
画
を
施
行
し

た
。 

　

バ
ス
乗
車
無
料
の
計
画
は
、

主
に
低
所
得
者
層
の
不
正
乗
車

防
止
を
目
的
と
し
て
、
施
行
経

費
は
今
年
５
月
に
承
認
さ
れ
た

同
州
予
算
に
組
み
込
ま
れ
た
。

同
局
の
不
正
乗
車
が
原
因
の
損

失
は
著
し
く
、
不
正
乗
車
の
多

く
は
、
近
年
の
物
価
高
騰
で
生

活
難
に
陥
っ
て
い
る
低
所
得
者

の
利
用
者
が
占
め
て
い
る
。
同

局
は
対
象
バ
ス
路
線
に
、
特
に

不
正
乗
車
が
多
い
路
線
を
選
ん

だ
。
同
計
画
の
対
象
路
線
は
次

の
通
り
。
Ｂ
60
︵
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
︶、
Ｍ
１
１
６
︵
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
︶、
Ｑ
４
︵
ク
イ
ー
ン
ズ
︶

Ｓ
46
／
96
︵
ス
タ
テ
ン
島
︶、

Ｂ
Ｘ
18
︵
ブ
ロ
ン
ク
ス
︶。
対

象
路
線
の
バ
ス
は
﹁
フ
ェ
ア
・

フ
リ
ー
﹂
と
表
示
さ
れ
、
バ
ス

停
に
は
目
印
と
し
て
緑
と
黒
の

デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
て
い
る
。

バ
ス
乗
車
運
賃
試
験
的
に 

５
路
線
で
１
年
間
無
料

移
民
を
受
け
入
れ
る
か 

Ｎ
Ｙ
市
民
の
意
識
調
査 

　

Ｎ
Ｙ
市
運
輸
局
︵
Ｄ
Ｏ
Ｔ
︶

は
今
月
か
ら
、
全
区
域
で
パ
ー

キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
の
料
金
を
値

上
げ
す
る
。 

　

駐
車
料
金
の
値
上
げ
は
、
市

民
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を

促
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
同
局

は
ま
た
、
交
通
混
雑
の
緩
和
や

空
き
ス
ペ
ー
ス
の
増
加
を
期
待

し
て
い
る
。
施
行
日
程
や
更
新

後
の
料
金
の
詳
細
は
次
の
通

り
。 

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
：
16
日
か

ら
。
96
丁
目
以
南
は
、
最
初
の

１
時
間
は
５
ド
ル
50
セ
ン
ト

︵
22
％
増
︶、
以
降
１
時
間
毎
に

超
過
９
ド
ル
︵
20
％
増
︶。
96

丁
目
以
北
の
料
金
は
、
地
域
に

よ
っ
て
異
な
る
。 

ク
イ
ー
ン
ズ
：
27
日
か
ら
。
最

初
の
１
時
間
は
２
ド
ル
50
セ
ン

ト
︵
25
％
増
︶、
以
降
１
時
間

毎
に
超
過
５
ド
ル︵
25
％
増
︶。 

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
：
９
日
か

ら
。ブ
ロ
ン
ク
ス
：
22
日
か
ら
。

ス
タ
テ
ン
島
：
29
日
か
ら
。
更

新
料
金
は
共
に
ク
イ
ー
ン
ズ
と

同
じ
。
そ
の
ほ
か
の
詳
細
は

nyc.gov

を
参
照
す
る
。

パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー

料
金
25
％
値
上
げ
に

本
政
府
代
表
部
を
訪
問
し
た
高

瀬
さ
ん
は
、
石
兼
公
博
特
命
全

権
大
使
か
ら
、
在
外
公
館
長
表

彰
を
受
け
た
。
ま
た
、
大
使
公

邸
で
は
大
使
ご
夫
妻
の
温
か
い

も
て
な
し
を
受
け
た
。﹁
12
日

羽
田
を
発
っ
て
、
13
日
の
式
典

に
出
て
、
14
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
出
発
し
て
帰
る
と
い
う
強
行

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
杖
と
車
椅

子
の
旅
で
し
た
が
、
誰
か
ら
も

親
切
に
し
て
頂
き
、
人
の
優
し

さ
が
身
に
染
み
た
旅
で
し
た
﹂

と
話
し
て
い
た
。

︵
写
真
提
供
・Japan Mission

国
際
連
合
日
本
政
府
代
表
部
︶

　

ト
ラ
ン
プ
前
米
大
統
領
や
同

氏
の
息
子
ら
が
不
動
産
価
値
を

不
正
に
操
作
し
不
当
な
利
益
を

得
て
い
た
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
当
局
が
提
訴
し
た
民
事
訴

訟
の
口
頭
弁
論
が
２
日
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
Ｎ
Ｙ
州
最
高

裁
判
所
で
始
ま
り
、
ト
ラ
ン
プ

氏
が
出
廷
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
法
廷
に
入
る

前
、
記
者
団
に
﹁
こ
れ
は
単
純

明
快
な
選
挙
妨
害
に
関
係
し
て

い
る
﹂
と
自
身
が
立
候
補
し
て

い
る
来
年
の
大
統
領
選
へ
の
妨

害
行
為
だ
と
主
張
、﹁
こ
れ
は

史
上
最
大
の
魔
女
狩
り
の
続
き

だ
﹂
と
述
べ
対
決
姿
勢
を
鮮
明

に
し
た
。
休
憩
中
に
は
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
、
裁
判
担

当
し
て
い
る
ア
ー
サ
ー
・
Ｆ
・

エ
ン
ゴ
ロ
ン
判
事
に
つ
い
て

﹁
失
職
す
べ
き
だ
﹂
と
罷
免
を

求
め
た
。

　

一
方
、
提
訴
し
た
レ
テ
ィ
シ

ア
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
Ｎ
Ｙ
州
司
法

長
官
は
記
者
団
に
﹁
ど
ん
な
に

権
力
や
お
金
が
あ
っ
て
も
、
誰

も
法
を
超
越
す
る
者
は
い
な

い
。
法
を
守
る
の
が
私
の
責
任

で
あ
り
義
務
だ
﹂
と
語
っ
た
。

　

こ
の
民
事
訴
訟
は
ジ
ェ
ー
ム

ズ
司
法
長
官
が
昨
年
９
月
、
ト

ラ
ン
プ
氏
や
一
族
企
業
﹁
ト
ラ

ン
プ
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
﹂

を
相
手
に
起
こ
し
た
。
所
有
す

る
ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
な
ど
の
不

動
産
価
値
を
実
際
よ
り
数
十
億

ド
ル
高
く
評
価
し
、
２
０
１
１

年
か
ら
21
年
ま
で
の
10
年
に
わ

た
っ
て
銀
行
か
ら
有
利
な
条
件

で
融
資
を
受
け
て
不
正
な
利
益

を
得
た
と
し
、
不
正
に
取
得
し

た
２
億
５
０
０
０
万
ド
ル
︵
約

３
７
５
億
円
︶
の
返
還
を
求
め

て
い
る
。

　

こ
の
裁
判
は
民
事
で
あ
り
、

有
罪
か
無
罪
か
で
は
な
く
ト
ラ

ン
プ
氏
の
責
任
、
つ
ま
り
損
害

賠
償
を
支
払
う
法
的
義
務
が
あ

る
か
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
陪
審
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
州
最
高
裁
判
所
の
エ
ン
ゴ
ロ

ン
判
事
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

Ｎ
Ｙ
州
裁
判
所
は
先
月
26

日
、
金
融
詐
欺
な
ど
州
法
違
反

を
繰
り
返
し
、
法
的
責
任
が
あ

る
と
判
断
。
州
当
局
が
求
め
て

い
た
ト
ラ
ン
プ
氏
親
子
に
よ
る

州
内
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の
禁

止
も
認
め
る
判
断
を
下
し
て
い

た
。
口
頭
弁
論
で
は
返
還
額
な

ど
が
審
理
さ
れ
、
12
月
ま
で
続

く
見
通
し
。
同
氏
は
こ
の
ほ
か

議
会
襲
撃
な
ど
４
つ
の
刑
事
事

件
で
も
起
訴
さ
れ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
が
民
事
訴
訟
で
口
頭
弁
論

﹁
史
上
最
大
の
魔
女
狩
り
﹂
と
批
判

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
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エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
市
長

は
市
の
地
下
鉄
安
全
対
策
の
新

た
な
試
み
と
し
て
駅
を
巡
回
す

る
﹁
ロ
ボ
コ
ッ
プ
﹂
導
入
を
発

表
し
た
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は

K
nightscope K

5

と

呼

ば

れ
る
も
の
で
、
地
下
鉄
タ
イ
ム

ズ
・
ス
ク
エ
ア
42
丁
目
駅
で
2

か
月
の
試
用
期
間
を
設
け
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
は
緊
急
時
や
犯
罪

発
生
時
に
当
局
が
確
認
で
き
る

よ
う
、
ビ
デ
オ
映
像
を
記
録
す

る
ほ
か
生
身
の
人
間
に
接
続
可

能
な
ボ
タ
ン
な
ど
様
々
な
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
備
え
て
い

る
。
試
用
期
間
中
、
ロ
ボ
ッ
ト

は
午
前
0
時
か
ら
6
時
ま
で
駅

構
内
で
活
動
し
、
常
に
警
官
が

同
行
し
て
新
技
術
に
関
す
る
質

問
や
懸
念
を
持
つ
通
勤
客
と
対

話
す
る
予
定
。
ま
た
市
長
と
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
の
ケ
ン
パ
ー

交
通
局
長
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
音
声

を
録
音
し
た
り
、
顔
認
識
を
使

用
す
る
こ
と
は
な
い
と
強
調
し

た
。

　

こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
市
か
ら
1

時
間
あ
た
り
9
ド
ル
で
リ
ー
ス

さ
れ
る
も
の
で
、﹁
最
低
賃
金

以
下
で
ト
イ
レ
休
憩
も
食
事
休

憩
も
不
要
。
こ
れ
は
良
い
投
資

だ
﹂
と
市
長
は
語
っ
た
。
破
壊

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
に

ロ
ボ
コ
ッ
プ

　

Ｎ
Ｙ
市
議
会
は
こ
の
ほ
ど
、

公
営
プ
ー
ル
運
営
を
拡
大
す
る

と
同
時
に
、
同
紙
全
域
で
水
辺

の
安
全
確
保
を
促
す
包
括
的
な

法
案
を
可
決
し
た
。 

　

同
新
法
に
は
、
小
学
校
２
年

生
を
対
象
に
し
た
無
料
水
泳
レ

ッ
ス
ン
の
提
供
も
含
ま
れ
て
い

る
。
米
疫
病
予
防
管
理
セ
ン
タ

ー
︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
に
よ
る
と
水
難

事
故
は
、
１
〜
４
歳
の
死
因
の

１
位
、
５
〜
14
歳
の
非
故
意
的

な
負
傷
が
原
因
の
死
亡
の
２
位

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
市
が

２
０
１
７
年
に
行
っ
た
調
査
で

は
、
全
生
徒
の
４
分
の
１
が
泳

ぎ
方
を
知
ら
ず
、人
種
別
で
は
、

泳
げ
な
い
の
は
白
人
生
徒
の
10

人
中
１
人
、
黒
人
生
徒
で
は
３

人
中
１
人
と
格
差
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。 

　

ま
た
同
法
に
は
、
ラ
イ
フ
ガ

ー
ド
や
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
に
厳

格
な
条
件
を
提
示
し
、
プ
ー
ル

や
ビ
ー
チ
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
強
化
も
含
ま
れ
て
い
る
。
市

営
の
プ
ー
ル
の
増
設
も
検
討
し

て
い
る
と
い
う
。

活
難
に
陥
っ
て
い
る
低
所
得
者

の
利
用
者
が
占
め
て
い
る
。
同

局
は
対
象
バ
ス
路
線
に
、
特
に

不
正
乗
車
が
多
い
路
線
を
選
ん

だ
。
同
計
画
の
対
象
路
線
は
次

の
通
り
。
Ｂ
60
︵
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
︶
、
Ｍ
１
１
６
︵
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
︶、
Ｑ
４
︵
ク
イ
ー
ン
ズ
︶

Ｓ
46
／
96
︵
ス
タ
テ
ン
島
︶、

Ｂ
Ｘ
18
︵
ブ
ロ
ン
ク
ス
︶。
対

象
路
線
の
バ
ス
は
﹁
フ
ェ
ア
・

フ
リ
ー
﹂
と
表
示
さ
れ
、
バ
ス

停
に
は
目
印
と
し
て
緑
と
黒
の

デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
犬
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
レ
ー
ド
工
事
で
中
止

行
為
の
懸
念
に
つ
い
て
質
問
さ

れ
た
市
長
は
、
こ
の
新
技
術
を

破
損
し
よ
う
と
す
る
者
は
修
理

の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
、

損
傷
の
度
合
い
に
よ
っ
て
は
重

罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と

答
え
た
。

　

2
か
月
の
試
用
期
間
終
了
後

に
効
果
を
検
証
し
、
こ
の
ロ
ボ

ッ
ト
を
他
の
地
下
鉄
駅
に
配
置

拡
大
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す

る
。

従
業
員
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
個
人

情
報
聞
き
出
し
違
法
に

　

ジ
ャ
ム
ズ
ネ
ッ
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
で

は
性
教
育
の
第
一
人
者
で
あ
る

岩
室
紳
也
医
師
︵
泌
尿
器
科
・

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進

セ
ン
タ
ー
オ
フ
ィ
ス
い
わ
む
ろ

代
表
︶ 

を
講
師
に
迎
え
て
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
﹁
子
ど
も
の

こ
こ
ろ
と
性
教
育
﹂ 

を
10
月
22

日
︵
日
︶
午
後
７
時
半
か
ら
９

時
ま
で
開
催
す
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
対
象
は
子
ど
も

と
関
わ
る
大
人
全
般
と
し
、
性

教
育
に
関
す
る
大
切
な
情
報
を

子
ど
も
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
れ

ば
よ
い
か
を
共
に
考
え
る
。
参

加
費
無
料
。
申
込
み
は
左
記
リ

ン
ク
か
ら
。

h
ttp

s://jam
sn

et.o
rg

/
archives/6261

ジャムズネット USA

子供の心と性教育
岩室医師がセミナー

試験運用を開始
地下鉄タイムズ・
スクエア駅を巡回

　

中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
来
た

外
来
害
虫
ス
ポ
ッ
テ
ド
・
ラ
ン

タ
ン
・
フ
ラ
イ
が
ウ
エ
ス
ト
チ

ェ
ス
タ
ー
地
区
で
繁
殖
し
て
お

り
、
自
治
体
が
住
民
に
道
路
な

ど
で
見
つ
け
た
ら
靴
な
ど
で
踏

ん
で
殺
す
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
。
南
か
ら
北
上
し
て
き
て
、

Ｎ
Ｙ
に
も
結
構
な
数
が
侵
入
し

て
き
て
、
樹
液
を
吸
い
木
を
枯

ら
し
て
し
ま
う
害
虫
だ
。
羽
に

木々を枯らせる害虫

ランタン・フライ
警戒の張り紙郊外で

２
年
生
に
無
料
水
泳
教
室

市
が
水
難
事
故
防
止
強
化 

黒
の
ド
ッ
ト
が
あ
り
、
羽
を
広

げ
る
と
体
の
オ
レ
ン
ジ
が
際
立

つ
。
南
部
で
は
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

が
だ
め
に
な
っ
た
州
も
あ
る
。

夏
の
終
わ
り
頃
で
も
ラ
イ
ビ
ー

チ
の
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
に
も
結

構
な
数
が
出
没
。
木
に
卵
を
産

み
、
春
に
な
る
と
一
気
に
増
え

る
と
思
わ
れ
る
。
ハ
リ
ソ
ン
駅

に
掲
示
が
張
り
出
さ
れ
警
戒
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
恒
例
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・

イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
、
自
慢
の

衣
装
を
ま
と
っ
た
何
百
匹
も
の

ペ
ッ
ト
犬
た
ち
が
集
う
﹁
ト
ン

プ
キ
ン
ズ
・
ス
ク
エ
ア
・
パ
ー

ク
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・
ド
ッ
グ
・

パ
レ
ー
ド
﹂
の
主
催
者
は
こ
の

ほ
ど
、
今
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
は

中
止
す
る
旨
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
伝
え
た
。 

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
公
園
内

に
１
９
９
０
年
に
開
設
し
た

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
運
営
費
の
調

達
を
目
的
に
始
ま
り
、
毎
年

４
０
０
匹
以
上
の
犬
が
参
加

し
、
２
０
０
０
人
も
の
観
客
が

集
ま
る
米
国
内
最
大
の
犬
の
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

知
ら
れ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

始
ま
っ
た
２
０
２
０
年
に
初
め

て
中
止
と
な
っ
た
が
、
翌
年
21

年
に
再
開
し
た
。
主
催
者
は
中

止
に
関
し
﹁
パ
レ
ー
ド
開
催
の

た
め
に
最
善
を
尽
く
し
た
が
、

進
行
中
の
公
園
内
の
建
設
工
事

の
た
め
や
む
を
得
な
い
﹂
と
説

明
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
９
月
18
日
、
雇
用
主

が
従
業
員
や
就
職
希
望
者
に
対

し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
個
人
的
情
報
を
聞
き
出
す
こ

と
を
禁
ず
る
法
案
を
承
認
し

た
。 

　

同
法
で
は
、
事
業
主
は
従
業

員
や
就
職
希
望
者
に
対
し
、
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
、
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ユ
ー
ザ
ー
名
、
パ

ス
ワ
ー
ド
ほ
か
、
個
人
ア
カ
ウ

ン
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
情
報

提
供
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
同
州
議
会
の
ジ
ェ
シ
カ
・

ラ
モ
ス
上
院
議
員
と
共
に
同
法

案
を
提
出
し
た
同
州
議
会
の
ジ

ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ

下
院
議
員
は
﹁
個
人
が
公
開
し

て
い
る
以
上
の
情
報
を
不
法
な

ハ
ッ
キ
ン
グ
行
為
や
従
業
員
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の
監
視
を
し
て
探

り
出
し
、
雇
用
や
解
雇
な
ど
の

決
定
に
利
用
す
る
事
業
主
が
増

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
個
人
情

報
に
関
わ
る
重
大
な
違
反
行
為

で
あ
り
、
不
当
で
差
別
的
な
雇

用
に
関
す
る
懸
念
を
引
き
起
こ

す
﹂
と
話
し
て
い
る
。

楽しい
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
北
部
に
あ

る
モ
ロ
ー
レ
イ
ク
州
立
公
園
で

９
月
30
日
、
家
族
や
友
人
と
キ

ャ
ン
プ
に
来
て
い
た
９
歳
の
少

女
が
行
方
不
明
と
な
り
、
大
捜

捜
索
の
結
果
、
２
日
後
の
月
曜

日
夜
、
警
察
が
無
事
に
少
女
を

保
護
し
た
と
発
表
し
た
。
州
警

察
は
少
女
と
一
緒
に
い
た
ク
レ

ッ
グ
・
ネ
ル
ソ
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア

︵
47
︶
の
身
柄
を
拘
束
し
、
誘

拐
容
疑
な
ど
で
取
り
調
べ
を
行

な
っ
て
い
る
。
無
事
に
発
見
さ

れ
た
の
は
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
セ

ナ
さ
ん
で
公
園
内
の
周
回
道
路

で
友
達
と
自
転
車
に
乗
っ
て
遊

ん
で
い
て
、
も
う
一
度
一
人
で

一
周
し
よ
う
と
し
て
戻
っ
て
こ

な
か
っ
た
。
最
後
に
目
撃
さ
れ

た
の
は
30
日
の
午
後
６
時
過
ぎ

で
、
15
分
た
っ
て
も
戻
ら
な
か

っ
た
た
め
両
親
は
警
察
に
知
ら

せ
、
Ｎ
Ｙ
州
警
察
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
捜
索
犬
や
航
空
部
隊
も

使
っ
て
捜
索
。
訪
れ
て
い
た

人
々
も
協
力
し
て
付
近
一
帯
を

探
し
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
10
月
１
日
朝
、
Ｎ
Ｙ
州
警

察
は
誘
拐
の
可
能
性
が
あ
る
た

め
ア
ン
バ
ー
・
ア
ラ
ー
ト
を
発

令
し
た
。
警
官
１
０
０
人
以
上

が
動
員
さ
れ
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
や
州
犯

罪
捜
査
官
、
消
防
団
員
ら
も
出

動
し
て
地
元
の
水
路
や
付
近
の

森
な
ど
も
捜
索
し
た
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
。
州
警
察
の
リ
チ

ャ
ー
ド
・
マ
ゾ
ー
ン
副
警
視
補

は
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
さ
ん
の
自
転

車
は
最
後
に
目
撃
さ
れ
て
か
ら

す
ぐ
に
発
見
さ
れ
て
お
り
、
誘

拐
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る

と
述
べ
た
。
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
さ

ん
は
金
髪
と
緑
色
の
目
を
し
た

白
人
の
少
女
で
身
長
は
約
４
フ

ィ
ー
ト
６
イ
ン
チ
。
最
後
に
目

撃
さ
れ
た
時
の
服
装
は
ダ
ー
ク

ブ
ル
ー
の
パ
ン
ツ
に
オ
レ
ン
ジ

の
ポ
ケ
モ
ン
Ｔ
シ
ャ
ツ
。
黒
い

ク
ロ
コ
サ
ン
ダ
ル
を
履
き
、
グ

レ
ー
の
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
て
い
た
。
モ
ロ
ー
レ

イ
ク
州
立
公
園
は
州
都
オ
ル
バ

ニ
ー
の
北
、
90
キ
ロ
に
位
置
す

る
。
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事
が

月
曜
夜
記
者
会
見
し
、
少
女
が

無
事
に
保
護
さ
れ
た
こ
と
を
発

表
し
、﹁
全
米
か
ら
安
否
を
心

配
す
る
電
話
が
殺
到
し
た
。
シ

ャ
ー
ロ
ッ
ト
さ
ん
と
面
会
し
ハ

グ
し
て
あ
げ
た
い
﹂と
語
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
キ
ャ
ン
プ
場
で
不
明
の
９
歳
少
女

２
日
後
に
無
事
発
見
、
両
親
の
元
に

警
察
が
47
歳
男
性
身
柄
拘
束

https://www.fivelightscenter.com/
https://nyaikikai.com/
http://kkobo.com/
https://www.takesushinyc.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://jamsnet.org/archives/6261
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旅
行
代
理
店
ア
ム
ネ
ッ
ト
を

中
核
と
す
る
企
業
集
団
、
Ａ

Ｇ
︵
ア
ム
ネ
ッ
ト
・
グ
ル
ー

プ
、
中
川
富
士
夫
社
長
︶
は
９

月
29
、
30
の
両
日
、
日
本
ク
ラ

ブ
で
社
員
旅
行
を
兼
ね
た
研
修

会
を
実
施
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
ボ
ス
ト
ン
、
シ
カ
ゴ
、
デ

ト
ロ
イ
ト
、
マ
イ
ア
ミ
、
ダ
ラ

ス
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
、
コ
ス
タ
メ
サ
、
ハ

ワ
イ
、
東
京
、
大
阪
の
全
米
11

拠
点
、
日
本
２
拠
点
か
ら
総
勢

60
人
の
社
員
が
参
加
し
た
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
乗
り
越
え

４
年
ぶ
り
の
研
修
会
と
な
っ
た

今
回
は
、第
二
創
業
と
銘
打
ち
、

創
業
か
ら
36
年
経
っ
た
Ａ
グ
ル

ー
プ
の
次
の
36
年
を
ど
う
や
っ

て
進
化
し
て
生
き
残
る
か
を
話

し
合
っ
た
。
現
在
同
グ
ル
ー
プ

は
、
１
９
８
８
年
に
中
川
社
長

が
創
業
し
た
ア
ム
ネ
ッ
ト
の
傘

下
に
人
材
派
遣
の
ア
ク
タ
ス
、

イ
ベ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
のA

dentope dba JPP 

、

A
rtis

、
メ
デ
ィ
ア
・
エ
ン
タ

テ
ー
メ
ン
ト
のA

V
A

. U
.S.A

な
ど
計
６
社
の
企
業
集
団
に
成

長
し
て
い
る
。
講
師
に
ジ
ャ
ネ

ッ
ト
代
表
の
榮
枝
洋
文
さ
ん
を

招
き
講
演
を
聴
講
し
た
。
両
日

共
に
昼
の
研
修
後
は
、
ホ
テ
ル

の
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
バ
ー
や
ク
ル

ー
ズ
船
を
貸
し
切
り
親
睦
を
深

め
た
。

　

中
川
社
長
は
﹁
こ
の
よ
う
な

研
修
旅
行
が
で
き
る
の
も
本
当

に
お
客
様
あ
っ
て
の
こ
と
。
各

社
の
強
み
を
磨
き
、
お
互
い
に

補
完
で
き
る
領
域
を
見
出
し
、

Ａ
Ｇ
と
し
て
複
合
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
を
売
り
に
し
て
い
く
こ
と
で

チ
ー
ム
と
し
て
戦
い
、
Ａ
Ｇ
全

体
で
成
長
す
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｇ

の
社
員
一
人
一
人
を
豊
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い

る
﹂
と
話
す
。

ア
ム
ネ
ッ
ト
の
Ａ
Ｇ

Ｎ
Ｙ
で
社
員
研
修
し
60
人
参
加

　

日
本
航
空
は
9
月
20
日
に

A
PE

X
(

北
米
を
拠
点
に
す
る

世
界
最
大
の
エ
ア
ラ
イ
ン
業
界

団
体
の
一
つ
で
、
世
界
の
航
空

会
社
、
空
港
、
エ
ア
ラ
イ
ン
関

連
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
が
参
加

す
る
非
営
利
団
体)

が
主
催
し

た
２
０
２
３A

PE
X

 E
X

PO

に
て
、
3
年
連
続
で
本
邦
航
空

会
社
と
し
て
唯
一
﹁W

O
R

LD
 

C
LA

SS

﹂
に
認
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
安
全
・
安
心
と
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
へ
の
取
り
組

み
が
最
も
優
れ
て
い
る
エ
ア

ラ
イ
ン
と
し
て
、﹁B

est-in-
C

lass in Safety and W
ell-

B
eing

﹂
も
同
時
に
受
賞
し
た
。

 
A

P
E

X

﹁W
O

R
L

D
 

C
LA

SS

﹂
は
、
社
会
の
価
値

観
が
変
化
す
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

時
代
に
お
け
る
エ
ア
ラ
イ
ン
の

評
価
指
標
と
し
て
２
０
２
１
年

に
新
設
さ
れ
た
賞
で
、
専
門
家

に
よ
る
搭
乗
監
査
と
利
用
客
の

評
価
を
も
と
に
、
世
界
最
高
水

準
の
エ
ア
ラ
イ
ン
を
認
定
す
る

も
の
。﹁
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
﹂、

﹁
安
全
・
安
心
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
﹂、﹁
サ
ー
ビ
ス
品
質
﹂

の
3
つ
の
評
価
軸
に
よ
り
審
査

さ
れ
、
航
空
利
用
体
験
が
単
な

る
移
動
で
は
な
く
、
安
全
・
安

心
、
健
康
か
つ
持
続
可
能
で
、

価
値
あ
る
も
の
と
な
る
か
が
大

き
な
評
価
ポ
イ
ン
ト
。

　

日
本
航
空
の
﹁W

O
R

LD
 

C
LA

SS

﹂
受
賞
は
今
回
で
3

年
連
続
と
な
り
、
高
い
サ
ー
ビ

ス
品
質
に
加
え
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
や
、
安
全
・
安
心
へ
の
継
続

し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た

も
の
だ
。

APEX「WORLD CLASS」

日本航空 3 年連続受賞

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
と
邦
人
医
療
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︵
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
︶
が
共
催
す
る
第
17
回
秋

の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
︵
後
援
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
︶

で
、
日
本
で
人
気
の
有
名
講
師

陣
がY
ouT

ube

で
講
演
配
信

す
る
恒
例
の
﹁
ラ
イ
オ
ン
ズ
大

学
・
大
人
の
教
養
講
座
シ
リ
ー

ズ
﹂
第
７
弾
が
９
月
21
日
か
ら

10
月
１
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

講
師
陣
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ
ン

ド
社
︵
本
社
大
阪
市
、
河
本
扶

美
子
社
長
︶
が
運
営
す
る
マ
イ

ベ
ス
ト
プ
ロ
登
録
の
専
門
家
３

人
。
企
画
は
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
。
初
回
は
一
般
社

団
法
人
日
本
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ

ポ
ー
ト
協
会
代
表
理
事
の
山
口

里
美
さ
ん
が
﹁
家
と
家
の
名
義

の
片
づ
け
〜
相
続
登
記
の
義
務

化
迫
る
！
〜
﹂
を
解
説
し
た
。

　

年
齢
と
共
に
家
の
中
の
モ
ノ

が
増
え
て
い
く
が
、
体
力
が
衰

え
な
い
50
代
く
ら
い
か
ら
整
理

が
望
ま
し
い
。
日
本
人
の
平
均

寿
命
は
男
性
が
81
歳
、
女
性
が

87
歳
だ
が
、
健
康
で
い
ら
れ
る

の
が
男
性
72
歳
、
女
性
75
歳
と

開
き
が
あ
る
。
家
の
中
で
の
転

倒
で
認
知
症
が
進
む
ケ
ー
ス
が

あ
る
の
で
、
履
物
を
片
付
け
る

な
ど
家
の
中
の
危
険
度
を
下
げ

る
こ
と
を
奨
励
し
た
。家
の
中
、

家
そ
の
も
の
の
片
付
け
も
大
変

だ
が
、
家
の
名
義
を
片
付
け
る

こ
と
が
今
後
大
き
な
課
題
と
な

る
。

　

と
い
う
の
も
来
年
２
０
２
４

年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の

義
務
化
が
ス
タ
ー
ト
す
る
か
ら

だ
。
現
在
住
ん
で
い
る
家
の
名

義
が
古
い
ま
ま
だ
と
、
直
ち
に

売
却
で
き
な
い
、
土
地
に
建
物

を
建
築
す
る
際
に
支
障
が
出

る
、
不
法
投
棄
の
原
因
と
な
る

な
ど
土
地
の
有
効
活
用
の
妨

げ
、
経
済
的
な
損
失
の
発
生
と

な
る
。

▼
相
続
登
記
義
務
化
の
ポ
イ
ン
ト

︻
過
料
の
設
定
︼
相
続
に
よ
る

不
動
産
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら

３
年
以
内
に
相
続
登
記
を
し
な

い
と
10
万
円
以
下
の
過
料
の
対

象
と
な
る
。
不
動
産
所
有
者
の

氏
名
、
名
称
、
住
所
変
更
が
あ

っ
た
時
は
、
そ
の
変
更
か
ら
２

年
以
内
に
変
更
の
登
記
申
請
を

し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
し
な
い

場
合
は
５
万
円
以
下
の
過
料
の

対
象
と
な
る
。
２
０
２
６
年
４

月
ま
で
に
施
行
さ
れ
る
が
、
お

そ
ら
く
来
年
４
月
か
ら
実
施
の

可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
制
度
の

救
済
措
置
と
し
て
、
相
続
人
申

告
登
記
制
度
の
創
設
と
免
許
税

の
減
額
が
あ
る
。

︻
国
に
土
地
を
返
す
国
庫
帰
属

制
度
︼
不
要
な
土
地
は
国
に
返

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。﹁
相
続
登
記
は
早
め
に
行

わ
な
い
と
ど
ん
ど
ん
大
変
に
な

る
の
で
、
住
ま
い
の
終
活
記
録

と
し
て
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
活
用
を
す
る
な
ど
、
気
づ

い
た
時
が
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
﹂

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

動
画
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
、
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jaany.org 

ま
で
。

家と家の名義の片づけ
日本で相続登記義務化迫る

ヘルスフェア山口さん解説

https://www.takenakapartners.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
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ア
メ
リ
カ
の
Ｈ
Ｒ
の
歴
史
と
変
遷

クイック USA

148
　

今
年
２
０
２
３
年
は
企
業

で
働
く
人
事
担
当
者
の
関
係

者
団
体
と
し
て
世
界
最
大
の

組
織
で
あ
り
ま
す
、
Ｓ
Ｈ
Ｒ

Ｍ
︵Society

 of H
u

m
an 

R
esource M

anagem
ent; 

人
事
管
理
者
協
会
︶
の
設
立

75
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。
75
年
前
、
つ
ま

り
１
９
４
８
年
に
こ
の
団
体

は
、
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
ブ

ラ
ン
ド
の
ホ
テ
ル
で
そ
の

産

声

を

上

げ

ま

し

た
。

で

す

が
、

そ

の

当

時

の

名

称

は

Ａ

Ｓ

Ｐ

Ａ
︵A

m
erican 

S
ociety

 of P
erson

n
el 

A
dm

inistration

︶

と

い

う

も
の
で
し
た
。
そ
う
、
当
時
の

人
事
部
に
該
当
す
る
名
称
は
、

Personnel A
dm

inistration 

あ

る

い

は Personnel 
D

epartm
ent 

と
呼
ば
れ
て
い

て
、
そ
の
部
門
で
働
く
管
理
職

は
、Personnel M

anager 

が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｈ
Ｒ

︵H
um

an R
esources

︶
と
い

う
言
葉
は
ま
だ
こ
の
世
に
生
ま

れ
て
も
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

 　

こ
の
年
︵
１
９
４
８
年
︶

に
生
ま
れ
たA

SPA

は
当
初

92
名
か
ら
の
会
員
で
発
足
し
、

そ
の
う
ち
女
性
会
員
は
た
っ
た

の
6
名
、
年
会
費
は
25
ド
ル

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
75
年
前

の
会
費
25
ド
ル
は
結
構
高
額

で
は
な
か
っ
た
か
と
察
し
ま

す
。︵
２
０
２
３
年
の
会
費
は

そ
の
10
倍
に
も
達
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
。︶
最
初
の
年
次
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
は
翌
年
１
９
４
９

年
に
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
で
開
か

れ
、
67
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
９
５
０
年
か
ら
は
会
員
誌
で

あ
る”

Personnel N
ew

s”
の
発
行
が
開
始
さ
れ
、
現
在

は”
H

R
 M

agazine”

の
名

前
で
引
き
継
が
れ
、
四
半
期
ご

と
に
発
行
さ
れ
続
け
て
い
ま

す
。
現
在
の
会
員
数
は
公
表
約

32
万
人
超
と
い
う
こ
と
で
、
き

わ
め
て
巨
大
な
団
体
に
ま
で
発

展
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

さ
て
当
初
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
で
あ
っ

た
団
体
の
名
称
が
現
在
の
Ｓ

Ｈ
Ｒ
Ｍ
に
変
更
と
な
っ
た
の

は
、
１
９
８
９
年
に
な
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
し
た
。
１
９
４
８

年
にA

SPA

が
生
ま
れ
た
頃

は
、H

R

と
い
う
言
葉
も
ま
だ

存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
で
はH

R

と
い
う
言
葉
は
い
つ
ご
ろ
か
ら

出
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ど

う
も
こ
のH

R

を
最
初
に
使

っ
た
の
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

発
明
し
た
男
で
あ
り
、
知
の
巨

人
と
い
わ
れ
る
、
経
営
学
者
の

ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
で
、

彼

の

著

書
﹁T

he Practice 
of M

anagem
ent

︵1954

︶﹂

︵
邦
題
﹁
現
代
の
経
営
﹂︶
の
中

で
初
め
て
引
用
さ
れ
た
造
語
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
生
前
か
ら

常
に
時
代
の
最
先
端
を
行
く
碩

学
︵
せ
き
が
く
︶
で
あ
り
、
彼

の
著
書
は
数
十
年
前
に
発
行
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
現
代
社

会
を
正
確
に
予
言
し
て
い
る
よ

う
な
新
鮮
き
わ
ま
り
な
い
概
念

を
作
り
出
し
、
将
来
世
界
中
で

起
こ
り
う
る
社
会
現
象
を
見
事

に
言
い
当
て
て
く
れ
て
い
ま

す
。︵
つ
づ
く
︶

酒
井 
謙
吉

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

結
核
の
世
界
対
策

日
本
経
済
新
聞
社
が
シ
ン
ポ

　

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
は
森
村
国
際
会
計
事
務
所
と

の
共
催
に
よ
り
﹁
海
外
所
得
、

国
際
相
続
、
贈
与
の
税
務
﹂
に

関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
10
月
30
日
︵
月
︶
午
後
９
時

半
︵
日
本
時
間
は
31
日
︵
火
︶

午
前
10
時
半
︶
に
開
催
す
る
。

 

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

121

　

ア
メ
リ
カ
へ
の
Ｌ
Ｌ
Ｃ
で
の

進
出
に
つ
い
て
、
﹁
譲
謙
︵
ゆ

ず
け
ん
︶
さ
ん
、
わ
し
の
友
達

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
進
出
し
て

く
る
と
い
っ
て
い
る
の
じ
ゃ

が
、
Ｌ
Ｌ
Ｃ
を
デ
ラ
ウ
エ
ア
に

作
る
と
言
っ
て
お
る
。
何
か
ア

ド
バ
イ
ス
は
な
い
か
？
﹂
会
社

経
営
者
の
鬣
︵
た
て
が
み
︶
が

お
も
む
ろ
に
会
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
譲
矢
謙
吉
︵
ゆ
ず
り
や

け
ん
き
ち
、
通
称
：
譲
謙
ゆ
ず

け
ん
︶
に
聞
い
た
。
﹁
そ
う
で

す
ね
。
日
本
か
ら
の
進
出
で
す

か
？
﹂
﹁
そ
う
じ
ゃ
。
﹂
﹁
日
本

か
ら
の
進
出
で
あ
れ
ば
、
ま
ず

は
株
式
会
社
で
進
出
し
た
ほ
う

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
﹂
﹁
な
ぜ

じ
ゃ
？
前
に
ア
メ
リ
カ
の
会
社

設
立
は
ほ
と
ん
ど
がLLC

と

言
っ
て
い
な
か
っ
た
か
？
﹂﹁
そ

う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
外

国
か
ら
の
直
接
投
資
の
ケ
ー
ス

は
少
々
状
況
が
異
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
Ｌ
Ｌ
Ｃ
と
は
ど
の
よ
う

な
組
織
な
の
か
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
Ｌ
Ｌ
Ｃ
と
は

ど
の
よ
う
な
組
織
だ
と
思
い
ま

す
か
？
﹂﹁
確
か
、
リ
ミ
テ
ッ

ド
・
ラ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
・
カ

ン
パ
ニ
ー
と
か
言
っ
た
よ
な
﹂

﹁
そ
の
通
り
で
す
。
名
前
の
通

り
、
有
限
責
任
で
、
メ
ン
バ
ー

は
メ
ン
バ
ー
間
で
の
契
約
書
で

特
に
無
限
責
任
を
負
わ
な
い
限

り
、
有
限
責
任
し
か
負
い
ま
せ

ん
﹂
﹁
そ
れ
は
、
メ
ン
バ
ー
に

と
っ
て
好
都
合
じ
ゃ
な
﹂﹁
そ

う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
取

引
を
す
る
相
手
に
と
っ
て
は
、

不
安
な
面
も
あ
り
ま
す
﹂﹁
ど

う
し
て
じ
ゃ
？
﹂﹁
有
限
責
任

で
あ
る
場
合
、
取
引
を
す
る
と

き
に
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と

き
に
最
終
的
な
担
保
と
な
る
の

が
、
資
本
金
で
す
が
、
資
本
金

と
い
う
も
の
も
Ｌ
Ｌ
Ｃ
に
は
な

い
か
ら
で
す
﹂﹁
そ
う
か
？
そ

れ
じ
ゃ
、
相
手
は
何
を
見
て
最

終
的
に
信
用
が
で
き
る
か
ど

う
か
を
み
る
の
じ
ゃ
？
﹂﹁
メ

ン
バ
ー
個
人
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
﹂﹁
メ
ン
バ
ー
が

信
用
で
き
る
か
ど
う
か
か
？
﹂

ア
メ
リ
カ
へ
の
Ｌ
Ｌ
Ｃ
進
出

﹁
そ
の
通
り
で
す
﹂﹁
ど
ん
な
時

に
株
式
会
社
と
の
差
が
出
て

く
る
ん
じ
ゃ
？
﹂﹁
そ
う
で
す

ね
。
具
体
的
に
い
う
と
銀
行
口

座
を
開
く
時
で
し
ょ
う
か
。
株

式
会
社
で
は
、President

か

Secretary 

かT
reasurer

で
あ
れ
ば
、
サ
イ
ナ
ー
と
し
て

銀
行
は
口
座
を
開
い
て
く
れ
ま

す
が
、
Ｌ
Ｌ
Ｃ
で
は
役
職
は
関

係
な
く
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
銀

行
に
行
か
な
け
れ
ば
、
口
座
を

開
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。
株
式
会

社
で
は
株
主
全
員
が
銀
行
に
行

く
こ
と
な
ど
は
全
く
必
要
あ
り

ま
せ
ん
﹂﹁
ほ
う
、
厳
し
い
の

う
﹂
﹁
も
し
も
、
メ
ン
バ
ー
が

会
社
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
メ

ン
バ
ー
会
社
の
株
主
構
成
や
株

主
の
詳
細
の
提
出
も
要
求
さ
れ

ま
す
﹂﹁
Ｌ
Ｌ
Ｃ
で
会
社
を
作

る
の
は
、
か
な
り
面
倒
そ
う
じ

ゃ
の
う
﹂﹁
そ
う
で
す
。さ
ら
に
、

税
務
上
も
面
倒
で
す
。
Ｌ
Ｌ
Ｃ

の
メ
ン
バ
ー
は
米
国
内
で
商
売

を
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
の

で
、
メ
ン
バ
ー
は
、
個
人
で
あ

ろ
う
と
会
社
で
あ
ろ
う
と
、
た

と
え
、
日
本
に
い
て
も
米
国
へ

の
申
告
が
必
要
で
す
﹂﹁
日
本

の
会
社
が
わ
ざ
わ
ざ
米
国
へ
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
？
そ
れ
は
や
っ
か
い
じ
ゃ
の

う
﹂﹁
そ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ

で
設
立
し
た
Ｌ
Ｌ
Ｃ
の
申
告
に

加
え
て
、
そ
の
会
社
に
投
資
し

た
日
本
の
会
社
自
身
も
申
告
の

義
務
を
負
う
の
で
す
﹂﹁
株
式

会
社
で
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に

投
資
し
た
日
本
の
会
社
自
身
の

申
告
義
務
は
生
じ
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
Ｌ
Ｌ
Ｃ
が
申
告
時
に
会

社
選
択
を
す
れ
ば
、
日
本
の
申

告
の
義
務
は
な
く
な
り
ま
す
﹂

﹁
そ
う
か
、
そ
れ
じ
ゃ
、
友
人

に
は
株
式
会
社
で
ア
メ
リ
カ
に

は
進
出
す
る
よ
う
に
言
っ
て
お

こ
う
。
あ
り
が
と
な
﹂﹁
ど
う

い
た
し
ま
し
て
﹂

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

：

齊
藤
幸
喜

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
日
米
税
務
会

計
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
日
本
で

の
海
外
所
得
、
国
際
相
続
、
贈

与
の
税
務
を
解
説
す
る
。
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
米
国
公
認
会

計
士
の
齊
藤
美
智
子
氏
。

　

参
加
費
無
料
。
開
始
時
刻
の

15
分
前
ま
で
に
下
記
情
報
を
記

入
の
う
え
E
メ
ー
ル
で
申
し
込

む
。
①
氏
名
②
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
③
会
社
名
④
住
所
⑤
部
署
、

役
職
⑥
参
加
希
望
人
数
︵
複
数

で
参
加
す
る
場
合
の
み
︶
参
加

申
し
込
み
受
領
後
に
セ
ミ
ナ
ー

の
リ
ン
ク
が
送
付
さ
れ
る
。

　

参

加

申

し

込

み

は

m
nakano@

saitollp.com
 

問

い

合

わ

せ(
２

１

２)

５
９
９-

４
６
０
０
中
野
正
典

さ
ん
ま
で
。

齋
藤
会
計
事
務
所
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
10
月
30
日
に
開
催

　

日
本
経
済
新
聞
社
は
９
月
22

日
夕
、
日
本
ク
ラ
ブ
で
﹁
進
行

中
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
︵
結
核
︶

対
策
と
将
来
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
へ
の
備
え-

シ
ナ
ジ
ー
を
生

む
に
は
﹂
と
題
し
、
日
経
・
Ｆ

Ｔ
感
染
症
会
議
・
国
連
ハ
イ
レ

ベ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
サ
イ
ド

イ
ベ
ン
ト
２
０
２
３
を
開
催
し

た
。
共
催
は 

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ

ル
ス
技
術
振
興
基
金
、外
務
省
、

ス
ト
ッ
プ
・
Ｔ
Ｂ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
。

　

同
会
議
は
﹁
次
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
は
起
こ
る
の
か
？
﹂
で
は

な
く
、﹁
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
い
つ
起
こ
る
の
か
？
﹂
と
も

い
わ
れ
る
中
で
、
世
界
で
は
現

在
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

へ
の
予
防
・
備
え
・
対
応
が
議

論
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
に
必

要
な
診
断
・
治
療
・
ワ
ク
チ
ン

の
研
究
開
発
の
加
速
化
や
そ
の

公
平
で
迅
速
な
ア
ク
セ
ス
・
提

供
の
実
現
に
焦
点
を
当
て
、
世

界
で
ど
の
よ
う
な
連
携
や
シ
ナ

ジ
ー
を
作
っ
て
い
く
べ
き
か
に

つ
い
て
検
討
し
た
。

　

冒
頭
、
国
連
代
表
部
志
野
光

子
大
使
が
挨
拶
し
た
。
登
壇
者

は
モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
國
井
修
グ

ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
技
術
振
興
基

金
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
討
議
者
に
尾
身
茂

結
核
予
防
会
理
事
長
、
加
藤

誠
也
結
核
研
究
所
所
長
、 

ル
シ

ア
・
デ
ィ
チ
ウ
・
ス
ト
ッ
プ
・

Ｔ
Ｂ
シ
ッ
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
日
下
英

司
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
国
際

保
健
福
祉
交
渉
官
ほ
か
。

　
　
　

 

︵
写
真
・
植
山
慎
太
郎
︶

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版
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新
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
界
隈
40

 

文
・
ト
シ
・
カ
プ
チ
ー
ノ

　

イ
メ
ル
ダ
夫
人
と
い
え
ば
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
元
フ
ァ
ー
ス
ト

レ
デ
ィ
ー
。
何
し
ろ
、
マ
ル
コ

ス
独
裁
政
権
が
１
９
８
６
年
に

崩
壊
し
て
、
マ
ル
コ
ス
夫
妻
が

ワ
イ
ハ
ー
に
亡
命
し
た
後
の
夫

妻
の
宮
殿
の
内
部
が
暴
か
れ

て
、
イ
メ
ル
ダ
夫
人
の
倉
庫
み

た
い
な
広
大
な
﹁
靴
の
間
﹂
に

一
生
か
か
っ
て
も
履
き
切
れ
な

い
ほ
ど
の
ハ
イ
ヒ
ー
ル
が
並
ん

で
い
る
映
像
に
は
世
界
中
が
ア

ッ
と
驚
か
せ
た
！
そ
う
言
っ
た

破
格
の
奢
侈
に
身
を
や
つ
す
上

流
夫
人
に
我
ら
庶
民
は
や
っ
か

み
と
羨
望
を
持
っ
て
魅
惑
さ
れ

て
し
ま
う
の
は
世
の
常
。
そ
ん

な
ド
派
手
な
イ
メ
ル
ダ
夫
人
物

語
に
目
を
つ
け
た
の
は
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
。  

夫
人
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
伝
説
の
デ
ィ
ス
コ
、

ス
タ
ジ
オ
54
の
常
連
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
イ
メ
ル
ダ
の
生
き
様
と
70

年
代
デ
ィ
ス
コ
を
合
体
さ
せ
て

制
作
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が

﹁H
E

R
E

 LIE
S LO

V
E

﹂
だ
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貧
し
い
農
村

で
育
ち
な
が
ら
も
ミ
ス
コ
ン
で

優
勝
す
る
ほ
ど
の
美
貌
を
持
っ

て
い
た
イ
メ
ル
ダ
。
の
ち
の
大

統
領
で
あ
る
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン

ド
は
マ
ニ
ラ
で
出
会
っ
た
彼
女

に
一
目
惚
れ
。
執
拗
に
迫
り
、

根
負
け
し
た
イ
メ
ル
ダ
は
出
会

い
か
ら
わ
ず
か
11
日
間
で
結
婚

す
る
が
・
・
・
。

　

驚
異
的
だ
っ
た
の
は
劇
場
！

通
常
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
な

ら
、
ま
ー
舞
台
が
あ
っ
て
、
役

者
た
ち
は
そ
こ
に
居
り
、
セ
リ

フ
喋
っ
て
、
歌
っ
た
り
踊
っ
た

り
、
お
客
様
は
客
席
に
座
り
物

語
を
追
っ
て
い
く
ー
て
な
段
取

り
で
シ
ョ
ー
は
進
ん
で
い
く

わ

け

だ

が
、
﹁H

E
R

E
 LIE

S 
LO

V
E

﹂
は
、
そ
の
辺
を
全
部

取
っ
払
っ
ち
ゃ
っ
た
﹁
究
極
の

新
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
参
加
型
﹂
。

演
出
は
既
成
概
念
を
壊
す
発
想

豊
か
な
斬
新
な
切
り
口
が
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
イ
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
ア
レ
ッ
ク
ス
・
テ
ィ
ン
バ

ー
ズ
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
劇
場

を
本
作
だ
け
の
た
め
に
大
改
造

さ
せ
、
約
１
８
０
０
席
近
く
あ

っ
た
客
席
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
席

を
す
べ
て
取
り
外
し
、
３
０
０

席
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ル
ー

ム
を
作
り
あ
げ
、
頭
上
に
直
径

１
メ
ー
ト
ル
の
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル

か
ら
お
立
ち
台
に
大
型
モ
ニ
タ

ー
ま
で
。
さ
ら
に
半
端
な
い
量

の
音
響
と
照
明
機
材
も
持
ち
込

ま
れ
た
様
子
は
、
ま
る
で
ク
ラ

ブ
そ
の
も
の
。
観
劇
後
、
オ
フ

か
ら
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
上
演
に

漕
ぎ
着
け
る
ま
で
１
０
年
も
の

歳
月
が
か
か
っ
た
謎
が
解
け
た

気
が
す
る
。
こ
の
シ
ョ
ー
の
本

当
の
主
役
は
劇
場
そ
の
も
の
を

驚
く
べ
き
建
築
的
変
貌
を
さ
せ

た
舞
台
装
置
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
コ
リ
ン
ズ
と
言

え
る
。 

　

原
案
、
作
詞
、
作
曲
を
手
掛

け
た
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
ー
ン
は 

音
楽
界
を
一
世
風
靡
し
た
元
ト

ー
キ
ン
グ
・
ヘ
ッ
ヅ
の
メ
ン
バ

ー
。
フ
ァ
ン
キ
ー
な
ポ
ッ
プ
ス
、

デ
ィ
ス
コ
、
バ
ラ
ー
ド
な
ど
色

彩
豊
か
で 

特
に
﹁H

ere Lies 
Love

﹂
は
耳
に
残
る
名
曲
な

の
さ
ー
！   

　

一
心
不
乱
に
役
へ
の
思
い
の

丈
を
に
伝
え
よ
う
と
す
る
熱

い
キ
ャ
ス
ト
は
全
ア
ジ
ア
人
。

９
０
年
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
﹁
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
﹂

は 

ア
ジ
ア
人
の
主
役
に
白
人

を
抜
擢
し
た
と
い
う
事
で
当
時

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
議
論
が
紛
糾

し
た
こ
と
を
思
え

ば
遠
く
へ
き
た
も

ん
だ
ー
ぁ
♪  

時

代
が
確
実
に
変
化

し
キ
ャ
ス
ト
の
若

さ
と
動
物
的
し
な

や
か
さ
の
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
最

高
。
ま
さ
に
、
ア

ジ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
・

ワ
イ
ル
ド
だ
ぜ
ぇ

ー
！
彼
ら
に
チ
ッ

プ
あ
げ
な
く
て
い

い
の
？
な
ん
て
脳

裏
を
よ
ぎ
っ
た
ほ

ど
な
の
さ
！
肌
の

色
が
違
う
と
い
う

だ
け
で 
嫌
な
思

い
を
す
る
こ
と
も

度
々
あ
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
だ
が
、
観
劇
後
、
ニ
ッ

ポ
ン
人
︵
ア
ジ
ア
人
︶
で
あ
る

自
分
が
ス
ゴ
ー
く
誇
ら
し
か
っ

た
。

　

最
後
に
観
劇
す
る
方
へ
。
チ

ケ
ッ
ト
は
少
々
割
高
で
も
ダ
ン

ス
フ
ロ
ア
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

席
を
選
ぶ
べ
き
！
通
常
の
客
席

だ
と
取
り
残
さ
れ
た
感
が
半
端

な
く
満
足
度
は
か
な
り
下
が
っ

ち
ゃ
う
！
そ
う
そ
う
、
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
席
で
ご
覧
に
な
る
方

は
軽
装
、
ス
ニ
ー
カ
ー
で
行
く

の
が
ベ
ス
ト
。
十
二
単
は
避
け

る
べ
き
よ
！

　

ト
シ
・
カ
プ
チ
ー
ノ
：
キ
ャ

バ
レ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
演
劇

評
論
家
、studio82

°F

所

属
タ
レ
ン
ト
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

﹁
新
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
界
隈
﹂

連
載
中
。
Ｔ
Ｖ
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
﹁
サ

ラ
メ
シ
﹂
Ｎ
Ｙ
特
派
員
、T

B
S

﹁
世
界
の
日
本
人
妻
は
見
た
﹂、

日
本
テ
レ
ビ﹁
ス
ッ
キ
リ
！
！
﹂

﹁ZIP

！
﹂﹁
ス
タ
ー
誕
生
﹂

イ
メ
ル
ダ
夫
人
礼
賛

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本

人
会
が
10
月
15
日
︵
日
︶
午

前
11
時
か
ら
午
後
４
時
半
ま

で
﹁

秋

祭

り
・Japanese 

In
te

rn
a

tio
n

a
l F

o
o

d 
Festival in N

ew
 Jersey

﹂

を
開
催
す
る
。
会
場
は
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
最
大
の
公
園
の
ひ

と

つ
、O

verpeck C
ounty 

Park

内
の
、
野
外
劇
場
が
あ

る
大
き
な
ピ
ク
ニ
ッ
ク
エ
リ
ア

︵A
m

phitheater A
rea

︶
。

こ
の
公
園
は
レ
オ
ニ
ア
と
リ
ッ

ジ
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ー
ク
に
ま
た

が
る
緑
豊
か
な
公
園
で
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
か
ら
バ
ス
で
30
分

弱
、
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
ブ

リ
ッ
ジ
か
ら
は
数
分
の
立
地
で

広
い
駐
車
場
が
あ
り
、
ア
ク
セ

ス
し
や
す
い
。

　

会
場
に
は
ラ
ー
メ
ン
、
焼
き

鳥
、
お
好
み
焼
き
、
唐
揚
げ
、

焼
き
そ
ば
な
ど
日
本
の
お
祭
り

に
欠
か
せ
な
い
屋
台
の
ほ
か
、

韓
国
焼
肉
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
バ
ブ
ル
テ
ィ
、
ク

レ
ー
プ
の
店
も
出
店
す
る
。
水

ヨ
ー
ヨ
ー
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
、
コ
ス
プ
レ
シ
ョ
ー
も

計
画
中
。当
日
は
日
本
の
民
謡
、

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
、
お
祭
り
の
曲

を
リ
ノ
ア
イ
セ 

バ
ン
ド
が
演

奏
す
る
。
入
場
無
料
。

http://jaanj.org/

　

水
彩
画
家
の
大
日
方
真
︵
お

び
な
た
ま
こ
と
︶
氏
が
10
月
22

日
︵
日
︶
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
立
大
学
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
校

の
コ
ー
エ
ン
記
念
資
料
室
ギ
ャ

ラ
リ
ー
︵
コ
ン
ベ
ン
ト
ア
ベ
ニ

ュ
ー
１
６
０
番
地
︶
で
個
展
を

開
催
し
て
い
る
。

　

長
野
県
生
ま
れ
の
大
日
方
氏

は
幼
少
の
頃
か
ら
画
才
を
発
揮

し
、
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入

賞
。
東
京
大
学
卒
業
後
は
日

本
I
B
M
に
勤
務
。
し
ば
ら

く
絵
筆
は
封
印
し
て
い
た
が
、

1
9
8
1
年
に
中
国
旅
行
で
訪

れ
た
﹁
万
里
の
長
城
﹂
に
感
激

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
秋
祭
り

10
月
15
日
に
開
催
へ

水彩画家

大日方真NY展

し
て
描
い
た
絵
が
東
京
都
の
公

募
展
で
入
賞
。
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
画
業
復
活
し
た
。
最
近
で

は
、
東
京
や
長
野
は
も
と
よ
り

パ
リ
や
イ
タ
リ
ア
で
も
精
力
的

に
作
品
を
発
表
し
て
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。
大
日
氏
の
水

彩
画
は
ぼ
か
し
や
滲
み
を
巧
み

に
活
か
し
た
透
明
感
の
あ
る
タ

ッ
チ
を
特
徴
と
し
、
一
瞬
の
き

ら
め
く
陽
光
を
生
け
捕
る
手
法

は
19
世
紀
印
象
派
の
表
現
を
彷

彿
と
さ
せ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
は
初
の
個
展
と
な
る
今
回

は
、
春
夏
秋
冬
の
風
景
画
14
点

を
展
示
。
開
廊
時
間
は
月
〜
金

の
午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
電
話
２
１
２
・
６
５
０
-

７
０
０
０
。　
　

︵
中
村
英
雄
︶

Ｎ
Ｙ
市
立
大
学
で

tel:2122136069
https://www.hondag.com
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://japanvillage.com/
https://aantcinc.com/
https://newyork-apartment-realestate.com/
http://ariyoshiny.com
http://hinomaru-limo.com
http://jaanj.org/
http://jaanj.org/
http://jaanj.org/
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 ローカル
  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

Kent Falls State 

Park 
462 Kent Cornwall Rd, 

Kent, CT 06757
https://portal.ct.gov/DEEP/

State-Parks/Parks/Kent-Falls-
State-Park

秋
の
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
、

滝
見
遠
足
に
行
こ
う

　

暑
い
暑
い
と
文
句
を
言
っ
て

い
た
夏
が
ダ
ッ
シ
ュ
で
走
り
去

り
、
１
年
で
最
も
美
し
い
秋
が

や
っ
て
来
た
。
う
か
う
か
し
て

い
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
紅
葉

が
終
わ
り
雪
が
降
り
始
め
て
し

ま
い
、
何
も
楽
し
ま
な
い
う
ち

に
秋
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
…

と
後
悔
し
な
い
よ
う
に
、
天
気

の
良
い
日
は
迷
わ
ず
遠
足
に
行

こ
う
。
今
号
で
は
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
秋
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
、

ケ
ン
ト
の
滝
を
ご
紹
介
。

　

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
か
ら

週
末
15
ド
ル
、
平
日
10
ド
ル
。

11
月
１
日
以
降
４
月
末
ま
で
は

無
料
と
な
る
。

　

一
番
下
の
滝
壺
ま
で
の
ト
レ

イ
ル
は
ほ
ぼ
平
坦
な
舗
装
路
な

の
で
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
車
椅
子

で
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
。
こ

こ
か
ら
ト
レ
イ
ル
は
階
段
に
な

る
が
、
最
上
部
ま
で
滝
壺
ご
と

に
４
箇
所
の
滝
見
デ
ッ
キ
が
設

置
し
て
あ
り
、
休
み
休
み
登
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
デ
ッ

キ
で
水
が
落
ち
る
音
を
聞
き
な

が
ら
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
た
っ
ぷ

り
の
ひ
ん
や
り
し
た
空
気
を
吸

　

滝
の
手
前
、
ケ
ン
ト
の
町
に

あ
る
超
お
す
す
め
の
ベ
ー
カ
リ

ー
レ
ス
ト
ラ
ン
が
﹁
ソ
フ
ィ
ー

ズ
﹂。
店
は
ル
ー
ト
７
沿
い
の

グ
レ
イ
の
一
軒
家
で
、
朝
食
と

ケ
ン
ト
に
行
っ
た
ら
必
ず

行
く
べ
し
、
ソ
フ
ィ
ー
ズ

ラ
ン
チ
の
み
営
業
し
て
い
る
。

食
材
は
可
能
な
限
り
ケ
ン
ト
周

辺
の
農
場
か
ら
調
達
し
、
メ
ニ

ュ
ー
は
基
本
的
に
す
べ
て
手
作

り
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
。

食べ歩き

利
用
客
の
レ
ビ
ュ
ー
が
す
こ
ぶ

る
良
い
の
で
期
待
度
が
高
ま
る

が
、
ソ
フ
ィ
ー
ズ
は
し
っ
か
り

と
期
待
に
応
え
て
く
れ
た
。

　

今
回
食
べ
た
の
は
フ
ラ
イ
ド

チ
キ
ン
・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
︵
16

ド
ル
︶
と
パ
ン
ケ
ー
キ
︵
2
枚

10
ド
ル
50
セ
ン
ト
︶。
フ
ラ
イ

ド
チ
キ
ン
は
南
部
風
の
フ
ラ
イ

ド
チ
キ
ン
で
は
な
く
、
パ
ル
メ

ザ
ン
チ
ー
ズ
を
混
ぜ
た
パ
ン
粉

を
ま
ぶ
し
て
揚
げ
た
薄
切
り
胸

肉
で
、
こ
の
チ
キ
ン
が
と
て
も

美
味
し
い
。
チ
キ
ン
と
自
家
製

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
絶
妙
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
に
加
え
、
好
み
の
パ
ン

が
選
べ
る
の
も
嬉
し
い
。
今
回

は
﹁
フ
ァ
ッ
ト
ロ
ー
フ
﹂
と
言

う
名
の
リ
ッ
チ
な
味
わ
い
の
食

パ
ン
を
選
ん
だ
が
、
ベ
ー
グ
ル

も
お
す
す
め
。
パ
ン
ケ
ー
キ
は

ふ
わ
ふ
わ
で
し
っ
と
り
、
メ
ー

プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
と
ハ
ウ
ス
メ
イ

ド
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ソ
ー
ス
で

味
わ
う
。
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム

を
添
え
る
と
さ
ら
に
リ
ッ
チ
な

味
わ
い
が
楽
し
め
る
。

　

週
末
の
10
時
か
ら
３
時
は
ブ

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
各
種

エ
ッ
グ
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
︵
14
〜

17
ド
ル
︶
や
ア
ボ
カ
ド
ト
ー
ス

ト
︵
13
ド
ル
︶
が
楽
し
め
る
。

マ
フ
ィ
ン
や
ス
コ
ー
ン
、
ケ
ー

キ
な
ど
の
ベ
ー
カ
リ
ー
も
人
気

Sophie's
1 Kent Green Blvd. 

Kent, CT 06757
月・火・金 8:00 〜 15:00

土・日 8:00 〜 16:00 
水・木休業

電話 860-592-0242
www.eatatsophies.com/

I
６
８
４
経
由
で
ル
ー
ト
22
↓

ル
ー
ト
７
を
北
上
す
る
と
、
約

１
時
間
20
分
で
ケ
ン
ト
・
フ
ォ

ー
ル
ズ
州
立
公
園
に
到
着
す

る
。
フ
ォ
ー
ル
ズ
と
複
数
形
に

な
っ
て
い
る
の
は
華
厳
の
滝
の

よ
う
な
一
本
滝
で
は
な
く
、
い

く
つ
か
の
段
差
が
あ
る
滝
の
た

め
で
、
ケ
ン
ト
の
滝
は
５
〜
６

の
段
差
を
経
て
高
低
差
2
5
0

フ
ィ
ー
ト
︵
約
76
メ
ー
ト
ル
︶

を
落
水
す
る
。
最
も
水
量
が
豊

か
に
な
る
の
は
雪
溶
け
水
が
集

ま
る
春
だ
が
、
水
量
は
減
る
も

の
の
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
も
美

し
い
景
色
が
楽
し
め
て
お
す
す

め
。

　

ル
ー
ト
７
を
北
上
す
る
と
右

手
に
州
立
公
園
の
駐
車
場
が
あ

り
、
ト
レ
イ
ル
は
す
ぐ
近
く
の

赤
い
カ
バ
ー
ド
ブ
リ
ッ
ジ
︵
屋

根
付
き
の
橋
︶
か
ら
始
ま
る
。

駐
車
料
金
は
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州

の
住
民
は
無
料
、
州
外
の
車
は

で
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
地
元
客

で
賑
わ
っ
て
い
る
。

り
を
楽
し
も
う
。

　

帰
り
は
同
じ
ト
レ
イ
ル
を
戻

っ
て
も
良
し
、
渓
流
の
反
対
側

に
渡
り
、
森
の
中
の
坂
道
を
下

る
赤
の
ト
レ
イ
ル
を
歩
い
て
も

良
し
。
時
間
が
あ
る
人
は
赤
の

ト
レ
イ
ル
か
ら
分
岐
し
て
、
森

の
奥
深
く
を
回
る
黄
色
の
ト
レ

イ
ル
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
歩

く
人
が
少
な
い
た
め
、
所
々
ト

レ
イ
ル
が
分
か
り
に
く
く
な
っ

て
い
る
の
で
迷
わ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
る
よ
う
に
。

　

駐
車
場
の
近
く
に
は
広
々
し

た
芝
生
広
場
が
あ
っ
て
ピ
ク
ニ

ッ
ク
が
出
来
る
。
ト
イ
レ
は
あ

る
が
売
店
は
無
い
の
で
、
飲
み

物
や
お
弁
当
、
ス
ナ
ッ
ク
は
用

意
し
て
い
く
こ
と
。
下
の
滝
壺

か
ら
上
に
登
る
ト
レ
イ
ル
を
歩

く
場
合
は
ス
ニ
ー
カ
ー
や
ハ
イ

キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
着
用
の
こ

と
。

っ
て
英
気
を
養
っ
た
ら
、
さ
ら

に
上
へ
。
登
り
き
っ
た
滝
の
上

に
は
渓
流
が
流
れ
、
静
け
さ
に

包
ま
れ
て
い
る
。
岩
に
腰
掛
け

て
し
ば
し
水
の
流
れ
と
森
の
香

https://on-timelimo.com/
http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
http://www.eatatsophies.com/
https://portal.ct.gov/DEEP/State-Parks/Parks/Kent-Falls-State-Park
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 BOOKS
　

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
と
国
際

交
流
基
金
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
文
化
セ
ン
タ
ー
は
９
月
27

日
、
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所

の
ミ
レ
ヤ
・
ソ
リ
ス
博
士
を
招

き
、
新
著
﹃Japan's Q

uiet 
Leadership

﹄
に
つ
い
て
の

講
演
と
質
疑
応
答
を
行
っ
た

︵
１
面
に
記
事
︶
。

　

モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
の
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
カ
ー

テ
ィ
ス
名
誉
教
授
が
解
説
し

た
。
本
書
は
、日
本
の
経
済
的
・

政
治
的
進
化
の
過
去
30
年
間
を

俯
瞰
し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
経
験
、
経
済
的
国
家
運

営
の
影
響
と
再
調
整
、
そ
し
て

日
本
の
安
全
保
障
の
プ
ロ
フ
ァ

イ
ル
を
徐
々
に
で
は
あ
る
が
大

き
く
変
化
さ
せ
る
引
き
金
と
な

っ
た
地
政
学
的
挑
戦
の
数
々
を

紹
介
す
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
、

変
化
し
、
不
完
全
で
、
よ
り
結

果
的
な
日
本
の
物
語
を
伝
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
カ

ー
テ
ィ
ス
名
誉
教
授
は
、﹁
重

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
日
本
が

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
再
構
築

と
自
由
主
義
的
国
際
秩
序
の
擁

護
に
お
い
て
重
要
な
指
導
的
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
﹂
と
話
す
。

　

本
書
は
、
9
月
1
日
に
発
売

さ
れ
、
イ
ン
ド
太
平
洋
の
地
政

学
に
お
け
る
重
要
な
プ
レ
ー
ヤ

ー
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
日
本
に

つ
い
て
掘
り
下
げ
、
民
主
主
義

の
回
復
力
、
社
会
の
安
定
性
、

積
極
的
な
外
交
と
い
っ
た
日
本

の
強
み
を
強
調
す
る
一
方
、
過

疎
化
、
不
平
等
の
拡
大
、
地
域

平
和
の
脅
威
と
い
っ
た
差
し
迫

っ
た
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

な
ぜ
日
本
は
﹁
失
わ
れ
た
数

十
年
﹂
か
ら
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の

波
か
ら
無
傷
で
抜
け
出
し
、
イ

ン
ド
太
平
洋
の
地
政
学
に
お
い

て
は
る
か
に
重
要
な
ア
ク
タ
ー

と
な
っ
た
の
か
。
こ
の
問
い
に

答
え
る
た
め
、﹃
日
本
の
静
か

な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
﹄
は
、

日
本
の
国
内
経
済
と
政
治
の
進

化
、
経
済
的
な
国
家
戦
略
、
そ

し
て
日
本
の
安
全
保
障
の
プ
ロ

フ
ァ
イ
ル
を
徐
々
に
で
は
あ
る

が
大
き
く
変
化
さ
せ
る
引
き
金

と
な
っ
た
地
政
学
的
な
課
題
の

数
々
に
つ
い
て
、
包
括
的
な
考

察
を
提
供
し
て
い
る
。
過
去
30

年
に
わ
た
る
日
本
の
軌
跡
を
深

く
掘
り
下
げ
る
本
書
は
、
民
主

主
義
の
回
復
力
、
社
会
の
安
定

性
、
積
極
的
な
外
交
と
い
っ
た

日
本
の
隠
れ
た
強
み
を
強
調
す

る
一
方
で
、
過
疎
化
、
格
差
の

拡
大
、
有
権
者
の
離
反
、
ア
ジ

ア
の
長
い
平
和
へ
の
脅
威
と
い

っ
た
、
日
本
が
直
面
す
る
深
刻

な
課
題
に
つ
い
て
も
考
察
し
て

い
る
。
本
書
は
、
日
本
の
政
治

と
外
部
環
境
を
貫
く
深
刻
な
変

化
の
潮
流
を
た
ど
り
、
日
本
の

経
験
が
、
低
成
長
、
人
口
動
態

の
悪
化
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
へ
の
適
応
、
強
力
で
自
己
主

張
の
強
い
中
国
の
出
現
に
対
処

し
て
い
る
国
々
に
と
っ
て
、
よ

り
適
切
な
も
の
と
な
っ
て
い
る

無
数
の
方
法
を
明
ら
か
に
す

る
。
こ
れ
は
、
相
対
的
な
能
力

の
低
下
と
い
う
厳
し
い
現
実
を

克
服
す
る
た
め
に
、
日
本
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
大
国
と
し
て
再
出

発
し
た
物
語
で
あ
る
。
イ
ン
ド

太
平
洋
を
再
構
築
す
る
に
あ
た

り
、
東
京
は
貿
易
統
合
と
イ
ン

フ
ラ
資
金
調
達
と
い
う
強
固
な

経
済
戦
略
を
展
開
し
、
地
域
お

よ
び
域
外
の
主
体
と
の
新
た
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
培
い
、

米
国
と
の
同
盟
関
係
を
深
め
る

と
い
う
積
極
的
な
安
全
保
障
外

交
を
展
開
し
た
。
と
は
い
え
、

地
政
学
的
な
軋
轢
、
日
本
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
的
な
偏
狭
さ
、
国

際
経
済
関
係
の
安
全
保
障
化
に

よ
っ
て
、
日
本
の
﹁
連
結
性
﹂

と
い
う
国
家
戦
略
が
試
さ
れ
て

い
る
。
グ
リ
ー
ン
、デ
ジ
タ
ル
、

人
的
資
本
の
変
革
を
実
現
し
、

国
家
の
舵
取
り
に
お
け
る
優
柔

不
断
な
政
治
の
復
活
を
避
け
、

民
主
主
義
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

育
む
こ
と
を
紹
介
し
、
本
書

は
、
日
本
の
政
治
、
経
済
、
そ

し
て
国
民
が
、
安
倍
時
代
を
経

て
２
０
２
０
年
代
、
そ
し
て
そ

の
先
へ
と
向
か
う
先
を
照
ら
し

出
す
。　
　
　
　
　

　︵
三
浦
︶

 ネットワーク大国日本
ミレヤ・ソレス・著

ブルッキングス研究所出版・刊

■むかしむかしあるところに、死体があってもめでたしめ
でたし。（青柳碧人、双葉社）日本の昔ばなしをミステリー
で読み解いた『むか死』シリーズの最新刊にして最終巻。
あっと驚くミステリーのもとになった昔ばなしは「こぶと
りじいさん」「耳なし芳一」「舌切り雀」「三年寝太郎」そ
して「金太郎」。いずれも趣向に富んだ、これまでの作品
に勝るとも劣らない作品集。■スピリチュアルズ「わたし」
の謎（橘玲、幻冬舎文庫）人間の性格・資質は、たった８
つの要素で構成される。それは①明るい／暗い②楽観的／
悲観的③同調性が高い／低い④相手に共感しやすい／冷淡
⑤信頼できる／あてにならない⑥面白い／つまらない⑦知
能が高い／低い⑧外見が魅力的／そうでない。人間理解が
進む画期的な本。■こんがり、パン（津村記久子、河出文
庫）さっくり、ふわふわ。シンプルなのもひと手間かけた
サンドイッチも。甘い菓子パンも、おかずパンも。バラエ
ティ豊かなパンがいつもそこにある幸せ。有名作家がパン
愛について綴った 40 篇のおいしいエッセイ。■境界知能
の子どもたち（宮口幸治、SB 新書）発達障害が注目され
る昨今、見過ごされがちな「IQ70 以上 85 未満の境界知能」。
日本人の 7 人に 1 人（約 14％）の割合でいる「境界知能」
は、普通に見えて普通ができない。そんな子どもたちの実
態と支援方法、子どもたちの可能性を伸ばすための具体策
を提案する。■陽眠る（上田秀人、ハルキ文庫）大政奉還の後、鳥羽伏見の
戦いに敗れはしたが、徳川慶喜は薩長への徹底抗戦を主張、幕軍は意気軒昂
だった。オランダで建造された軍艦「開陽丸」の艦将・榎本釜次郎武揚も「こ
こからが海軍の出番」と自負していた。しかしその夜、慶喜は開陽丸で江戸
へ逃げてしまう。失望した榎本は北へ向かう。無念の開陽丸と男たちの軌跡
を描いた歴史小説。■リスペクト（ブレイディみかこ、筑摩書房）2014 年
にロンドンで実際に起きた占拠事件をモデルとした小説。ホームレスシェル
ターに住んでいたシングルマザーたちが、地方自治体の予算削減のために退
去を迫られるが、連帯して立ち上がり、公営住宅を占拠する。「自分たちでやっ
てやれ」という精神と、相互扶助と、シスターフッドの物語。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

日
本
の
昔
ば
な
し
を
ミ
ス
テ
リ
ー
で
読
み
解
く
。
人
の
性
格
は
８
つ
の
要
素
で
で
き
て

い
る
。
有
名
作
家
が
パ
ン
に
つ
い
て
綴
る
エ
ッ
セ
イ
。
境
界
知
能
の
実
態
と
支
援
策
。
男

た
ち
の
軌
跡
を
描
く
歴
史
小
説
。
実
際
に
起
き
た
事
件
を
元
に
し
た
物
語
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

今
年
1
月
に
出
版
さ
れ
た

﹃
多
文
化
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
生
き
る
﹄
︵
神
舘
美
会
子
・

リ
ョ
ウ
和
田
共
著
、
花
伝
社
︶

の
神
舘
さ
ん
の
講
演
会
が
10
月

13
日
︵
金
︶
午
後
６
時
か
ら
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
︵
Ｊ
Ａ

Ａ
︶
で
行
わ
れ
る
。
同
書
は
、

２
、
３
年
の
外
国
体
験
の
つ
も

り
で
日
本
を
出
た
青
年
が
、
１

年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
の
後
渡

米
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ヒ
ス

パ
ニ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で

生
き
る
こ
と
に
な
っ
た
50
年
を

綴
っ
た
も
の
。
奇
想
天
外
な
生

活
を
通
じ
て
、
銃
、
麻
薬
、
テ

ロ
、
人
種
差
別
な
ど
、
異
世
界

に
入
っ
た
様
な
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
の
生
の
体

験
を
語
る
。
神
舘
さ
ん
は
﹁
多

く
出
版
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ

関
連
本
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

白
人
の
文
化
や
社
会
に
ま
つ
わ

る
体
験
だ
。
こ
の
本
は
米
国
社

会
の
内
側
か
ら
見
た
半
世
紀
の

生
身
の
体
験
談
﹂
と
語
る
。

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
社
会
で

生
き
た
日
本
人
を
描
く

Ｊ
Ａ
Ａ
で
神
舘
さ
ん
13
日
講
演
会

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://usa.kinokuniya.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

M
yrrh

、
ミ
ル
ラ
あ
る
い

は
マ
ー
と
呼
び
、
和
名
は
没
薬

︵
も
つ
や
く
︶
と
言
い
ま
す
。

ミ
ル
ラ
は
樹
高
３
ｍ
位
の
低
木

で
、
か
ら
ま
る
よ
う
に
伸
び
る

ト
ゲ
の
あ
る
小
枝
、
節
く
れ
だ

っ
た
幹
が
特
徴
で
、
不
動
の
力

強
さ
を
感
じ
る
砂
漠
に
育
つ
木

で
す
。
紅
海
を
囲
む
地
域
、
ア

ラ
ビ
ア
半
島
南
部
の
ソ
マ
リ

ア
、
イ
エ
メ
ン
、
北
東
ア
フ
リ

カ
の
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
を
原
産

と
し
、
非
常
に
乾
燥
し
た
気
候

風
土
の
も
と
で
生
育
し
ま
す
。

　

ミ
ル
ラ
は
４
０
０
０
年
の
歴

史
を
持
つ
最
も
古
い
香
料
の
ひ

と
つ
で
す
。
大
変
瞑
想
的
な
香

り
を
持
ち
、
同
時
に
薬
草
と
し

て
の
薬
効
も
高
く
、
幅
広
く
生

活
の
中
で
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
都
ヘ
リ

オ
ポ
リ
ス
で
は
太
陽
神R

a

へ

の
薫
香
と
し
て
正
午
に
な
る
と

ミ
ル
ラ
の
樹
脂
を
、
朝
と
夕
方

に
は
他
の
香
を
焚
き
神
に
捧

げ
、
時
を
知
ら
せ
て
い
た
そ
う

で
す
。
壮
大
な
光
景
を
思
い
浮

か
べ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

　

樹
脂
を
使
う
ミ
ル
ラ
は
、
ま

ず
幹
に
切
り
込
み
を
入
れ
浸
み

出
し
て
き
た
樹
脂
を
採
取
し
乾

燥
さ
せ
ま
す
。
砂
漠
で
生
き
抜

く
た
め
に
自
ら
強
力
な
成
分
を

合
成
し
樹
液
や
樹
脂
と
し
て
蓄

え
て
い
る
の
で
す
。
粒
状
あ
る

い
は
粉
末
に
し
て
用
途
や
症
状

に
よ
っ
て
、
油
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

水
、
湯
な
ど
で
成
分
を
浸
出
さ

せ
て
使
い
ま
す
。
樹
脂
を
蒸
留

し
て
得
ら
れ
る
精
油
は
黄
色
か

ら
赤
い
色
を
し
た
粘
性
の
あ
る

液
体
で
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て

固
形
化
し
て
い
き
ま
す
。
樹
脂

の
重
い
ベ
ー
ス
香
に
乾
い
た
石

の
よ
う
な
質
感
、
オ
イ
リ
ー
な

タ
ッ
チ
の
香
り
は
時
間
と
共
に

甘
み
が
増
し
全
体
が
ま
と
ま
り

よ
り
濃
厚
な
深
み
の
あ
る
香
り

へ
と
変
化
し
ま
す
。

︻
効
能
︼
口
腔
内
の
殺
菌
、
気

管
支
系
の
殺
菌
や
抗
炎
症
、
胃

の
調
子
を
整
え
る
、
血
の
流
れ

を
活
性
化
す
る
、皮
膚
の
殺
菌
、

治
り
に
く
い
傷
の
治
癒
、
あ
か

切
れ
ひ
び
割
れ
の
緩
和
、
深
い

香
り
は
不
安
や
緊
張
を
和
ら
げ

心
を
穏
や
か
に
す
る
。

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に

て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製

品
や
精
油
の
調
合
を
実
施
す

る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

81

古
代
の
香
り　

ミ
ル
ラ

 絵・古舘みどり

Ｎ
Ｙ
で
幼
児
教
育
続
け
半
世
紀

   こどものくに幼稚園 園長

　　　早津 邑子さん

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ウ
エ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
の
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ

ー
ン
ズ
に
あ
る
こ
ど
も
の
く
に

幼
稚
園
は
、
２
０
２
５
年
４
月

で
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区
で
最
も
古
い

日
本
人
幼
稚
園
だ
。
園
長
の
早

津
さ
ん
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来

た
の
は
１
９
７
３
年
。
27
歳
の

時
だ
っ
た
。
日
本
で
保
育
園
と

幼
稚
園
に
勤
務
し
、
米
国
の
幼

児
教
育
事
情
を
見
学
す
る
た
め

短
期
滞
在
の
予
定
で
来
米
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
公
立
、

私
立
の
学
校
を
見
る
中
で
一
番

び
っ
く
り
し
た
の
が
、
校
庭
の

な
い
ビ
ル
の
中
だ
け
で
完
結
し

て
い
る
学
校
が
存
在
す
る
こ
と

だ
っ
た
。
ま
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
の

中
に
は
、
少
人
数
の
個
別
で
教

育
を
す
る
学
校
が
あ
る
の
に
も

驚
い
た
。
あ
る
日
、
現
地
校
を

見
学
し
て
い
る
時
に
、
外
で
子

ど
も
た
ち
が
遊
ん
で
い
て
、
日

本
人
の
子
供
と
思
わ
れ
る
児
童

が
、
砂
場
で
一
人
で
遊
ん
で
い

た
。
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
と
は

交
わ
ら
ず
、
30
分
も
40
分
も
同

じ
姿
勢
で
遊
ん
で
い
た
。
英
語

で
﹁
ホ
ワ
ッ
チ
ュ
ア
ネ
ー
ム
﹂

と
聞
い
た
。
子
ど
も
は
じ
ー
っ

と
し
て
い
る
。﹁
こ
ん
に
ち
は
﹂

と
今
度
は
日
本
語
で
声
を
か
け

た
。﹁
そ
の
子
は
、
ハ
ッ
と
振

り
向
い
て
わ
ー
っ
と
い
う
顔
を

見
せ
た
の
で
す
。
そ
の
時
の
あ

の
顔
は
50
年
経
っ
て
も
忘
れ
ら

れ
な
い
で
す
。
し
ば
ら
く
砂
場

で
一
緒
に
遊
ん
で
い
る
と
日
本

人
の
お
母
さ
ん
が
迎
え
に
来
た

ん
で
す
。
お
母
さ
ん
は
、
自
分

の
子
ど
も
が
、
ゆ
め
ゆ
め
一
人

ぼ
っ
ち
で
遊
ん
で
い
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
子
は
い
つ
も

﹃
お
母
さ
ん
今
日
は
こ
ん
な
に

楽
し
か
っ
た
よ
﹄
と
話
し
、
一

人
で
寂
し
か
っ
た
と
は
言
わ
な

か
っ
た
か
ら
な
ん
で
す
。
涙
が

出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
す
ね
。
私
は
こ

の
子
た
ち
の
代
弁
者
に
な
ら
な

け
れ
ば
、
と
の
思
い
の
み
で
し

た
﹂
と
50
年
を
振
り
返
る
。

　

子
ど
も
を
思
う
保
護
者
た

ち
の
熱
意
が
早
津
さ
ん
を
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
留
ま
ら
せ
た
。

１
９
７
５
年
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の

中
庭
の
あ
る
集
合
住
宅
の
部
屋

を
借
り
て
、
男
児
２
人
、
女
児

２
人
の
４
人
で
ス
タ
ー
ト
。
81

年
に
市
か
ら
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
と
し
て
認
可
さ
れ
、
非
営
利

団
体
こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
が

誕
生
し
、
そ
の
年
に
ク
イ
ー
ン

ズ
区
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
あ
っ
た
全

日
制
日
本
人
学
校
の
教
室
を
借

用
し
て
授
業
を
行
っ
た
。
86
年

に
ク
イ
ー
ン
ズ
区
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
に
移
転
し
、
一
軒
家
で
幼
稚

園
を
運
営
し
た
。
こ
の
頃
に
は

日
本
人
家
庭
か
ら
の
入
園
希
望

が
殺
到
し
、
88
年
に
ウ
エ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
の
ス
カ
ー
ス
デ
ー

ル
の
教
会
を
借
り
て
２
校
体
制

に
。
94
年
に
Ｎ
Ｙ
州
教
育
局
か

ら
学
校
法
人
の
認
可
を
得
て
、

正
式
名
称
を
﹁K

odom
ono 

K
uni School

﹂
と
し
現
在
の

ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
へ
移

転
、
５
歳
児
ク
ラ
ス
を
増
設
。 

96
年
に
ク
イ
ー
ン
ズ
園
は
閉
園

し
た
。

　

﹁
人
と
し
て
成
長
す
る
基
礎

と
な
る
母
国
語
を
習
得
す
る
大

切
な
幼
児
期
を
海
外
で
過
ご
す

日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
設
立
し
た
日
本
語
の
幼
稚
園

で
す
﹂。
園
の
名
前
に
は
、
安

全
で
、
自
由
に
意
思
疎
通
が
で

き
、
楽
し
い
遊
び
や
発
見
に
没

頭
で
き
る
環
境
を
と
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
幼
少
期
に

日
本
語
を
確
立
し
て
か
ら
第
二

言
語
を
獲
得
す
る
方
が
、
そ
の

後
の
子
ど
も
の
学
習
能
力
が
高

い
こ
と
が
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教

育
、
継
承
語
教
育
、
日
本
語
教

育
学
を
専
門
と
す
る
言
語
学

者
・
教
育
学
者
の
中
島
和
子
ト

ロ
ン
ト
大
学
名
誉
教
授
の
論
文

な
ど
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

実
際
に
現
地
校
の
教
師
か
ら
キ

ン
ダ
ー
ま
で
に
日
本
語
を
き
ち

ん
と
習
得
し
て
い
る
子
ど
も
の

方
が
学
習
面
で
成
果
が
出
て
い

る
と
わ
ざ
わ
ざ
電
話
を
園
ま
で

か
け
て
来
る
先
生
も
い
た
。
現

在
50
周
年
記
念
誌
を
制
作
す
る

た
め
、
卒
園
者
や
保
護
者
の
連

絡
先
を
探
す
の
に
大
わ
ら
わ

だ
。︵
三
浦
良
一
記
者
、写
真
も
︶

http://www.yamagatadental.net/
tel:2122136069
http://www.idocenter.com
https://kj-artist.jp/
https://www.skindeepnyc.com/
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mailto:mariko@maliliko.com
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mailto:mariko@maliliko.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
の

5
、
6
年
生
が
修
学
旅
行
を
実

施
し
、
9
月
13
日
か
ら
15
日
ま

で
の
2
泊
3
日
で
ボ
ス
ト
ン
を

訪
れ
た
。
１
日
目
は
プ
リ
マ
ス

と
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
を
見
学

し
、
ア
メ
リ
カ
の
入
植
の
歴
史

を
学
ん
だ
。
プ
リ
マ
ス
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
当
時
の
住
民

に
扮
し
た
キ
ャ
ス
ト
に
積
極
的

に
質
問
し
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ

の
生
活
の
様
子
を
聞
い
て
い

た
。
こ
こ
で
、
日
頃
の
英
語
教

育
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
2
日
目
は
ガ
イ
ド
に

よ
る
コ
ン
コ
ー
ド
・
フ
リ
ー
ダ

ム
ト
レ
イ
ル
ツ
ア
ー
で
ア
メ
リ

カ
の
独
立
の
歴
史
を
学
ん
だ
。

事
前
学
習
し
て
い
た
内
容
を
実

際
に
目
で
見
て
確
か
め
て
ガ

イ
ド
の
説
明
を
聞
く
こ
と
で
、

よ
り
深
い
理
解
に
つ
な
が
っ

た
。
3
日
目
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科

大
学
の
見
学
ツ
ア
ー
と
科
学
博

物
館
を
訪
問
し
、
現
在
の
ア
メ

リ
カ
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
3
日

間
を
通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
ボ

ス
ト
ン
の
歴
史
や
文
化
を
感
じ

る
盛
り
だ
く
さ
ん
の
修
学
旅
行

で
あ
っ
た
。
今
回
の
修
学
旅
行

の
テ
ー
マ
﹁
楽
学
両
道
・A

ll 
together

﹂
の
通
り
、
5
、
6

年
生
一
人
一
人
が
力
を
合
わ

せ
、
楽
し
く
学
び
の
多
い
貴
重

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。

NY 日本人学校 5、6 年生

ア
メ
リ
カ
独
立
の
歴
史
を
知
る

修
学
旅
行
で
ボ
ス
ト
ン
を
訪
問

　

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
︶
で
は
9

月
16
日
、
同
校
の
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
・
バ
ー
ン
ズ
亀
山

静
子
氏
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
﹁
補
習
校
な
ら
で
は
の
保
護

者
の
悩
み
〜
子
ど
も
の
せ
い
に

し
な
い
支
援
の
し
か
た
﹂
が
4

年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催
さ
れ

た
。
保
護
者
会
主
催
の
同
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
バ
ー
ン
ズ
氏

と
の
対
話
形
式
で
行
わ
れ
、
参

加
し
た
幼
児
部
・
初
等
部
・
中

高
等
部
の
保
護
者
は
、
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
子
育
て
で
直
面
す
る
課

題
や
悩
み
を
共
有
し
な
が
ら
、

日
本
語
で
の
子
ど
も
と
の
関
わ

り
方
や
自
主
的
な
行
動
を
促
す

ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
活
発

な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

バ
ー
ン
ズ
氏
は
﹁
子
ど
も
が

自
ら
進
ん
で
や
ら
な
い
。
言
っ

て
も
や
ら
な
い
﹂
と
い
っ
た
問

題
に
対
し
て
、
子
ど
も
の
行
動

を
変
え
る
た
め
に
は
、
ゴ
ー
ル

は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。
ま
た
、
そ
の
ゴ
ー
ル
を
達

成
す
る
た
め
に
何
が
変
え
ら
れ

る
の
か
を
考
え
、
親
自
身
の
行

動
の
見
直
し
も
含
め
、
子
ど
も

が
変
わ
る
た
め
の
環
境
整
備
が

重
要
で
あ
る
と
説
い
た
。

　

子
ど
も
の
日
本
語
不
足
が
原

因
で
、
話
し
か
け
て
も
子
ど
も

が
日
本
語
で
答
え
な
い
場
合
、

何
を
変
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て

の
議
論
で
は
、﹁
小
さ
い
時
は

褒
め
る
な
ど
、
年
齢
に
適
し
た

声
掛
け
方
法
を
通
し
て
語
彙
力

を
増
や
す
﹂﹁
デ
ィ
バ
イ
ス
を

上
手
に
取
り
入
れ
て
学
習
環
境

を
変
え
る
﹂﹁
親
以
外
に
日
本

語
を
話
す
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、

会
話
の
モ
デ
ル
を
見
せ
る
﹂
な

ど
、
参
加
者
の
間
で
多
数
の
意

見
が
飛
び
交
っ
た
。
ま
た
、
バ

ー
ン
ズ
氏
は
﹁
子
ど
も
の
や
る

気
ス
イ
ッ
チ
は
、
子
ど
も
し
か

入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
親
は
、
子

ど
も
が
ス
イ
ッ
チ
を
押
せ
る
よ

う
な
環
境
作
り
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
﹂
と
述
べ
、
参
加
者

は
そ
の
言
葉
に
大
き
く
頷
い
て

い
た
。

　

最
後
は
、
親
が
自
分
の
行
動

を
変
え
て
、
子
ど
も
に
自
主
的

な
行
動
を
促
す
た
め
に
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
環
境
整
備
を

行
っ
て
い
こ
う
と
思
う
か
、
参

加
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
付
箋
に

書
き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
締

め
く
く
ら
れ
た
。

「保護者の悩み」テーマに
バーンズ亀山静子さん

NY補習校ＬＩ校でワークショップ

　

ク
ロ
ス
メ
ソ
ッ
ド
で
週
10
時

間
の
英
語
教
育
を
実
施
し
て
い

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
N
J
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
︶
で
は
9
月
19
日
の
保
護

者
面
談
の
日
に
、
小
学
生
80
名

を
対
象
に
初
め
て
の
ス
ペ
イ
ン

語
講
座
を
開
い
た
。
同
学
園
の

E
S
L
教
師
7
名
の
う
ち
ス
ペ

イ
ン
語
も
堪
能
な
ア
ン
ナ
先
生

と
ジ
ョ
ナ
サ
ン
先
生
が
講
師
と

な
り
、
ま
ず
は
朝
の
あ
い
さ
つ

﹁
ブ
エ
ノ
ス
デ
ィ
ア
ス
﹂
か
ら

始
ま
り
、﹁
オ
ラ
ー
﹂﹁
コ
モ
エ

ス
タ
ス
？
﹂﹁
エ
ス
ト
イ　

ム

イ
ビ
エ
ン　

イ
ト
ゥ
？
﹂
と
お

互
い
の
健
康
を
問
う
会
話
で
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
。
続
い
て

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
メ

キ
シ
コ
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
風

物
、
食
べ
物
や
ダ
ン
ス
な
ど
を

掛
け
合
い
漫
才
の
よ
う
に
紹
介

し
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
誘

っ
た
。

　

ま
た
、
英
語
に
も
あ
る
身
体

の
部
位
を
タ
ッ
チ
し
て
唄
う
歌

や
ピ
ニ
ャ
ー
タ
の
は
や
し
歌
、

あ
い
さ
つ
の
歌
を
教
え
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
ス
ポ
ン
ジ
の
よ

う
に
吸
収
。
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
の
中
、
1
年
生

も
6
年
生
も
マ
リ
ア
ッ
チ
や
ク

ン
ビ
ア
の
リ
ズ
ム
で
ス
ペ
イ
ン

語
講
座
を
満
喫
し
た
。
ア
ニ
メ

や
漫
画
か
ら
入
る
生
き
た
ス
ペ

イ
ン
語
講
座
は
﹁
ま
た
や
り
た

い
！
﹂
と
子
ど
も
た
ち
に
大
好

評
だ
っ
た
。
早
速
帰
り
の
ス
ク

ー
ル
バ
ス
で
ラ
テ
ン
系
の
運
転

手
た
ち
に
﹁
グ
ラ
シ
ア
ス
、
セ

ニ
ョ
ー
ル
﹂
と
お
礼
を
言
っ
た

り
、
帰
宅
後
に
近
所
の
ス
ペ
イ

ン
語
の
人
た
ち
に
声
を
か
け
た

り
と
、
学
ん
だ
ば
か
り
の
ス
ペ

イ
ン
語
を
積
極
的
に
使
っ
て
い

た
。
岡
本
学
園
長
は
﹁
せ
っ
か

く
の
多
言
語
多
文
化
の
地
域
に

い
る
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら

も
韓
国
語
な
ど
他
の
言
語
に
も

触
れ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
﹂

と
話
し
て
い
た
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で
開
催

特
別
ス
ペ
イ
ン
語
講
座

　
４
年
ぶ
り
に
対
面
式
で

開
催
さ
れ
た
保
護
者
会
主

催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

講
演
す
る
バ
ー
ン
ズ
さ
ん

http://www.seido.com
https://isf753.org/
https://www.interschool-jp.com/
http://ze-edu.com
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河
合
塾
海
外
帰
国
生
コ
ー
ス

で
は
、
海
外
で
学
び
日
本
の
大

学
を
め
ざ
す
受
験
生
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
帰
国
生
大

学
入
試
の
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

を
実
施
す
る
。
内
容
は
①
帰
国

生
入
試
の
基
礎
知
識
と
海
外
在

住
中
の
心
構
え
②
主
な
大
学
の

最
新
入
試
情
報
と
攻
略
法
③
河

合
塾
海
外
帰
国
生
コ
ー
ス
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
長
の
３
項
目

を
予
定
︵
変
更
に
な
る
場
合
あ

り
︶
。
参
加
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
者
に
は
説
明
会
資
料
と
情

報
誌
﹁
栄
冠
め
ざ
し
て
帰
国
生

入
試
編
﹂
の
デ
ー
タ
を
進
呈
す

る
。

　

実
施
日
は
11
月
５
日
・
19
日
・

12
月
３
日
・
17
日
︵
い
ず
れ
も

日
曜
日
︶、
時
間
は
米
国
東
部

時
間
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

︵
中
部
時
間
正
午
か
ら
午
後
２

時
ま
で
、
太
平
洋
時
間
午
前
10

時
か
ら
正
午
ま
で
︶。
定
員
は

各
日
程
と
も
１
０
０
家
庭
。
在

住
国
・
地
域
に
関
係
な
く
、
ど

の
日
程
に
も
参
加
で
き
る
が
、

内
容
の
一
部
は
北
米
版
と
な

る
。

　

参
加
申
し
込
み
は
左
記
Ｕ
Ｒ

Ｌ
か
ら
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
に

ア
ク
セ
ス
す
る
。
Ｅ
メ
ー
ル
で

の
申
し
込
み
は
不
可
。

https://form
s.office.com

/
r/6X

cB
R

r3hB
5

　
　
　
　
　

◇

　

参
加
に
必
要
な
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

コ
ー
ド
等
の
情
報
は
実
施
日
の

２
〜
３
日
前
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
通

知
さ
れ
る
。

帰
国
大
学
入
試
概
況
対
策

河
合
塾
オ
ン
ラ
イ
ン
で
説
明
会

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
の
全
日

制
幼
児
ク
ラ
ス
は
９
月
18
日
に

米
国
日
本
人
医
師
会
事
務
局
長

の
加
納
良
雄
氏
︵
88
︶
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
敬
老
の
日
の
お
祝

い
を
行
っ
た
。
１
９
７
３
年
、

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
企
業

の
社
長
に
着
任
し
た
加
納
さ
ん

は
、
１
９
８
６
年
に
、
差
し
迫

っ
た
日
米
貿
易
摩
擦
の
緩
和
に

向
け
た
団
体
、
日
米
貿
易
会
の

立
ち
上
げ
に
関
わ
り
、
主
要
会

員
の
ひ
と
り
と
し
て
３
年
間
活

動
し
た
。
そ
し
て
２
０
０
５
年

か
ら
、
日
本
人
医
師
会
の
事
務

局
長
を
務
め
て
い
る
。
長
年
に

渡
る
貴
重
な
出
来
事
に
つ
い

て
、
子
ど
も
達
に
優
し
く
語
っ

た
。
最
後
は
子
ど
も
達
の
方
か

ら
加
納
さ
ん
の
そ
ば
に
寄
り
、

握
手
や
肩
た
た
き
を
し
た
り
、

一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど

し
て
交
流
を
深
め
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
で

加
納
さ
ん
招
き
敬
老
会

　

9
月
16
日(

土)

、
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校(

高
畑
誠
校
長)

幼
児
部
秋
の

﹁
親
子
遠
足
﹂
がV

an Saun 
Park

で
行
わ
れ
た
。

　

子
ど
も
達
は
保
護
者
と
一
緒

にV
an Saun Park

へ
集
合

し
た
。
出
欠
の
点
呼
後
、
早
速

競
技
に
移
っ
た
。
秋
の
遠
足
は

か
け
っ
こ
玉
入
れ
、
ダ
ン
ス
、

パ
ラ
バ
ル
ー
ン
、
ボ
ー
ル
運
び
、

か
け
っ
こ
ジ
ャ
ン
プ
、
保
護
者

競
技
フ
ラ
フ
ー
プ
抜
け
、
園
児

用
綱
引
き
、
保
護
者
対
抗
綱
引

き
と
競
技
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
、
特
に
子
ど
も
達
の
綱
引
き

後
に
行
わ
れ
る
保
護
者
対
抗
の

綱
引
き
は
、
手
に
汗
握
る
熱
戦

と
な
る
。
遠
足
に
参
加
し
た
保

護
者
は
﹁
本
当
に
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
や
る

と
い
う
の
が
い
い
で
す
ね
﹂
と

秋
の
ひ
と
と
き
を
笑
顔
で
振
り

返
っ
て
い
た
。

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校

幼
児
部
親
子
遠
足

　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

︵
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
、
横

澤
広
美
校
長
︶
で
は
、
こ
れ
ま

で
放
課
後
の
活
動
と
し
て
、﹁
生

け
花
教
室
﹂
や
﹁
書
道
教
室
﹂

を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
た
び

新
た
に
小
学
校
４
年
生
以
上
を

対
象
に
し
た
﹁
剣
道
教
室
﹂
を

開
設
し
た
。
９
月
24
日
に
開
催

し
た
説
明
会
に
は
、
児
童
生
徒

を
は
じ
め
多
く
の
保
護
者
の
参

加
が
あ
り
、
活
動
内
容
の
概
要

説
明
と
共
に
経
験
者
で
あ
る
中

学
生
３
名
に
よ
る
模
範
演
技
を

披
露
し
た
。
剣
道
に
お
け
る
礼

儀
作
法
や
実
際
に
竹
刀
が
触
れ

合
う
大
き
な
音
に
、
初
め
て
見

聞
き
す
る
子
ど
も
た
ち
も
多

く
、
会
場
内
は
ピ
ン
と
張
り
つ

め
た
雰
囲
気
と
な
っ
た
。

　

説
明
会
後
の
入
会
申
し
込
み

に
は
、
積
極
的
に
自
ら
進
ん
で

行
う
生
徒
や
保
護
者
に
促
さ
れ

て
申
し
込
み
を
す
る
生
徒
な

ど
、
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校
で

は
、
児
童
・
生
徒
の
活
動
の
充

実
を
図
る
た
め
、
今
後
も
日
本

の
伝
統
文
化
等
を
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
教
育
活
動
を
行
っ
て

い
く
。

デンバー日本語補習学校

放課後活動として
剣道教室を開設

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
︵
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ホ
ワ
イ

ト
プ
レ
ー
ン
ズ
︶
で
は
、
子
ど

も
達
一
人
ひ
と
り
の
興
味
・
関

心
、
自
主
性
を
大
切
に
し
て
い

る
。
そ
の
活
動
の
一
つ
に
、
異

年
齢
で
楽
し
む
﹁
わ
ん
ぱ
く
タ

イ
ム
﹂
が
あ
る
。
普
段
の
保
育

室
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
テ
ー
マ
の

部
屋
に
変
身
す
る
も
の
で
、
ペ

イ
ン
ト
・
お
医
者
さ
ん
・
積
み

木
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
部
屋
が
登

場
し
、朝
か
ら
子
ど
も
達
は﹁
ど

こ
に
い
こ
う
か
な
？
﹂
と
気
に

な
る
部
屋
を
覗
い
て
わ
く
わ
く

し
て
い
た
。

　

お
医
者
さ
ん
の
部
屋
で
子
供

た
ち
は
﹁
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す

か
？　

ち
ゅ
う
し
ゃ
お
ね
が
い

し
ま
ー
す
﹂
と
ま
る
で
本
物
の

お
医
者
さ
ん
や
看
護
師
さ
ん
の

よ
う
に
振
る
舞
っ
た
。
ク
ラ
ス

も
年
齢
の
垣
根
も
無
い
、
と
に

か
く
好
き
な
こ
と
を
好
き
な
だ

け
遊
ぶ
子
ど
も
達
が
い
る
部
屋

か
ら
は
、笑
い
声
が
絶
え
な
い
。

こどものくに幼稚園

好きな遊びで笑い声
「わんぱくタイム」

　

A
lto

日
本
語
補
習
校
で
は
、

10
月
８
日
︵
日
︶
か
ら
９
日

︵
月
︶
に
か
け
て
秋
の
宿
泊
キ

ャ
ン
プ
を
開
催
す
る
。
コ
ロ
ン

バ
ス
デ
ー
の
連
休
を
森
林
の
中

で
思
い
っ
き
り
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
挑
戦
す

る
ほ
か
、
火
お
こ
し
か
ら
始
め

る
飯
盒
炊
さ
ん
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
に
も
取
り
組
む
。
昨
年
の
実

施
で
は
﹁
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
た
く
さ
ん
話
し
て

く
れ
た
﹂﹁
友
だ
ち
が
で
き
て

嬉
し
そ
う
だ
っ
た
﹂
と
保
護

者
か
ら
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

過
去
の
キ
ャ
ン
プ
の
様
子
は
、

Y
ouT

ube

で
も
公
開
し
て
い

る
。
参
加
は
在
校
生
・
一
般
生

を
問
わ
ず
５
〜
13
歳
対
象
、
定

員
は
男
女
各
20
人
。
申
し
込

み
・
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

https://alto-edu.com

楽しい
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デ
ジ
タ
ル
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 www.nyseikatsu.com

Alto日本語補習校

秋の宿泊キャンプへ

　

慶
應
義
塾
N
Y
学
院
︵
高
等

部
︶
で
は
今
年
６
月
に
亡
く
な

っ
た
芦
刈
ロ
イ
宏
之
医
師
の
遺

志
を
継
い
だ
﹁
芦
刈
基
金
﹂
を

設
立
し
た
。
こ
の
基
金
は
芦
刈

医
師
の
よ
う
に
高
い
志
を
も
っ

て
海
外
で
学
問
に
取
り
組
み
、

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指

す
生
徒
を
支
援
す
る
も
の
で
、

慶
應
N
Y
ア
カ
デ
ミ
ー
の
生
徒

を
対
象
と
し
、
毎
年
１
人
に

５
０
０
０
ド
ル
の
奨
学
金
を
授

与
す
る
。

　

芦
刈
医
師
は
慶
應
義
塾
医
学

部
を
卒
業
後
、米
国
に
留
学
し
、

乳
が
ん
の
権
威
と
し
て
世
界
的

に
著
名
な
外
科
医
と
な
っ
た
。

日
本
人
医
師
と
し
て
一
流
の
功

績
を
遺
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な

存
在
で
あ
り
、
同
じ
く
医
師
を

目
指
す
若
い
学
生
た
ち
の
サ
ポ

ー
ト
に
も
尽
力
し
た
。

　

基
金
は
葬
儀
の
供
花
の
代
わ

り
に
寄
付
を
募
っ
た
結
果
、
50

人
か
ら
約
２
万
ド
ル
が
集
ま

り
、
こ
れ
を
奨
学
金
の
基
金
と

し
た
も
の
で
、
学
院
で
は
引
き

続
き
基
金
へ
の
寄
付
を
募
っ
て

い
る
。

w
w

w
.keio.edu

/givin
g/

a
sh

ik
a

ri-m
e

m
o

ria
l-

scholarship

慶應義塾ＮＹ学院　

芦刈基金を設立
毎年１人に奨学金

https://japaneseschool.org
https://starchildny.com/
https://artofhaiku.org/
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
https://miray109.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
https://forms.office.com/r/6XcBRr3hB5
www.keio.edu/giving/ashikari-memorial-scholarship
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年
金
相
談
室

海外年金相談センター

市川俊治
http://nenkinichikawa.org

質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
TEL&FAX 03-3226-3240

待
ち
に
待
っ
た
Ｗ
Ｅ
Ｐ
誤
適
用

是
正
の
還
付
金
！
︵
そ
の
１
︶

　

W
E

P

の
誤
適
用
を
受
け

て
い
た
方
か
ら
、SSA

か
ら

“
IM

PO
R

T
A

N
T

-PL
E

A
SE

 
R

E
A

D
 C

A
R

E
FU

LLY
”

と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
手
紙
が
届
い

た
と
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
2
０
２
２
年
7
月
国

民
年
金
に
対
す
るW

E
P

誤
適

用
の
是
正
が
公
表
さ
れ
た
こ
と

に
伴
うSSA

の
対
応
で
す
。

こ
れ
ま
で
老
齢
基
礎
年
金
︵
国

民
年
金
︶
に
対
し
てW

E
P

が

誤
適
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
年

金
額
が
不
当
に
減
額
を
受
け
て

こ
ら
れ
た
受
給
者
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
過
去
に
遡
り
誤
適
用
分

の
年
金
額
を
算
定
す
る
為
の
情

報
提
供
を
求
め
る
も
の
で
す
。

⑴
手
紙
の
内
容
は
以
下
の
通

り
で
す
。
﹁
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
︵SS

︶
の
年

金
額
に
影
響
の
あ
る
最
近
の

決
定
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

で

す
。SSA
はJapan’

s 
N

ational Pension (JN
P)

に
対
し
て
も
は
やW

E
P

の
対

象
と
し
ま
せ
ん
。JN

P
は
居

住
に
基
づ
く
も
の
で
、
勤
労
に

基
づ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。SSA

は
た
と
え
あ
な
た

がJN
P

を
受
給
さ
れ
て
い
て

もE
m

ployee’
s Pension 

Insurance(E
PI)

を
受
給
し

て
い
れ
ばW

E
P

の
適
用
を
継

続
し
ま
す
。SSA

はJN
P

の

受
給
記
録
を
見
直
し
ま
す
。
も

し
、
あ
な
た
がJN

P

を
受
給

し
て
い
た
ら
、SSA

は
米
国

年
金
へ
の
影
響
を
判
断
す
る

た
め
、
こ
れ
ら
の JN

P 

の
支

払
額
を W

E
P 

の
計
算
か
ら

除
外
し
ま
す
。
同
封
のForm

 
SSA

-308 

を
記
入
し
、
可
能

な
ら
最
初
の
年
金
受
給
通
知
書

︵
コ
ピ
ー
可
︶
と
一
緒
に
同
封

の
封
筒
に
入
れ
て
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。SSA

は
1
９
８
７

年
12
月
か
減
額
さ
れ
た
最
初
の

月
の
い
ず
れ
か
遅
い
時
点
ま
で

遡
っ
て
年
金
額
を
調
整
し
、
支

払
わ
れ
る
べ
き
追
加
の
給
付
を

行
い
ま
す
。﹂
以
上
で
す
。

⑵JN
P

の
定
義
を
説
明
し
ま

す
。
日
本
の
年
金
制
度
は
す
べ

て
の
加
入
者
に
共
通
す
る
国
民

年
金
︵B

asic Pension
基
礎

年
金
、
老
齢
基
礎
年
金
と
も

呼
ば
れ
る
︶
の
１
階
部
分
と

厚
生
年
金
︵E

m
ployee’

s 
Pension Insurance 

老

齢

厚
生
年
金
と
も
呼
ば
れ
る
︶
の

２
階
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
厚
生
年
金
受
給
者
は
、
1

階
部
分
の
国
民
年
金
と
2
階
部

分
の
厚
生
年
金
を
受
給
し
ま

す
。
こ
の
1
階
部
分
の
国
民
年

金
もW

E
P

適
用
外
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
厚
生

年
金
受
給
者
が
受
給
す
る
１
階

部
分
の
国
民
年
金
もW

E
P

適

用
外
で
す
。
で
す
か
ら
今
回
還

付
金
の
受
給
対
象
者
は
国
民
年

金
の
受
給
者
だ
け
で
な
く
厚
生

年
金
の
受
給
者
も
そ
の
対
象
で

す
。

⑶W
E

P

の
減
額
金
額
は
毎
年

発
表
さ
れ
る
最
大
減
額
月
額

︵
２
０
２
３
年
５
５
７
ド
ル
50

セ
ン
ト
︶
か
日
本
の
老
齢
厚

生
年
金
月
額
の
半
分
か
い
ず

れ
か
低
い
金
額
で
す
。
通
常

は
、SSA

の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

の“
W

E
P C

alculator”

に

ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
減
額
金
額
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

h
ttps://w

w
w

.ssa.g
ov

/
b

en
efits/retirem

en
t/

planner/w
ep.htm

l

次
回
に
続
き
ま
す
。

　

ノ
グ
チ
美
術
館
で
実
験
映

像
作
家
マ
リ
ー
・
メ
ン
ケ
ン

︵
１
９
０
９
〜
１
９
７
０
︶
に

よ
る
フ
ィ
ル
ム
上
映
と
そ
れ
に

関
連
す
る
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の

作
品
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

１
９
４
５
年
か
ら
46
年
に
か
け

て
メ
ン
ケ
ン
は
、
初
の
ソ
ロ
映

画﹃
ノ
グ
チ
の
視
覚
的
変
奏
曲
﹄

と
題
さ
れ
た
4
分
間
の
モ
ノ
ク

ロ
作
品
を
制
作
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
グ
リ
ニ
ッ
ジ
・
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
に
あ
る
イ
サ
ム
・
ノ
グ

チ
の
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
横
丁
の

ス
タ
ジ
オ
に
ひ
と
り
で
滞
在
し

て
い
た
メ
ン
ケ
ン
は
、
彼
の
彫

刻
作
品
の
間
や
周
囲
を
素
早
く

移
動
し
、16
ミ
リ
ボ
レ
ッ
ク
ス
・

カ
メ
ラ
を
素
早
く
操
作
し
て
、

遠
近
感
の
急
激
な
変
化
を
実
現

し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
16
ミ
リ

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
上
映
さ
れ

る
﹁V

isual V
ariations on 

N
oguchi

﹂
と
、
ノ
グ
チ
の
関

連
す
る
彫
刻
作
品
の
セ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
こ
の
上

映
展
覧
会
は
、
ノ
グ
チ
の
作
品

を
私
た
ち
の
レ
ン
ズ
の
目
を
通

し
た
動
く
視
点
か
ら
メ
ン
ケ
ン

の
思
惑
を
推
測
す
る
実
験
だ
。

ノ
グ
チ
は
﹁
私
た
ち
が
動
く
か

ら
彫
刻
も
動
く
﹂
と
言
っ
た
そ

う
だ
。
こ
の
展
覧
会
は
、
ノ
グ

チ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
初
め
て

上
映
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
16

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
発
明
１
０
０
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
に
重
な

る
。
同
展
は
ノ
グ
チ
美
術
館
の

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
ケ
イ
ト
・
ウ

ィ
ー
ナ
ー
が
企
画
し
た
。
展

示
は
来
年
２
月
４
日
ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.noguchi.org/

︵
三
浦
︶

THE NOGUCHI MUSEUM
イサム・ノグチ財団庭園美術館
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Tel: 718-204-7088

info@noguchi.org

グリニッジ・ヴィレッジにあったスタ
ジオで作品の横に座るイサム・ノグチ
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2023. All rights reserved. Leemiller.
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私
は
﹁
笑
顔
で
張
り
き
っ

て
い
こ
う
！
﹂
と
い
う
言
葉

が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
は
、

私
が
小
学
6
年
生
だ
っ
た
と

き
に
担
任
の
先
生
が
よ
く
私

達
生
徒
に
向
け
て
言
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
言
葉
で
す
。

こ
の
言
葉
が
NJ
校
に
く
る
前

の
学
校
で
人
間
関
係
の
難
し

さ
に
悩
ん
で
い
た
私
を
救
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
学
校
に
来
る
こ

と
に
な
っ
た
時
は
、
初
め
て

の
転
校
、
し
か
も
ア
メ
リ
カ

へ
の
移
住
と
い
う
こ
と
で
初

め
は
大
き
な
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。
け
れ
ど
先
生
方
も
含

め
、
初
等
部
・
中
等
部
全
校

で
遊
ん
だ
り
、
嫌
な
こ
と
が

あ
っ
た
ら
直
接
ぶ
つ
か
り
合

い
、
話
し
合
っ
た
り
し
て
問

題
点
を
あ
や
ふ
や
に
し
な
い

な
ど
、
少
人
数
で
あ
る
こ
と

を
活
か
し
て
い
る
こ
の
NJ
校

の
良
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん

見
て
、
私
の
不
安
は
す
ぐ
に

無
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
の
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
は
、
互
い
を
尊
重
し
合

い
、
か
つ
自
分
自
身
の
個
性

も
し
っ
か
り
と
出
し
て
い
く

人
達
で
し
た
。
担
任
の
先
生

は
、
私
達
生
徒
の
良
い
と
こ

ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
受
け
止

め
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
先

生
だ
っ
た
の
で
、
私
達
も
思

い
っ
き
り
の
び
の
び
と
心
も

か
ら
だ
も
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
一
年
が

無
か
っ
た
ら
今
の
よ
う
に
積

極
的
に
物
事
に
取
り
組
ん
だ

り
、
物
事
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

考
え
る
こ
と
の
で
き
る
私
は

い
な
か
っ
た
と
断
言
で
き
る

ほ
ど
、
私
に
と
っ
て
と
て
も

意
味
の
あ
る
大
切
な
一
年
で

し
た
。
私
を
そ
ん
な
風
に
変

え
て
く
れ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

や
先
生
に
は
言
葉
で
は
言
い

表
せ
な
い
ほ
ど
感
謝
し
て
い

ま
す
。
本
当
に
こ
の
学
校
に

来
て
よ
か
っ
た
と
、
心
か
ら

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
一
年
を

ぎ
ゅ
っ
と
ま
と
め
た
よ
う
な

こ
の
言
葉
は
私
に
と
っ
て
と

て
も
大
切
で
、
い
つ
も
私
を

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
ア
メ
リ
カ
に
来
て
約

3
年
に
な
り
、
そ
の
先
生
も

帰
国
さ
れ
、
こ
の
言
葉
と
と

も
に
自
分
を
助
け
て
く
れ
た

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
も
今
で
は
一

人
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
私
を
変
え
て
く

れ
た
あ
の
一
年
は
こ
の
言
葉

と
共
に
い
つ
ま
で
も
私
の
中

で
宝
物
で
あ
り
続
け
る
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
３
年
︶

　

私
は
今
回
４
年
ぶ
り
の
運

動
会
に
出
ら
れ
る
の
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
な

ぜ
な
ら
渡
米
後
３
年
間
現
地

校
に
通
っ
て
い
て
、
そ
こ
で

は
運
動
会
が
な
か
っ
た
か
ら

だ
。

　

日
本
の
小
学
校
３
年
生
で

の
運
動
会
は
多
人
数
で
、
私

は
特
に
係
な
ど
は
や
ら
ず
、

先
生
や
高
学
年
の
人
が
運
動

会
を
支
え
て
く
れ
て
い
た
。

で
も
、
今
回
は
日
本
の
小
学

校
で
頑
張
っ
て
い
た
お
兄
さ

ん
お
姉
さ
ん
の
よ
う
に
、
初

め
て
表
現
実
行
委
員
や
得
点

係
な
ど
に
挑
戦
し
た
。

　

８
・
９
年
生
と
協
力
し
て
ダ

ン
ス
の
曲
を
決
め
た
り
、
ダ

ン
ス
の
と
き
に
持
つ
物
を
決

め
た
り
し
た
。
学
校
で
の
ダ

ン
ス
の
練
習
だ
け
で
は
本
番

で
き
ち
ん
と
踊
れ
る
か
心
配

だ
っ
た
の
で
、
家
で
も
曲
を

流
し
な
が
ら
鏡
の
前
で
一
生

懸
命
ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
迎
え
た
運

動
会
当
日
、
表
現
が
う
ま
く

い
く
か
ど
う
か
直
前
ま
で
緊

張
し
て
い
た
。

　

実
際
本
番
で
は
中
等
部
の

み
ん
な
が
心
を
一
つ
に
し
て
、

と
て
も
き
れ
い
に
ダ
ン
ス
を

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
の

で
、
表
現
実
行
委
員
と
し
て

み
ん
な
と
頑
張
っ
て
良
か
っ

た
な
と
思
っ
た
。

誰
か
の
た
め
に
、
自
分
か
ら

積
極
的
に
何
か
に
取
り
組
む

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
運

動
会
だ
っ
た
。

　

私
は
、
４
年
間
ア
メ
リ
カ

で
生
活
し
て
、
こ
の
７
月
に

日
本
に
帰
国
す
る
。
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
協
力
し
た
運

動
会
は
、
私
に
と
っ
て
一
生

忘
れ
ら
れ
な
い
宝
物
と
な
っ

た
。

　

日
本
に
帰
っ
て
も
、
G
J
S

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、

中
学
校
生
活
を
精
一
杯
楽
し

ん
で
い
き
た
い
。︵
滞
米
４
年
︶
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夏
休
み
に
日
本
の
学
校
に

体
験
入
学
し
ま
し
た
。
そ
の

時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

学
校
の
周
り
の
ご
み
拾
い
を

し
た
時
に
、
ご
み
の
量
が
多

い
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
落

ち
て
い
る
ご
み
は
、
や
が
て
、

海
や
森
へ
と
た
ど
り
着
き
、

魚
や
貝
、
動
物
た
ち
が
エ
サ

と
間
違
え
て
食
べ
て
し
ま
い

死
ん
で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

屋
外
は
ご
み
が
た
く
さ
ん

落
ち
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
ポ

イ
捨
て
で
す
。
ポ
イ
捨
て
が

ど
ん
な
に
地
球
環
境
に
悪
い

と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
ご
み
の
量
が

多
す
ぎ
て
ご
み
箱
の
ご
み
が

あ
ふ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
解
決
す
る
た
め
に
、
二

つ
の
提
案
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
も
し
、
屋
外

に
出
て
ご
み
が
落
ち
て
い
た

ら
、
拾
っ
て
ご
み
箱
に
い
れ

て
ほ
し
い
で
す
。
こ
の
提
案

の
理
由
は
、
ポ
イ
捨
て
が
、

火
災
や
交
通
事
故
の
原
因
と

な
っ
た
り
、
環
境
破
壊
や
魚

や
貝
、
動
物
が
死
ん
で
し
ま

う
、
ま
た
、
魚
が
成
長
で
き

ず
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
産
卵
場
所
が
確
保
で
き

ず
魚
の
量
が
減
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。
具
体
的
に
は
、

ポ
ス
タ
ー
で
み
ん
な
に
知
ら

せ
た
り
、
自
分
が
お
手
本
と

な
り
、
ご
み
拾
い
を
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
で
、
他
の
人
も
ポ

イ
捨
て
を
や
め
て
く
れ
た
り
、

ご
み
を
拾
っ
て
く
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
こ

と
で
ご
み
問
題
が
減
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
で
す
。
ご
み
を
減
ら

す
た
め
に
色
々
な
行
動
を
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま 

す
。
こ

の
提
案
の
理
由
は
、
地
球
上

で
ご
み
問
題
が
深
刻
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
具
体
的

に
は
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を

ハ
ン
カ
チ
に
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
水
筒
に
。
書
類
は
、
紙

の
裏
表
を
使
用
す
る
。
レ
ジ

袋
は
エ
コ
バ
ッ
ク
に
な
ど
で

す
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ご
み

が
減
る
こ
と
で
、
ご
み
を
燃

や
す
と
き
に
発
生
す
る
廃
棄

物
に
よ
っ
て
及
ぼ
さ
れ
る
環

境
や
人
体
へ
の
悪
え
い
き
ょ

う
が
減
り
ま
す
。
そ
し
て
地

球
温
暖
化
の
防
止
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
球
環
境

に
悪
え
い
き
ょ
う
を
与
え
て

い
る
ご
み
問
題
は
、
ポ
イ
捨

て
を
や
め
た
り
ご
み
の
量
を

減
ら
す
こ
と
で
環
境
や
人
体

へ
の
え
い
き
ょ
う
を
減
ら
せ

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
12
年
︶

　

サ
イ
パ
ン
の
戦
い
か
ら
か

ら
約
80
年
、
現
在
マ
リ
ア
ナ

諸
島
の
離
島
で
起
き
た
こ
の

戦
い
を
知
っ
て
い
る
人
は
い

る
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の

戦
い
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
だ
っ

た
か
は
計
り
知
れ
な
い
。
ま

た
こ
の
﹁
玉
砕
﹂
の
恐
ろ
し

さ
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　

ま
ず
サ
イ
パ
ン
の
戦
い
と

は
当
時
日
本
の
委
託
統
治
領

で
あ
っ
た
サ
イ
パ
ン
島
に
太

平
洋
戦
争
中
の
1
9
4
4
年

6
月

15
日
に
ア
メ
リ
カ
軍

が
来
攻
し
た
出
来
事
で
あ

る
。
そ
の
と
き
日
本
軍
は

3
1
6
2
9
人
、
ア
メ
リ
カ

軍
は
1
2
7
0
0
0
人
と
ア

メ
リ
カ
軍
は
日
本
軍
の
4
倍

の
兵
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き

ほ
と
ん
ど
の
場
合
撤
退
し
て

島
を
明
け
渡
す
の
が
通
常
だ

が
日
本
軍
は
戦
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
理
由
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
当
時
の
日
本
政
府
が

サ
イ
パ
ン
島
を
﹁
絶
対
国
防

圏
﹂
と
定
め
て
い
た
か
ら
だ
。

　

絶
対
国
防
圏
と
は
太
平
洋

戦
争
に
お
い
て
、
劣
勢
に
立

た
さ
れ
た
大
日
本
帝
国
が
本

土
防
衛
上
及
び
戦
争
継
続
の

た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る

領
土
・
地
点
を
定
め
、
防
衛

を
命
じ
た
地
点
・
地
域
で
あ

る
。
つ
ま
り
日
本
軍
は
島
を

命
が
け
で
守
ら
な
く
て
は
い

け
な
か
っ
た
。
そ
し
て
日
本

軍
が
と
っ
た
攻
撃
の
方
法
が

﹁
玉
砕
﹂
で
あ
る
。
玉
砕
と

は
玉
が
美
し
く
砕
け
る
よ
う

に
、
名
誉
や
忠
義
を
重
ん
じ

て
、
い
さ
ぎ
よ
く
死
ぬ
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
兵
隊
は
死

を
覚
悟
、
ま
た
は
分
か
っ
て

い
た
上
で
戦
っ
て
い
た
の
だ
。

な
ぜ
こ
の
戦
法
を
し
た
か
と

い
う
と
、
当
時
の
陸
軍
中
将
、

斎
藤
義
次
が
こ
の
戦
い
を
前

述
し
た
兵
力
で
持
久
戦
で
は

持
た
な
い
と
判
断
し
た
か
ら

で
あ
る
。

　

結
果
、
開
戦
か
ら

25
日

後
、 

7
月
9
日
に
ア
メ
リ
カ

軍
の
大
勝
で
閉
幕
し
た
。
こ

の
戦
い
で
日
本
軍
は
約
4
万 

1
0
0
0
人
、
ア
メ
リ
カ
軍

は
3
1
2
6
人
が
戦
死
。
ま

た
数
百
人
の
日
本
の
婦
女
子

を
含
む
民
間
人
も
が
断
崖
か

ら
飛
降
り
自
殺
し
た
。
し
か

し
私
は
こ
の
戦
い
の
勝
敗
に

注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
サ

イ
パ
ン
島
玉
砕
が
与
え
た
後

の
影
響
を
着
目
し
て
ほ
し
い
。

　

ア
メ
リ
カ
軍
が
サ
イ
パ
ン

島
を
占
領
し
て
直
後
に
取
り

掛
か
っ
た
の
は
航
空
基
地
の

建
設
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
島

に
飛
行
場
だ
っ
た
か
と
い
う

と
、
日
本
本
土
か
ら
の
距
離

が
近
く
、
本
土
に
空
襲
を
仕

掛
け
る
の
に
効
率
の
良
い
立

地
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
事

実
、
あ
の
東
京
大
空
襲
を
起

こ
し
た
飛
行
機
、
B
・
29
も

こ
こ
か
ら
離
陸
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
サ
イ

パ
ン
島
は
日
本
本
土
を
襲
っ

た
空
襲
に
間
接
的
に
影
響
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
し
て
私
が
言
い
た
い
こ

と
は
サ
イ
パ
ン
の
戦
い
で
﹁
玉

砕
﹂
と
い
う
無
謀
な
戦
法
を

使
わ
ず
持
久
戦
で
時
間
を
稼

い
で
い
た
ら
、
日
本
敗
戦
、

現
在
の
日
本
の
姿
は
変
わ
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。
サ
イ
パ
ン
島
を

簡
単
に
占
領
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
日
本
本
土
の
爆
撃
を
遅

ら
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

に
サ
イ
パ
ン
島
と
い
う
小
さ

な
離
島
は
大
き
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
２
年
︶

 ﹁
サ
イ
パ
ン
玉
砕
が
与
え
た

日
本
へ
の
影
響
﹂

　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
啓
太
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ご
み
問
題
を
減
ら
し
て

地
球
環
境
を
守
ろ
う
﹂

　
　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
穂
花
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 ﹁
充
実
し
思
い
出
に
残
っ
た

運
動
会
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
１
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葵
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
の
閑
静
な
住
宅
街
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

ダ
イ
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
の
あ
る
大
き
な
１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
。
リ
ビ

ン
グ
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
と
も
に
た
っ
ぷ
り
と
し
た
サ
イ
ズ
。
新

し
い
ウ
ッ
ド
フ
ロ
ア
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
浴
室
・
キ
ッ
チ

ン
、
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
を
含
む
4
つ
の
ク
ロ
ー
ゼ

ッ
ト
が
あ
り
収
納
力
も
あ
る
。

　

３
階
の
バ
ッ
ク
に
面
し
て
い
る
の
で
静
か
。
24
時
間
ド
ア
マ

ン
の
コ
ー
プ
、
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
デ
ッ
キ
、
バ
イ
ク
ル
ー
ム
あ
り
。

残
念
な
が
ら
テ
ナ
ン
ト
に
は
ペ
ッ
ト
は
不
可
。

　

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
病
院
、
ス
ロ
ー
ン
ケ
イ
タ
リ
ン
グ
、

コ
ー
ネ
ル
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
近
く
、ト
レ
ー
ダ
ー
・

ジ
ョ
ー
ズ
や
日
本
食
料
品
店
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
ア
ッ
プ
タ
ウ

ン
・
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
行
き
の
バ
ス
停
に
も
近
い
。
地
下
鉄
は

Ｑ
の
72
丁
目
、
２
番
街(

69
丁
目
に
入
り
口)

、
６
番
線
地
下

鉄
に
も
便
利
。
11
月
1
日
以
降
入
居
可
。
手
数
料
な
し
。

　

た
だ
し
コ
ー
プ
な
の
で
ボ
ー
ド
の
審
査
に
4
週
間
ほ
ど
か
か

る
。
家
賃
は
月
額
４
２
０
０
ド
ル
。
不
動
産
手
数
料
は
無
料
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
９
１
７
・
５
４
９
・
５
１
５
７
、

Ｅ
メ
ー
ルm

iyuki3533@
gm

ail.com
 

大
島
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
ユ
ピ
ア
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
不
動
産
︶

ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
住
む

　

美
・
フ
ァ
イ
ン
研
究
所
︵
東

京
都
渋
谷
区
︶
は
９
月
26
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

セ
ミ
ナ
ー
﹁
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ト

レ
ン
ド
の
読
み
と
り
方
﹂
を
開

催
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
山

口
童
子
さ
ん
に
よ
る
﹁
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ト
レ
ン
ド
の
読
み
と
り

方
﹂
と
、
内
藤
文
子
さ
ん
に
よ

る
﹁
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ト
レ
ン
ド

の
実
践
﹂
が
35
分
ず
つ
行
わ
れ

た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
現
代
を
セ

ル
フ
ケ
ア
の
時
代
と
位
置
付

け
、
自
分
を
愛
す
る
こ
と
の
大

切
さ
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
、

自
分
ら
し
い
生
活
の
﹁
セ
ル
フ

ラ
ブ
︵
自
己
愛
︶
﹂
を
重
要
視
し
、

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
た
め
の

時
間
と
し
て
休
息
、
休
養
、
睡

眠
、
運
動
、
旅
行
、
趣
味
、
娯

楽
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
瞑
想
、
音

楽
、
ア
ロ
マ
な
ど
を
あ
げ
、
自

分
ら
し
い
生
き
方
を
す
る
た
め

の
美
容
の
観
点
か
ら
、
ス
キ
ン

ケ
ア
の
必
要
性
、
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
を
覚
え
る
こ
こ
と
、
ヘ
ア
ア

レ
ン
ジ
を
楽
し
む
こ
と
の
大
切

さ
を
紹
介
し
た
。

　

外
見
の
演
出
と
い
う
面
で
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
メ
イ
ク
、
ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
な
ど
日
本
人
の
文

化
や
コ
ロ
ナ
後
の
マ
イ
ン
ド
の

変
化
を
解
説
。
コ
ロ
ナ
後
の
節

約
の
上
位
に
、
美
容
や
衣
料
が

上
が
っ
て
き
て
い
て
、
衣
料
品

の
消
費
額
を
抑
え
た
い
と
い
う

統
計
を
見
せ
な
が
ら
今
後
の
消

費
動
向
に
も
言
及
し
た
。

　

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
関
連
で
は
、

ス
キ
ン
ケ
ア
は
冒
険
し
な
い
、

小
さ
い
コ
ス
メ
を
好
む
、
プ
チ

プ
ラ
を
活
用
す
る
、
ニ
ッ
チ
な

化
粧
品
に
注
目
す
る
。
秋
冬
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ト
レ
ン
ド
と
し

て
日
本
市
場
の
注
目
ア
イ
テ
ム

は
マ
ス
キ
ュ
リ
ン
＆
フ
ァ
ミ
ニ

ン
︵
テ
ー
ラ
ー
ド
・
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
、
パ
ン
ツ
ス
ー
ツ
、
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
、
ワ
イ
ド
パ
ン
ツ
な

ど
︶、
ニ
ュ
ー
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム

︵
ス
ト
レ
ー
ト
ド
レ
ス
、
透
け

感
、
ス
ト
レ
ー
ト
ス
カ
ー
ト
、

ミ
ニ
バ
ッ
グ
・
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ

ッ
グ
︶
が
流
行
す
る
と
し
た
。

美
・
フ
ァ
イ
ン
研
究
所

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ト
レ
ン
ド

の
読
み
と
り
方オン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
解
説

https://www.redac-mr.com/campaign2023
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
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Ｑ　

現
地
校
５
年
の
息
子
が
最

近
イ
ラ
イ
ラ
を
爆
発
さ
せ
て
暴

言
を
吐
い
た
り
、
弟
に
手
も
出

す
こ
と
が
あ
り
心
配
し
て
い
ま

す
。
自
分
で
気
持
ち
を
落
ち
着

け
ら
れ
る
よ
う
、
親
と
し
て
ど

う
指
導
し
て
い
け
ば
よ
い
で
し

ょ
う
か
。
︵
Ｎ
Ｊ
州
、
母
︶

Ａ　

子
供
も
大
人
と
同
じ
よ
う

に
日
常
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス

を
経
験
し
ま
す
。
特
に
現
地
校

に
通
う
日
本
の
子
供
は
常
に
言

葉
や
文
化
の
壁
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ

と
も
多
い
で
し
ょ
う
。
特
に
今

は
新
学
年
が
始
ま
り
、
先
生
や

ク
ラ
ス
の
生
徒
も
変
わ
り
、
学

年
が
進
み
勉
強
も
難
し
く
な
っ

て
何
か
と
ス
ト
レ
ス
が
高
ま
り

や
す
い
時
期
で
す
。
人
は
ス
ト

レ
ス
が
高
い
状
態
に
い
る
と
、

周
り
の
出
来
事
や
人
、
ま
た
自

分
自
身
に
対
し
て
も
、
否
定
的
・

悲
観
的
に
見
た
り
考
え
た
り
し

が
ち
で
す
。
す
る
と
少
し
の
こ

と
で
も
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
怒

り
が
爆
発
し
や
す
く
な
リ
ま

す
。
学
校
生
活
に
ま
た
う
ま
く

順
応
し
て
く
た
め
に
も
、
子
供

が
怒
り
や
イ
ラ
イ
ラ
を
う
ま
く

マ
ネ
ー
ジ
す
る
術
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
は
自
分
の
怒
り
を
静

め
、
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る

の
に
効
果
的
な
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
法
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
ま
ず
は
子
供
に
、
何
か
嫌

な
こ
と
が
あ
り
怒
り
の
感
情
が

起
こ
る
の
は
自
然
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
怒

り
に
ま
か
せ
人
や
自
分
を
傷
つ

け
た
り
、
や
る
べ
き
こ
と
を
し

な
か
っ
た
り
、
人
に
迷
惑
を
か

け
た
り
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
、
そ
れ
ら
は
何
の
解
決
に
も

な
ら
な
い
こ
と
を
説
明
し
ま

す
。
何
か
に
対
し
怒
り
が
沸
き
、

よ
く
な
い
行
動
を
し
そ
う
に
な

っ
た
時
に
気
持
ち
を
静
め
る
方

法
は
種
々
あ
り
ま
す
。
以
下
に

５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
実
際
に
子
供
が
怒
り
を

感
じ
た
場
面
を
想
像
し
な
が
ら

親
子
で
ト
ラ
イ
し
て
み
て
下
さ

い
。

①
自
分
が
し
て
い
る
こ
と
を
止

め
そ
の
場
を
離
れ
る
︵
離
れ
ら

れ
な
い
場
合
は
目
を
閉
じ
る
︶
。

怒
り
が
起
こ
っ
た
場
に
居
続
け

る
と
ま
す
ま
す
怒
り
が
エ
ス
カ

レ
ー
ト
す
る
。
ま
ず
は
怒
り
の

原
因
と
な
っ
た
こ
と
や
人
か
ら

離
れ
る
の
が
大
切
。
別
の
部
屋

に
行
く
、
無
理
な
ら
そ
の
部
屋

の
隅
へ
行
き
壁
を
向
く
、
あ
る

い
は
目
を
閉
じ
て
体
を
他
へ
向

け
る
な
ど
。

②
深
呼
吸
を
３
回
す
る
。

　

深
呼
吸
は
副
交
感
神
経
に
働

き
か
け
心
拍
数
や
血
圧
を
下
げ

た
り
、
筋
肉
の
緊
張
を
和
ら
げ

体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果

が
あ
る
。
心
と
体
の
状
態
は
密

接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
体
が

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
れ
ば
気
分
も
落

ち
着
く
。
︵
１
︶
ゆ
っ
く
り
と

息
が
お
な
か
の
底
ま
で
届
く
よ

う
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
大
き
く
吸

い
こ
む
︵
い
ー
ち
、
に
ー
い
、

と
４
つ
数
え
る
程
度
︶
、
︵
２
︶

２
つ
数
え
る
間
息
を
止
め
る
、

︵
３
︶
息
を
ゆ
っ
く
り
と
吐
き

切
る
︵
５
つ
数
え
る
程
度
、
こ

の
時
﹁
大
丈
夫
﹂
、
﹁
リ
ラ
ッ
ク

ス
﹂
な
ど
心
の
中
で
落
ち
着
け

る
言
葉
を
唱
え
る
と
よ
り
効
果

的
︶
。
呼
吸
中
は
下
腹
が
︵
胸

で
は
な
く
︶
風
船
の
よ
う
に
膨

れ
た
り
し
ぼ
ん
だ
り
し
て
い
る

こ
と
を
意
識
し
て
行
う
。

③
手
を
開
い
て︵
パ
ー
に
し
て
︶

安
全
な
場
所
へ
置
く
︵
自
分
の

膝
、
机
の
上
な
ど
︶。

④
10
か
ら
１
ま
で
ゆ
っ
く
り
数

え
る︵﹁
じ
ゅ
ー
う
、き
ゅ
ー
う
﹂

と
心
の
中
で
数
え
る
︶。

　

大
事
な
の
は
怒
り
の
原
因
以

外
の
こ
と
で
頭
を
満
た
す
こ

と
。落
ち
着
け
る
イ
メ
ー
ジ︵
癒

さ
れ
る
田
舎
の
風
景
、
ペ
ッ
ト

の
可
愛
い
姿
な
ど
︶
を
思
い
浮

か
べ
る
の
も
よ
い
。

⑤
人
や
物
に
あ
た
る
こ
と
な
く

自
分
の
怒
り
を
静
め
る
方
法
を

考
え
る
。
顔
を
洗
う
、
冷
た
い

水
を
飲
む
、
好
き
な
音
楽
を
聞

く
・
本
を
読
む
、
心
の
中
に
あ

る
こ
と
を
絵
に
描
い
た
り
文

章
に
す
る
、 

体
を
動
か
す
、
信

頼
で
き
る
人
に
気
持
ち
を
話
す

︵
家
族
に
聞
い
て
も
ら
う
、
友

達
に
電
話
す
る
︶
な
ど
様
々
な

こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
供
が
自

分
に
合
っ
た
方
法
を
見
つ
け
る

手
助
け
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

子
供
に
亀
の
イ
メ
ー
ジ
を
使

っ
て
説
明
し
て
み
て
下
さ
い
。

亀
は
危
険
を
感
じ
た
ら
甲
羅
に

こ
も
り
身
を
守
り
ま
す
。
固
い

甲
羅
は
外
部
か
ら
自
分
を
守
っ

て
く
れ
ま
す
。
人
も
同
じ
よ
う

に
、
目
を
閉
じ
る
だ
け
で
心
の

中
に
誰
も
入
れ
な
い
自
分
だ
け

の
安
全
な
場
所
を
確
保
で
き
る

こ
と
を
伝
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
中
で
は
落
ち
着
い
た

気
持
ち
に
な
れ
る
こ
と
、
そ
う

す
れ
ば
適
切
に
問
題
に
対
処
で

き
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

最
初
は
難
し
く
て
も
繰
り
返
し

練
習
す
れ
ば
徐
々
に
身
に
つ
い

て
い
き
ま
す
。
怒
り
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
た
ら
褒
め
、
少
し

ず
つ
で
き
る
よ
う
導
い
て
あ
げ

て
下
さ
い
。
次
回
は
認
知
行
動

療
法
を
用
い
た
方
法
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
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Ｗ
Ｉ
Ｎ
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
10
月
22
日
︵
日
︶
午
後
９
時

か
ら
10
時
ま
で
メ
デ
ィ
テ
ー
シ

ョ
ン
無
料
体
験
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
す
る
。
今
以
上
の
最

高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮

し
た
い
！
と
考
え
る
人
向
け
に

心
身
不
調
を
解
決
す
る
脳
神
経

メ
ソ
ッ
ド
を
体
験
す
る
も
の
。

体
験
会
に
必
要
な
も
の
・
バ
ス

タ
オ
ル
2
枚
・
飲
料
水︵
任
意
︶・

筆
記
用
具
︵
任
意
︶

参
加
申
し
込
み
は

h
ttp

s
:/

/
m

o
s

h
.jp

/
services/128447

Ｗ
Ｉ
Ｎ
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

無
料
体
験
会
22
日
に
開
催

　

香
錦
書
道
教
室
が
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
︵934 3rd A

ve

︶

で

書

道
教
室
を
開
催
す
る
に
あ
た
り

参
加
生
徒
を
募
集
し
て
い
る
。

講
師
は
学
書
院
・
正
師
範
・
九

段
の
ヒ
ラ
ド
キ
ー
福
島
由
紀
さ

ん
。
ク
ラ
ス
は
日
英
二
か
国
語

で
指
導
し
、
金
曜
日
と
日
曜
日

に
５
回
開
催
す
る
。
金
曜
ク
ラ

ス
は
10
月
20
日
、
27
日
、
11
月

3
日
、
10
日
、
17
日
。
時
間
は

午
後
4
時
か
ら
5
時
ま
で
、
ま

た
は
午
後
5
時
30
分
か
ら
6

時
30
分
ま
で
。
日
曜
日
ク
ラ
ス

は
10
月
22
日
、
29
日
、
11
月
5

日
、
12
日
、
19
日
。
時
間
は
午

後
1
時
か
ら
2
時
ま
で
、
ま
た

は
午
後
2
時
30
分
か
ら
3
時
30

分
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
対
象

は
5
歳
以
上
で
グ
ル
ー
プ
レ
ッ

ス
ン
形
式
。
授
業
料
は
5
回
で

１
２
５
ド
ル
。
書
道
具
レ
ン
タ

ル
の
オ
プ
シ
ョ
ン
あ
り
︵
ク
ラ

ス
１
回
に
つ
き
５
ド
ル
。
半
紙

と
墨
汁
は
別
料
金
で
買
い
取

り
の
み
︶。
申
し
込
み
は
Ｅ
メ

ー

ルkokinshodo@
gm

ail.
com

ま
で
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.kokinshodo.com

楽しい
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
3
か

月
。
国
内
・
海
外
旅
行
や
日
本

へ
の
一
時
帰
国
を
満
喫
さ
れ
た

方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

秋
〜
冬
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
や
サ

ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
、
ク
リ
ス
マ

ス
、
年
末
年
始
な
ど
、
年
に
一

度
の
大
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
！
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
は

各
観
光
地
も
大
盛
り
上
が
り

で
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
ま
す
。
特
に
人
気
の

旅
行
先
は
空
き
が
す
で
に
埋
ま

り
始
め
て
い
る
の
で
、
こ
の
機

会
に
ホ
リ
デ
ー
の
旅
行
計
画
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

⑴
冬
こ
そ
行
き
た
い
！
南
国

リ
ゾ
ー
ト
﹁
カ
リ
ブ
海
﹂

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
も
気
軽
に
行

け
る
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
﹁
カ
リ

ブ
海
﹂
。
そ
の
中
で
も
特
に
ア

メ
リ
カ
在
住
の
日
本
人
の
方

に
も
人
気
な
の
が
、
﹁
メ
キ
シ

コ
・
カ
ン
ク
ン
﹂
。
ビ
ー
チ
に

近
い
ホ
テ
ル
エ
リ
ア
に
は
、
家

族
向
け
か
ら
カ
ッ
プ
ル
に
人
気

の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
大
人
専

用
ホ
テ
ル
ま
で
多
種
多
様
な
ホ

テ
ル
が
立
ち
並
ん
で
お
り
、
旅

行
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
ホ
テ
ル

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
カ
リ
ブ
海
リ
ゾ
ー
ト
と
い

え
ば
﹁
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
﹂
プ
ラ
ン
。
食
事
や
ア
ル
コ

ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
な
ど
の
費
用
ま
で
コ

ミ
コ
ミ
の
贅
沢
プ
ラ
ン
で
、
リ

ゾ
ー
ト
内
で
は
お
財
布
い
ら
ず

で
快
適
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け

ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ン
ク
ン
で
外
せ
な

い
世
界
遺
産
や
本
場
メ
キ
シ
コ

料
理
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

も
充
実
し
て
い
る
の
で
、
滞
在

中
は
満
喫
で
き
る
こ
と
間
違
い

な
し
で
す
。

　

カ
ン
ク
ン
以
外
に
も
、
カ
リ

ブ
海
に
は
バ
ハ
マ
や
ア
ル
ー

バ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
セ
ン
ト
・

マ
ー
チ
ン
島
、
タ
ー
ク
ス
・
カ

イ
コ
ス
諸
島
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和

国
、
キ
ュ
ラ
ソ
ー
、
中
米
の
コ

ス
タ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
領
の
プ

エ
ル
ト
リ
コ
な
ど
、
特
色
豊
か

な
ユ
ニ
ー
ク
な
国
々
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
の

異
な
る
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
を
満

喫
す
る
こ
と
が
で
き
、
ビ
ー
チ

以
外
に
も
現
地
の
歴
史
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。

　

⑵
ク
リ
ス
マ
ス
・
年
末
年
始

は
特
別
な
場
所
で
特
別
な
瞬
間

を
！

　

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ベ

ン
ト
を
思
い
っ
き
り
楽
し
み
た

い
方
に
お
す
す
め
な
の
が
、
世

界
屈
指
の
広
さ
を
誇
る
﹁
フ
ロ

リ
ダ 

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ

ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
﹂。

世
界
中
に
フ
ァ
ン
も
多
く
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
の

シ
ー
ズ
ン
に
は
特
別
な
限
定
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
で

有
名
で
す
。
特
に
年
越
し
の
イ

ベ
ン
ト
は
一
年
の
中
で
も
盛
り

上
が
り
が
最
高
潮
！
ま
た
、
デ

ィ
ズ
ニ
ー
直
営
ホ
テ
ル
に
宿
泊

す
れ
ば
、
滞
在
中
は
朝
か
ら
夜

ま
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
一
色
で
過
ご

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
年
の

締
め
く
く
り
と
新
年
の
始
ま
り

を
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
で

過
ご
す
特
別
な
瞬
間
、
ご
友
人

や
ご
家
族
と
一
生
の
思
い
出
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

⑶
こ
の
シ
ー
ズ
ン
し
か
見
れ
な

い
神
秘
の
﹁
オ
ー
ロ
ラ
﹂

　

シ
ー
ズ
ン
到
来
！
毎
年
秋
か

ら
春
先
ま
で
オ
ー
ロ
ラ
が
見
ら

れ
る
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
。

実
は
ア
メ
リ
カ
国
内
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
を
ご
存
じ
で

す
か
？
北
半
球
で
最
も
明
る
い

オ
ー
ロ
ラ
を
見
ら
れ
る
こ
と
で

有
名
な
﹁
ア
ラ
ス
カ
﹂
は
国
内

旅
行
と
し
て
気
軽
に
行
く
こ
と

が
で
き
、
家
族
旅
行
は
も
ち
ろ

ん
ハ
ネ
ム
ー
ン
旅
行
な
ど
に
も

人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
一
番

近
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
﹁
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
﹂
も
オ
ー
ロ
ラ
の
メ

ッ
カ
と
し
て
知
ら
れ
、
東
海
岸

か
ら
は
直
行
便
で
約
5
時
間

と
、
国
内
旅
行
と
変
わ
ら
な
い

気
軽
さ
で
訪
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ア
ラ
ス
カ
と
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
と
も
に
温
泉
地
と
し
て
も

有
名
で
、
日
本
の
温
泉
が
恋
し

い
方
に
も
注
目
の
ス
ポ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
隣
カ
ナ
ダ
の
﹁
イ

エ
ロ
ー
ナ
イ
フ
﹂
も
オ
ー
ロ
ラ

の
地
と
し
て
有
名
で
、
冬
だ
け

で
な
く
夏
で
も
オ
ー
ロ
ラ
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑷
豪
華
で
贅
沢
な
の
に
実
は
手

頃
な
﹁
ク
ル
ー
ズ
﹂

　

乗
船
中
は
毎
日
贅
沢
に
過
ご

し
、
寝
て
い
る
間
に
次
の
目
的

地
へ
。
ア
メ
リ
カ
発
の
ク
ル
ー

ズ
ツ
ア
ー
の
多
く
は
、
普
段
は

船
上
で
過
ご
し
な
が
ら
カ
リ
ブ

海
の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
立
ち
寄
り

ま
す
。
ホ
テ
ル
並
み
の
客
室
は

も
ち
ろ
ん
、プ
ー
ル
や
シ
ョ
ー
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ー
、
多
種
多
様
な
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
、
海
の
上
に
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
豪
華
な

施
設
が
備
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
ほ
と
ん
ど
は
ク
ル
ー
ズ
代

金
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
途
中

立
ち
寄
る
カ
リ
ブ
海
の
島
々
で

は
、
一
度
船
を
降
り
て
現
地
で

の
絶
景
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

豪
華
な
イ
メ
ー
ジ
の
ク
ル
ー

ズ
で
す
が
1
泊
１
０
０
ド
ル
ほ

ど
か
ら
行
け
る
も
の
も
あ
り
、

フ
ロ
リ
ダ
以
外
に
も
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
か
ら
各
ク
ル
ー
ズ
会
社
の

客
船
が
出
港
し
て
お
り
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
近
郊
に
お
住
ま
い
の

方
は
も
ち
ろ
ん
、
他
州
か
ら
お

越
し
の
際
や
、
日
本
か
ら
の
ご

家
族
や
ご
友
人
と
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
観
光
に
プ
ラ
ス
し
て
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

年
に
一
度
の
ホ
リ
デ
ー
シ
ー

ズ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
、
今
年
を
逃

す
と
次
は
一
年
後
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
冬
の

旅
行
計
画
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

旅
行
会
社 

ア
ム
ネ
ッ
ト 

バ
ケ

ー
シ
ョ
ン/

テ
ー
マ
パ
ー
ク
デ

ス
ク
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２
０
２
３
ホ
リ
デ
ー
・
年
末
年
始
お
す
す
め
旅
行
先

今
年
も
残
り
3
か
月
！
特
別
な
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

９
月
12
日
、
２
０
２
３
年
度

国
立
科
学
博
物
館
﹁
重
要
科
学

技
術
史
資
料
︵
愛
称
：
未
来
技

術
遺
産
︶﹂
20
件
の
登
録
証
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
重
要

科
学
技
術
史
資
料
へ
の
登
録
制

度
は
、
私
が
務
め
て
い
る
国
立

科
学
博
物
館
が
﹁
科
学
技
術

の
発
達
史
上
重
要
な
成
果
を
示

し
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く

上
で
重
要
な
意
義
を
持
つ
科
学

技
術
史
資
料
﹂
及
び
﹁
国
民
生

活
、
経
済
、
社
会
、
文
化
の
在

り
方
に
顕
著
な
影
響
を
与
え
た

科
学
技
術
史
資
料
﹂
の
保
存
と

活
用
を
図
る
た
め
、
２
０
０
８

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
︵
第
16
回
︶
の
登
録
に
よ

り
合
計
３
６
３
件
の
登
録
と
な

り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
世
界
初

の
屋
外
用
カ
ラ
ー
大
型
表
示
用

光
源
管
や
国
産
初
の
露
光
・
現

像
一
体
型
の
卓
上
複
写
機
等
、

貴
重
な
資
料
が
数
多
く
登
録
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
私
が

特
に
興
味
深
い
と
思
っ
た
２
点

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
つ
は
、
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
飛

行
船
骨
組
み
の
破
片
︵
株
式

会
社
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
所
蔵
︶
で
す
。

１
９
１
６
年
ロ
ン
ド
ン
駐
在
の

氏
家
機
関
中
佐
は
、
ド
イ
ツ
開

発
の
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
を
使
用
し

た
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
飛
行
船
の
破

片
を
入
手
し
、
日
本
海
軍
を
経

由
し
て
住
友
伸
銅
所
に
も
た
ら

し
ま
し
た
。
調
査
を
行
っ
た
杉

浦
稠
三
は
、
分
析
結
果
を
も
と

に
翌
年
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
試
作

を
開
始
し
、
２
年
後
に
開
発
に

成
功
、﹁
住
友
軽
銀
﹂
と
命
名

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
日
本
の

航
空
機
用
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金

生
産
の
端
緒
と
な
り
、
そ
の
後

世
界
最
高
強
度
と
な
る
超
々
ジ

ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
開
発
及
び
実
用

化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
箱
裏

に
は
、
超
々
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
発

明
者
の
五
十
嵐
勇
に
よ
る
添
書

き
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
同

時
に
超
々
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
開
発
に
関
す
る
研
究
報
告
書

や
航
空
機
用
プ
ロ
ペ
ラ
ブ
レ
ー

ド
の
鍛
造
金
型
、
海
中
か
ら
引

き
揚
げ
ら
れ
た
零
式
艦
上
戦
闘

機
︵
五
二
型
︶
の
一
部
も
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
世
界
で
初
め

て
人
工
的
に
雪
の
結
晶
の
製
作

に
成
功
し
た
研
究
室
資
料
︵
北

海
道
大
学
低
温
科
学
研
究
所
︶

で
す
。
１
９
３
６
年
に
実
験
が

行
わ
れ
た
当
時
の
研
究
室
の
掲

示
物
で
あ
る
北
海
道
帝
国
大
学

常
時
低
温
研
究
室
規
程
施
行
細

則
や
、二
重
ガ
ラ
ス
管
︵
復
元
︶、 

ウ
サ
ギ
の
腹
毛
、
雪
の
結
晶

の
レ
プ
リ
カ
が
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
二
重
ガ
ラ
ス
管
は
、
北
海

道
大
学
の
内
製
で
、
文
献
等
を

基
に
寸
法
と
形
状
が
正
確
に
再

現
さ
れ
、
１
９
９
４
年
開
設
の

中
谷
宇
吉
郎
雪
の
科
学
館
︵
石

川
県
加
賀
市
︶
の
開
館
時
の
再

現
実
験
や
撮
影
に
用
い
ら
れ
ま

し
た
。

　

ウ
サ
ギ
の
腹
毛
は
、
低
温
研

で
の
実
験
に
用
い
ら
れ
た
も
の

で
、
雪
の
結
晶
の
レ
プ
リ
カ
は

中
谷
宇
吉
郎
自
身
が
雪
の
結
晶

の
形
を
樹
脂
で
固
定
し
た
標
本

で
す
。
い
ず
れ
も
、
世
界
の
雪
・

氷
光
学
の
原
点
と
し
て
重
要
な

資
料
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

北
海
道
大
学
低
温
科
学
研
究
所

の
跡
地
︵
現
在
の
北
海
道
大
学

総
合
博
物
館
北
側
︶
に
は
﹁
人

工
雪
誕
生
の
地
﹂
の
記
念
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

国
立
科
学
博
物
館
で
は
９
月
12

日
か
ら
24
日
ま
で
、
日
本
館
１

階
の
中
央
ホ
ー
ル
で
未
来
技
術

遺
産
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま

し
た
。
来
年
度
以
降
も
楽
し
み

で
す
。︵
栗
原
祐
司
　
国
立
科

学
博
物
館
副
館
長
︶

未来技術遺産
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﹁
人
生
が
２
度
あ
れ
ば
﹂
と

歌
手
井
上
陽
水
さ
ん
の
歌
詞
が

あ
り
ま
す
。
人
生
で
失
敗
し
挫

折
と
後
悔
か
ら
又
歩
み
だ
し
新

し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
に
は
人

生
の
尺
は
短
い
で
す
。
戦
後
の

日
本
は
敗
戦
を
糧
に
経
済
復
興

を
成
し
ま
す
。
し
か
し
近
年
の

失
わ
れ
た
30
年
間
は
所
得
も
上

が
ら
ず
国
際
競
争
力
が
失
わ
れ

て
日
本
は
貧
乏
な
国
に
な
り
ま

し
た
。
私
も
事
業
の
成
功
と
失

敗
を
繰
り
返
し
あ
っ
と
い
う
間

に
人
生
の
晩
年
を
迎
え
ま
し

た
。
今
に
思
え
ば
親
や
妻
子
に

も
っ
と
あ
あ
し
て
や
れ
ば
良
か

っ
た
の
に
と
後
悔
の
日
々
で

す
。

　

た
だ
し
幸
い
に
最
近
の
日
本

で
は
人
生
百
歳
の
時
代
に
突
入

と
言
い
ま
す
。
企
業
定
年
が
60

歳
な
ら
ば
後
が
短
く
て
も
人
生

は
２
度
目
の
ス
タ
ー
ト
が
あ
り

ま
す
。
問
題
は
気
力
と
体
力
で

す
ね
。
そ
れ
と
後
半
の
人
生
は

何
を
な
す
べ
き
か
？
日
本
に
は

習
い
事
の
文
化
あ
り
ま
す
。
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
で
好
き
な
事
を
手
に
職

を
つ
け
て
人
生
百
年
時
代
を
副

業
に
し
て
稼
ぎ
楽
し
む
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
定
年
後
に
も
子
育

て
後
に
も
自
分
自
身
の
経
済
基

盤
を
新
た
に
持
つ
。
そ
の
初
期

投
資
は
必
要
で
す
。
そ
し
て
日

本
の
文
化
を
世
界
へ
輸
出
す

る
。
日
本
の
ア
ニ
メ
や
コ
ス
プ

レ
は
欧
州
で
は
人
気
で
す
。
そ

れ
に
日
本
人
の
女
性
が
と
て
も

 

梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

２度目の人生を

楽しむ
58

人
気
が
あ
り
ま
す
。
人
気
投
票

で
世
界
１
位
で
20
歳
く
ら
い
若

く
見
え
る
と
良
く
聞
き
ま
す
が

廻
り
に
聞
く
と
本
当
の
よ
う
で

す
。
但
し
男
子
は
人
気
が
落
ち

る
ら
し
い
で
す
ね
。
エ
ス
コ
ー

ト
の
習
慣
が
あ
り
ま
せ
ん
も
の

ね
。
新
し
い
文
化
を
世
界
へ
発

信
す
る
。
そ
れ
が
ソ
フ
ト
・
パ

ワ
ー
外
交
で
す
ね
。
経
済
大
国

や
軍
事
大
国
で
な
く
て
も
市
民

が
進
め
る
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

で
の
文
化
大
国
。
私
は
政
治
家

で
も
な
く
著
名
な
実
業
家
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
の
個
人
事

業
主
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
す
。

で
も
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
芸

術
的
に
自
分
の
人
生
を
生
き

る
。
そ
う
願
っ
て
ま
す
。

　

先
日
故
郷
の
唐
津
に
帰
る
前

に
国
会
議
員
会
館
で
阿
達
雅
志

参
議
院
議
員
に
お
会
い
し
ま
し

た
。
阿
達
議
員
は
東
大
法
学
部

卒
〜
住
友
商
事
勤
務
〜
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
学
法
学
ロ
ー
・
ス
ク

ー
ル
〜
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
弁
護

士
か
ら
参
議
院
議
員
に
な
ら
れ

た
優
秀
な
逸
材
で
す
。
な
の
に

柔
和
で
優
し
く
剣
道
五
段
で
ピ

ア
ノ
も
極
め
ら
れ
た
才
人
。
私

が
45
年
前
に
地
方
政
治
家
の
秘

書
の
頃
の
政
治
家
像
と
は
全
然

に
違
い
ま
す
。
現
在
は
外
交
防

衛
委
員
長
と
の
こ
と
。
国
際
外

交
を
担
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
１
年
振
り
に
会
っ
た

唐
津
市
長
の
峰
達
郎
さ
ん
は

2
０
１
７
年
に
私
が
国
連
へ
と

誘
い
唐
津
名
所
で
日
本
三
大
松

原
の
虹
の
松
原
の
保
護
活
動
が

S

ＤG
s

の
原
点
と
の
ス
ピ
ー

チ
を
共
に
し
ま
し
た
。
峰
達
郎

市
長
は
活
力
が
あ
り
ま
す
。
地

方
は
な
か
な
か
新
し
い
事
は
決

ま
り
ま
せ
ん
。
唐
津
は
韓
国
や

中
国
に
位
置
的
に
も
近
く
て
名

前
も
唐
︵
中
国
︶
津
︵
湊
︶
は

名
前
の
通
り
で
ア
ジ
ア
と
歴
史

的
に
深
い
繋
が
り
が
あ
り
ま

す
。
敢
え
て
私
は
唐
突
に
パ

ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
の
祭
典

H
onolulu

フ
ェ
ス
テ
バ
ル
と

の
関
係
で
雑
談
の
中
で
姉
妹
都

市
の
提
案
を
し
ま
す
。
そ
れ
に

は
民
間
の
道
の
後
に
行
政
が
動

く
こ
と
が
大
事
で
す
。
し
か
し

簡
単
に
は
行
き
ま
せ
ん
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
方
に
何
の

為
に
11
回
も
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
で
無
料
招
待
のkajikis 

show

を
や
る
の
？
と
良
く
聞

か
れ
ま
す
。
そ
れ
は
自
分
に
と

っ
て
も
出
演
す
る
皆
さ
ん
に
も

価
値
あ
る
事
で
自
分
の
人
生
を

潤
す
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
２
度
目
の
人
生
を
輝

く
の
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

kajikis show

は
続
き
ま
す
。　

 ︵
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
︶

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
イ
ン

ウ
ッ
ド
在
住
の
ア
ー
テ
ィ

ス

ト

佐

藤

可

英

が

個

展

﹁T
R

A
N

SB
O

U
N

D
A

R
Y

﹂

を

10
月

30
日
ま
でB

uunni 
C

offee Inw
ood

︵
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
４
９
６
１
番
地
︶
に
て

開
催
し
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
の

﹁T
R

A
N

SB
O

U
N

D
A

R
Y

﹂

に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
は
境
界
を
超
え
る
社

会
で
あ
る
事
と
、
一
つ
の
地
球

の
中
で
お
互
い
を
尊
重
し
合
い

繋
が
る
と
い
う
佐
藤
の
希
望
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

開
廊
時
間
は
月
〜
土
曜
が
午

前
８
時
か
ら
午
後
５
時
、
日
曜

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
10
月
7

日
︵
土
︶
午
後
2
時
半
か
ら
4

時
半
ま
で
開
催
す
る
。

佐
藤
可
英　

武
蔵
野
美
術
大
学

を
１
９
９
３
年
に
卒
業
後
、
日

本
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
個
展
、

グ
ル
ー
プ
展
、
公
募
展
を
中
心

に
活
動
。
２
０
１
３
年
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
拠
点
を
移
す
。

佐
藤
可
英
が
Ｎ
Ｙ
展

TR
A

N
SB

O
U

N
D

A
RY

境
界
を
超
え
る
社
会
描
く

作品　Upstream South 38x64

　

テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
で
日
本
の
テ
レ

ビ
番
組
を
24
時
間
放
送
し
て
い

る
唯
一
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
。
日
本

と
同
時
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー

ス
を
は
じ
め
、
最
新
ド
ラ
マ
や

話
題
の
映
画
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
、
音
楽
番

組
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
・
教
養

か
ら
、
ア
ニ
メ
や
子
ど
も
番
組

ま
で
、
多
彩
な
番
組
が
楽
し
め

る
。

　

連
続
テ
レ
ビ
小
説
は
﹁
ブ
ギ

ウ
ギ
﹂
が
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
秋

話
題
の
新
ド
ラ
マ
も
盛
り
だ
く

さ
ん
で
、
人
気
バ
ラ
エ
テ
ィ
や

ア
ニ
メ
も
復
活
す
る
。

　

新
・
連
続
テ
レ
ビ
小
説
﹁
ブ

ギ
ウ
ギ
﹂
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
趣

里
。
笠
置
シ
ヅ
子
さ
ん
を
モ
デ

ル
に
、
戦
後
を
明
る
く
照
ら
し

た
ス
タ
ー
歌
手
の
物
語
を
描

く
。
ま
た
、
鈴
木
亮
平
主
演
、

高
校
野
球
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
愛
を
描
く
﹁
下
剋
上
球
児
﹂、

二
宮
和
也 

中
谷
美
紀 

大
沢
た

か
お
が
ト
リ
プ
ル
主
演
し
、
聖

夜
の
1
日
を
描
く
謎
と
奇
跡
と

愛
の
物
語
﹁﹁O

N
E

 D
A

Y

〜

聖
夜
の
か
ら
騒
ぎ
〜
﹂、
放
送

４
０
０
回
を
突
破
し
た
水
谷
豊

主
演
の
人
気
ド
ラ
マ
シ
リ
ー

ズ
﹁
相
棒 Season 

22
﹂、
小

池
栄
子
主
演
、
笑
っ
て
泣
け
る

ネ
オ
・
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
コ
メ
デ

ィ
﹁
コ
タ
ツ
が
な
い
家
﹂、﹁
フ

ィ
ク
サ
ー
﹂
を
題
材
に
描
く
人

気
ド
ラ
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
﹁
フ

ィ
ク
サ
ー Season3

﹂、
女
将

軍
が
率
い
る
﹁
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー

ル
ド
﹂
を
描
い
た
﹁
大
奥
﹂
の

シ
ー
ズ
ン
2
が
ス
タ
ー
ト
す
る

ほ
か
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
﹁
ま

ん
ぷ
く
﹂
と
プ
レ
ミ
ア
ム
ド
ラ

マ
﹁
一
億
円
の
さ
よ
う
な
ら
﹂

を
ア
ン
コ
ー
ル
放
送
す
る
。
バ

ナ
ナ
マ
ン
と
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ

マ
ン
が
Ｍ
Ｃ
の
大
人
気
バ
ラ
エ

テ
ィ
！
﹁
バ
ナ
ナ
サ
ン
ド
﹂
と
、

ア
ニ
メ
﹁
ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋 

銭
天
堂
﹂
が
復
活
す
る
。
映
画

は
2
作
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説

連続テレビ小説「ブギウギ」　（写真・NHK）

連
続
テ
レ
ビ
小
説

　

笠
置
シ
ヅ
子
モ
デ
ル
に

   
﹁
ブ
ギ
ウ
ギ
﹂
ス
タ
ー
ト

 

10
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

　

生
け
花
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
Ｎ
Ｙ
は
10
月
12
日
︵
木
︶

午
前
11
時
か
ら
午
後
１
時
ま

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
物
園

︵ 2900 Southern
 B

lvd. 
B

ronx

︶
の
ロ
ス
・
レ
ク
チ
ャ

ー
ホ
ー
ル
に
て
生
け
花
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
展
示
を
行

う
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
植
物
園
と

生
け
花
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

Ｎ
Ｙ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

企
画
で
、
京
都
か
ら
池
坊
中
央

研
修
学
院
の
野
田
学
教
授
を
招

い
て
行
わ
れ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
39

ド
ル
︵
植
物
園
メ
ン
バ
ー
は
35

ド
ル
︶
は
左
記
サ
イ
ト
よ
り
購

入
の
こ
と
。

h
ttp

s://ik
e

b
a

n
a

n
y

_
N

Y
B

G
_

2
0

2
3

_
d

e
m

o
.

eventbrite.com

10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
購
入

は in
fo@

ikeban
an

y
.org

︵D
ebbie K

opinski

さ

ん

︶

ＮＹ植物園で展示会
生け花インターナショナル NY

10月12日に実演も

を
大
泉
洋
主
演
で
映
画
化
し

た
﹁
騙
し
絵
の
牙
﹂
と
、﹁
コ

ン
フ
ィ
デ
ン
ス
マ
ン
Ｊ
Ｐ
﹂
劇

場
版
シ
リ
ー
ズ
第
2
弾
﹁﹁
コ

ン
フ
ィ
デ
ン
ス
マ
ン
Ｊ
Ｐ
プ
リ

ン
セ
ス
編
﹂
を
放
送
す
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

tvjapan.net/

参
照
。

 

星
の
島
句
会

て
の
ひ
ら
に
照
葉
い
ち
ま
い
詩
の
ご
と
し 

月
野
ぽ
ぽ
な

解
け
そ
う
で
解
け
な
い
パ
ズ
ル
秋
時
雨 

斉
藤
テ
リ
ー

良
き
こ
と
を
思
へ
ば
差
す
日
照
紅
葉 

さ
く
は
ら
あ
や

日
没
の
帰
る
家
な
き
案
山
子
か
な 

豊
島
キ
ヌ

空
席
を
ひ
と
と
び
ご
と
に
秋
の
寄
席 

太
田
風
子

hoshinoshima819@
gmail.com

　

生
け
花
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
Ｎ
Ｙ
は
９
月
29
日
か
ら
10
月

１
日
の
３
日
間
、
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
州
の
ジ
ェ
イ
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・

セ
ン
タ
ー
で
生
け
花
展
を
開
催

し
た
。
こ
れ
は
同
州
フ
ェ
ア
フ

ィ
ー
ル
ド
郡
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
が
ジ
ェ
イ
・
ヘ
リ

テ
ー
ジ
・
セ
ン
タ
ー
に
22
本
の

桜
を
寄
贈
し
た
の
を
記
念
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
生
け
花

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｎ
Ｙ
メ

ン
バ
ー
の
草
月
、
池
坊
、
小
原

の
３
流
派
が
共
同
開
催
し
、
19

作
品
を
展
示
し
た
。

ヘ
リ
テ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
で
も

３
流
派
が
共
同
開
催
で
展
示

　

愛
媛
県
松
山
市
在
住
の
映
画

監
督
、
伊
東
英
朗
氏
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
﹁
サ
イ
レ
ン

ト
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
﹂
が
10
月

８
日
︵
日
︶
午
後
１
時
45
分
か

ら
ハ
ン
プ
ト
ン
国
際
映
画
祭
で

公
式
上
映
さ
れ
る
。

　

１
９
５
０
年
か
ら
60
年
に
か

け
て
ネ
バ
ダ
州
核
実
験
場
で
計

１
０
０
回
に
及
ぶ
大
気
圏
内
核

実
験
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
放
射

能
汚
染
を
実
証
し
よ
う
と
立
ち

上
が
っ
た
の
は
子
供
達
の
被
曝

を
案
ず
る
女
性
た
ち
だ
っ
た
。

伊
東
監
督
は
女
性
達
が
始
め

た
子
供
の
乳
歯
検
査
を
中
心

に
、
４
０
０
０
ペ
ー
ジ
を
超

え
る
文
書
の
調
査
と
、
米
国

で
の
被
爆
者
や
研
究
者
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
、
９
年

に
渡
る
独
自
取
材
を
重
ね
て

﹁
見
え
な
い
放
射
線
降
下
物
﹂

を
意
味
す
る
﹁
サ
イ
レ
ン
ト

フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
﹂
を
製
作

し
た
。

　

本
作
は
伊
東
監
督
が
被
曝

を
テ
ー
マ
に
製
作
し
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
映

画
﹁
放
射
線
を
浴
び
た
X
年

後
﹂
第
三
弾
に
当
た
る
も
の

で
、
過
去
２
作
品
は
米
国
に

よ
る
太
平
洋
核
実
験
に
よ
る

被
曝
し
た
マ
グ
ロ
漁
船
の
被

害
を
取
り
上
げ
た
。
上
映
時

間
96
分
。
詳
細
と
チ
ケ
ッ
ト

は
下
記
リ
ン
ク
参
照
。

核
実
験
と
子
供
の
歯
へ
の
影
響

https://filmguide.hamptonsfilmfest.org/events/silentfalloutba-
byteethspeak/

伊
東
英
朗
監
督
映
画
８
日
に
上
映

﹁
サ
イ
レ
ン
ト 

フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
﹂

ハンプトン
国際映画祭

ま

で
。

イ

ベ

ン

ト

詳

細

は

w
w

w
.ikebanany.org 

問

い

合

わ

せ

は　

y
w

z0
5

1
6

@
g

m
ail.com

　

︵Y
iw

ei Zhang 

さ
ん
︶ま
で
。

楽しい
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